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紅霞後宮物語　第七幕

あとがき









　風が吹いている。

　それは爽さわやかなものであるが、受ける人間──小しよう玉ぎよくの気持ちは、爽やかさとはほど遠かった。そしてその風自体も、数日中に爽やかさを失うはずだ。




　血臭、そして死臭によって。

　しかしそれらが風の中に満ちたころには、自分の嗅きゆう覚かくも麻ま痺ひしていることだろうから、問題ないだろう。




　風によって横に流れる前髪の間から、小玉は眼下を眺めた。高く組まれたやぐらの上からは、河の対岸に敵軍が広がっているのがよく見える。

　見るだけですべてがわかるわけではないが、見るだけでわかることはある。

「壮観だこと」

　小玉はぽつりと呟つぶやいた。周囲は気心の知れたものばかりではないので、皇后らしい口調で。そうでなければ、「やー、すっごいわ」とか言ってただろう。そんなやや無意識に発したものでさえも、言葉づかいを自在に切り替えることができるようになった自分を、小玉はそれこそ「やー、すっごいわ」と思っている。

　寛かんの軍の数は、こちらと同程度と見た。こちらが親征級の人数を率いているのだから、大軍であることは言うまでもない。

　とはいえ、小玉の感嘆は、数に対して向けられたものではなかった。

「まさしく」

　小玉の斜め後ろで、沈しん賢けん恭きようが小玉の言葉に頷うなずく。彼もまた、小玉と同じ感想を抱いているはずだ。

「整然としているわ」

　小玉の感嘆は、そのことに尽きる。野営のためのかまどの組み方、陣の敷き方、それらがとても美しかった。

　また兵が到達してから、現在の状態に展開するまでの動きも、実に速やかで丁寧だったと報告を受けている。

　それは敵兵の練度の高さと、規律が極めて洗練されていることを示す。

　そのような敵は、戦うことを最も避けるべき相手だ……もっとも、避けようもないのだけれども。

「おそらく、敵将も我らの軍を見てそう思っていることでしょう」

　賢恭からかけられた言葉に、小玉は苦笑する。彼がおべっかを言うような人間ではないということは、よくわかっている。つまりは事実であり、こちらの兵の練度もまた、相手と同程度のものである自負が、小玉にはあった。




　数も、質も同程度の相手同士の戦い。




　正直怖いな、と小玉は思った。

　下手をすればこれは単なる潰つぶしあいになってしまう。一人が一人を倒し、一人に倒されるような、この世の地獄に。

　それは戦とはいえないし、なにより先方は、今でこそこちらと同程度の数だが、増援の可能性もある。どのみち、兵は可能なかぎり温存しなければならない。

「……納な蘭らん将軍」

「はっ」

　小玉は、賢恭のいるほうとは逆側に立つ人間のほうを向く。相手の背がそうとうに高いため、真っ先に目に入るのは髭ひげだ。とてつもなく立派なそれは、彼の個性として周囲から認識されていた。もはや目印になっている節もある。

　もし彼が髭を剃そったら、見た目では絶対に本人だとわからないであろう。

「そなたはなんと見ます？」

「陣の組み方に見覚えがございます。おそらく、総指揮は姫き昴こうではないかと。特徴のある動かし方をする人間でした」

　彼は立派な髭を、片手でしごきながら答えた。

「そうね……わたくしも戦った覚えがある」

　この納蘭樹じゆ華かという男は、今回戦う寛という国から亡命したという経緯がある。そのため戦うにあたり、彼の口から寛の情報を引き出すことができた。

　もちろん、彼自身がこちらを裏切っている可能性もあるのだが、彼についていえばそんなことはないだろうと小玉は踏んでいる。

　それは相手の人柄を信じているから、という感傷的といえば感傷的な理由と、もう一つ実際的な理由があった。

　彼の一人息子は今、宮城にいる。皇子である鴻こうの遊び相手として……といえば聞こえはいいが、体のいい人質である。

　世知辛い話ではあるが、人質をとられている本人はあっけらかんとして、こんなことを言ってのける。

「いやいや、安心しておりますよ。なんと申しましても、この国で一番安全なところに置いてくれますしなあ」

　その言葉に、小玉はなんともいえない顔をする。

「うーん……」

　一概に肯定できない。外敵に対しては確かにこの世で一番安全であるが、内部が危険すぎるという点で。かといって、否定するのもはばかられた。こちらの気を楽にするために言ってくれているのかもしれない。

　ただ性格的に彼の場合、本気で言っていることのほうが圧倒的に多いので、もしそうだったらどうしよう……と小玉は、なぜか駆け引きを仕掛けられている気持ちになってしまった。

「それに息子も、殿下をお守りするんだ！　と張り切っておりました。さすが妻の血を引く子です。勇ましく育ちました」

　内心で独り相撲をとる小玉の内心を知ってか知らずか、樹華はそんなことも言って、嬉うれしそうに笑う。

「……そっか、頼もしいね」

　だから小玉はこの会話については笑って終わらせた。

「それに今回は、丙へいどのが同行してくれるので息子も安心しておるようで」

　でも多分、うちの丙のほうはおたおたしてるだろうな、と小玉はふと宮城に思いをはせる。今回甥おいである関かん丙も樹華の息子にくっつけるかたちで、宮城に放りこんできた小玉である。

　丙にとっては慣れない環境であるはずなので多少は気にかかるものの、むやみに心配するほどではないはずだ。なんといっても、彼だってもう立派な大人だ。不測の事態くらい、自分でどうにかできるようになっているはず……叔母としては甥に、そんなことを期待している。

　だから小玉は、すぐに頭の中から丙のことを追い出した。若干どころではなく突きはなしている態度であるが、人生色々ありすぎた小玉としては、今の丙が置かれている状況はまだ生ぬるい。




　宮城に様々な思い残しはあるが、とりあえずそれは全面的に忘れることにする。それは戦でのたしなみだ。

　そして話は戻るが、姫将軍の件である。




「けれんみのない用兵をする御仁だった……」

「まさしく」

　樹華が頷いた。小玉は唇に人差し指を当てて考えこむ。思い出すのは、出立する前に文林が説明してくれた内容だ。







　……寛がきなくさい動きをしているのは察していたが、そこに康こうまで参戦してきたのは、思いがけないことだった。なぜ両国が揃って、この時期に宸しんを落とそうとしているかはわからない。両国には間かん諜ちようを潜り込ませていたが、半年ほど前に連絡がとれなくなった者が数名出た。おそらくはそれが予兆だったのだろう。

　何名かからは異常なしとの連絡が来ていたので、その数名だけが摘発されたのであろうと、新しい者を再度潜り込ませようとしていた矢先にこの展開となった。

　おそらくは連絡をよこした数名についても、丸め込まれたか、報告をすり替えられたのであろう。もしくは先に音信不通になった者を隠れ蓑みのに、殺害されたのか。







　明らかに文ぶん林りんの手抜かりではある。かといって自分がもっとうまくやれるわけでもなく、それどころか彼の半分もうまくいかないのはわかっているので、責めるつもりは小玉に毛頭ない。

　今回は、敵国が用意周到だっただけだ。そして、それほどまでに……、

「これは、完全にこちらを落としにきているとみた」

　言い切って、小玉は唇を歪ゆがめた。それは「楽しそう」といえるものではなく、「苦笑い」と表現すべきものであった。

　ふう、とため息を一つ。

「まずは相手の出方から見ましょう。そろそろ相手から使者が来るはず」

　すかさず賢恭が口を開く。

「会談の準備は整っております」

　班はん将軍が戦ったときと同様に、今回もまたまずは話しあいから始まる。もちろん形式的なものであるが。

「ご苦労」

　そう言うと小玉は、背に垂らした外がい套とうを翻し、踵きびすを返した。部下が自分の後ろに続く気配を背後に感じながら、すぐに開かれるであろう戦端のことだけを考えていた。




　──勝機が、あるとすれば。




　　　　※




　夕食時だった。

　やぐらから降りた小玉は、給仕をするという賢恭の申し出をやんわりと謝絶して、陣中を移動していた。かといって、調理している場に直接食べ物を取りにいくわけではない。行軍元帥用に設けられた天幕に向かっているのだ。

　個人的には、じれったいから自分で取りにいきたいなあと思うのだが、そんな勝手が許されるわけがない。立場というものはないがしろにするにしても、時機というものがある。そしてそれは今ではない。

　今回はうるさいのがいないのでけっこう気楽だが、なんだかんだで縛られる身の上である。

　その「うるさいの」こと楊よう清せい喜きは、今回帝都でお留守番と相成っている。

　清喜本人にとっては本意ではなかったようで、連れていかなければ悲しみのあまりやけ食いで死んで、寝入りばなに化けて出て安眠を妨害してやる……などと騒いでいたが、彼の「死ぬ死ぬ詐欺」に慣れている小玉はあっさりと彼を置いて来た。

　彼とのつきあいも、早……何年になるのだったか。とっさに思い出せないくらいには続いている。

　それはともかく、こういうことがずっと続くと、もうすぐお迎えが来るといつも言いながらも死ぬ気配がないご隠居に似た扱いしかできない。要するに、「はいはい、わかったわかった」と聞き流す感じである。付きあいが長いゆえの対応である。

　それに今回彼を置いていったのには、理由がある。

　彼と同じ宦かん官がんである賢恭の同行がすでに内定していたのと、小玉が養育している皇子と樹華の息子の面倒をみてほしかったから……というのはこの場合違う。それは万人向けの理由であるが、清喜本人を納得させることのできる理由ではない。

　小玉が彼に頼んだのは、慣れない環境に置かれている丙の相手をしてほしいということだ。他人からみれば「ついで」程度の理由だろうが、丙をかわいがっている清喜には、なによりも納得できる理由になった。

　そういう理由がなければ、おそらく彼は、口実を設けて追いかけてきただろうなと、小玉はかなり本気で思っている。小玉が母の喪に服すために故郷に戻ったときに、勝手についてきたという前科もあることだし。いれば役に立つ人間ではあるし、来るための根回しはちゃんとするだろうが、そうであればいいという問題ではない。梅花の体調がまだ心配である以上、後宮には信頼できる人間をなるべく残しておきたかった。







「お食事の準備ができています」

　戻った先では、鄭てい綵さいが待ちかまえていた。今回の出征では、主に彼女が小玉の身の回りの世話をする。

「ありがとう」

　小玉は礼を言って、用意された食事にさっさと手を伸ばした。綵も小玉の横で、自分のぶんをもそもそと食べはじめる。特に給仕などはしない。そもそも一品しかないものに、給仕もなにもない。

　小玉も綵も、食べるものは兵卒と変わらない。苦楽をともにすることを示し、士気を鼓舞するための演出……ではない。もしそれが主目的であるならば、見せつけるために人前で食べる。

　兵卒と同じものを食べるのは、自分の舌で確認することで質が極端に悪化していないかを確認するためだ。横領を防ぐうえで、重要なことである。だからどちらかというと、上に立つ者に対して示している態度だ。

　そうでなければ、皇后が兵卒と同じ食事など許されなかっただろう。言い換えれば、皇后が粗食に耐えなければならないほど大事なことなのだ。食べている本人に、「粗食」の意識がないにしても。

　湯冷ましというにはまだ冷えていないお湯で口を湿らせ、小玉は運ばれてきた食事を口に運ぶ。

　そしてはっ、とした。




　──この餅へい、うまい。

　別に、不正に気づいたわけではなかった。




　餅は練った小麦粉の生地に、刻んだ野菜などを巻いて焼いただけのものだ。単純なだけに、作り手の腕が問われる料理である。

　そして実は小玉も、けっこう上手に作れる。小玉が生まれ育った地方では小麦を使った料理はあまり食べなかったのであるが、帝都に出てから食堂のおばちゃんに教えてもらった。当時付きあっていた恋人に、彼が食べ慣れているものを作ってあげたい……そんなかわいらしい気持ちで。食べてもらう前に振られたけれど。

　なお意外といえば失礼だが、実は小玉が知っている中で最も餅作りが上手だったのは、明めい慧けいだった。もっとも彼女は餅以外の料理を作れなかったうえに、これについては全部勘で作っているため教師としては向かない……と、教えを請う小玉を拒絶したので、本人には自信がなかったようだ。

　なおそんな料理について一点集中型の彼女と、壊滅状態の樹華は結婚後見事に困り果て、そんな二人のために一肌脱いだのは小玉……ではなく、小玉の昔の同輩である阿あ蓮れんである。多数の子持ちの主婦はやはり頼もしかった。

　そんな懐かしい過去をしみじみと思い出しつつ、小玉は餅をよく嚙かんで食す。

　そして完全に冷えた湯冷ましで、最後の一口を流し込む。それとほぼ同時に、部屋に賢恭を含む数名が入ってくる。一応は入り口の前で声をかけてきたが、返事はほとんど待たなかった。

　緊急事態だ──おそらくは、使者が来た。

「沈太たい監かん、いかがしました？　先方の使者ですか？」

「はい」

「では会わなくては」

　予想どおりの返答に、小玉は立ちあがりながら問いかける。

「来たのはどちら？　両方？」

「寛の者です」

「そう。ではやはりこの同盟、それらのほうが立場は上なのね」

　実際、この国に恨みがあるほうは間違いなく、寛だろう。先々帝の時代に散々喧けん嘩かを売ったのだからして。

　それについては、こちらですら先々帝が悪いと思っているのだが、「ごめんね」などと言えるわけもなかった。国の威信的に。

「どうやらそのようです」

「やっぱり、対等ではないのね……」

　小玉はやや思案する。二者の力関係については、ずっと気にかかっていた。そんな彼女を賢恭が促す。

「娘じよう子し、ご支度を」

「ええ」

　もっとも支度といっても、付け毛を装着するだけである。

　もはや小玉とその周囲は慣れっこなことであるが、女の断髪はとんでもないことであるとみられる。当然その状態で公的な場に立つことはあってはならない。したがって、小玉はこの使者との会見のためだけに、付け毛を戦場に持参していた。

　そんなところが厳しく見られるのに、戦装束は別にあらためなくてもいいという点に、小玉はいびつさを感じる。国の威信ってはっきりいって面倒くさい。出発する前に、女官たちから付け毛の管理について事細かに指示を下されていたので、余計に面倒くさい。正直、皇后本人より大切にされているかもしれない、この付け毛。

「こちらに」

「ええ」

　使者が待っているという場に案内された小玉は、ことさら悠然に歩んで、用意された椅子に座った。

　そして平伏する相手──敵からの使者を見下ろす。

「楽にせよ」

　その言葉を小玉は、使者にではなく隣に控える賢恭に告げる。賢恭がそれを、相手に伝達する。

　使者の地位がどれほど高かろうと、応対する小玉は皇后である。それこそ寛の皇帝でも来ないかぎり、直接会話をすることは許容されない。これもやはり国の威信的なあれである。また小玉自身も、許したくなるような理由は特にない。

　賢恭の言葉を受けて、使者が言葉を発する。

「ありがたき幸せ」

　この先も、

「武人として名高い皇后陛下に拝謁することがかない、恐悦至極」

　だとか、

「して、このたびそなたが参ったのは何用か」

　などという会話もすべて賢恭を介して行われるが、そこは割愛する。




　どうせ、内容はお決まりのやりとりだ。

　さらにお決まりの要求。

　そしてお決まりの拒否。




　領地の割譲の要求を皇帝の意向を問わず、小玉は独断ではねのける。それが可能なのは、もはや定型文どおりのやりとりにまでなっているからにすぎない。

　相手も怒りもせず、極めて淡々と両国の戦いの火ひ蓋ぶたは切られることになった。




　……ただし、明後日から。




「では、明後日正午より」

　戦いの始まり方にも色々あるが、法治国家同士の戦いの場合、まず使者がたてられて、お互いの要望が嚙み合わない場合に、仕方がないので戦いましょうか……となることがほとんどである。

　お互い最終的には戦になるとわかりきっている今回のような定型文状態でも、悠長にやりとりしているのは、その形式を無視できないほどまでに戦が最終手段だからだ。

　戦上等というが、実際、戦に至るのは下策である。損害を考えると、戦にならずに解決するにこしたことはない。




　まあ、それを軽やかに無視していたのが、先々帝なのだが。




　思い返して、「本当にやってくれましたよ、お義に兄いさん」と、小玉は心の中で呟つぶやく。戦に対する見識はまったくない人だったなあと、当時武官として戦わされていた立場として、しみじみ思うところである。

　なお文林の異母兄である彼は、小玉にとっても一応身内であった。彼の死後に文林の嫁になったので、身内感はあまりないが。







　そんな身内に対するあれやこれやを考えているとは、おくびにも出さずに、小玉は鷹おう揚ように頷うなずく。

「では、使者どの……」

　大儀、と言って、とっとと追い払おうとしたのだが……、

「あいや、お待ちくだされ」

　その言葉は相手に遮られた。

「無礼であろう」

　横に立つ賢恭が鋭い声を発す。小玉は片手をあげて、それを止めた。

「なにか？」

　賢恭が渋々といった態度で、小玉の言葉を相手に伝える。

　使者は深々と頭を下げる。

「おそれながら、知己に挨あい拶さつをさせていただきたく」

「知己とは？」

「そちらにお立ちの……納蘭どのに」

　彼が指し示したほうには、樹華がいた。

　確かに彼は、亡命してきた身である以上、寛にいたころの知り合いが、目の前にいるこの使者であってもおかしくはない。




　だが、問題はそんなことではないのだ。

　なぜ今、それをするのかということ。その一言に尽きる。




　使者からしてみると、現状は敵地のど真ん中である。そんな状況で、そんな悠長なことをやるからには、必ず意味があるはずだ。

　もちろん、その憶測だけで断ってもよかった。この場においては、小玉が主導権を握っているのだから。

　だが、相手のもくろみをはっきりさせたい気持ちがまさり、小玉は「よかろう」と頷いた。樹華にちらりと目をやった。

「守国将軍、旧交を温めるいい機会です」

「守国」というのは、彼に与えられた散さん官かん位いを表す。これは、地位に応じて与えられる称号で、文官と武官の両方に存在するものだ。樹華は「守国将軍」の位を持っていた。

　ただこの散官位、与えられたからといって、特別な権限はなにも付加されない。名誉職と同じようなものだ。公の場ではこの称号で呼ばれるのが通例なのだが、もはやそれだけのために存在してるといっても過言ではないほど、名前だけの存在だ。

　かくいう小玉も、もはや過去の話であるが、「忠ちゆう武ぶ将軍」という位を後宮入り前に賜っていた。

　だから、「忠武将軍」とか呼ばれていた時代が、小玉にもあったのである。実は自分でも、ちょっとかっこいいと思っていた。




　ところで小玉は、実は今でもその「忠武将軍」の位を持っている。




　返上する必要はなかったから……というより、小玉の場合は積極的に持っていなければならないものだったからだ。

　なぜなら、名ばかりとはいえ将軍位は将軍位なのだ。したがってこれを所持することによって、小玉が后妃になっても軍を指揮する名目が立つ。

　旧例でも歴代の后妃が軍を率いた場合も、必ず率いる兵に応じた散官位が与えられてから任された。その点でいえば散官位とは、后妃に与えられた場合のみ特別な権限を持つといえるのかもしれない。




　さて守国将軍と呼ばれた納蘭樹華は、小玉にうやうやしく一礼した。

「いかにも」

　そして、使者に向き直ると、

「胡こ母ぼどの、一別以来無ぶ沙さ汰たをしておりましたが、息災でしたかな？」

「おかげさまで。納蘭殿も息災そうですな……それにしても」

　使者は口元に薄く笑みを浮かべ、続けた。

「守国、とは立派な名前を授かりましたな。とても納蘭殿にふさわしい名でございます……しかし、愚鈍なそれがしにはわかりかねるのですよ。守国の国とは、どこのお国を指すのでしょうな」

　要するに、「生まれた国を裏切った奴のくせに、たいそうな名前名乗るとか馬鹿じゃないの？」と言ってるのである。

　大体これで相手の思惑は分かった。元々自国の人間だった樹華を突つついて、小玉に裏切りを危き惧ぐさせようとしているのだろう。

　手段は有効だし、言ってることにしてももっともである。しかしその程度のことなら、こっちも承知していることだ。

　なにせこの位を授けられたときに、樹華が自分で「いやあ、名前負けもいいとこですなあ、わはは」とか言って、周囲も大笑いしていたくらいなのだから。

　だから小玉は特に動じない。




　そんな彼女に、使者が声をかけてくる。

「実にそちらのお国に敬服いたします。重用すべき人材をよく御存じで」

（意訳：お前さんとこの国節操ないよね）




　小玉はにこやかに答える。

「おや、守国将軍は、敬意に値する相手には全力で仕える者。ならばこちらも相応の報いを授けねば」

（意訳：そっちの皇帝がぼんくらだったんだろ）




　使者もにこやかな笑みを浮かべる。

「……確かに我が国の産の人間は、忠義ある者が多くおります」

（意訳：うちの国の人間が、忠義に篤あついっていうことは、樹華はほんとはこっち側の人間かもよ！）




　なお言外の意味が見え透いているこれらの会話も、もちろん真顔の賢恭を介して行われている。




「さようか……」

　頷きながら小玉は、ちょっとまずいなと思った。自分はともかく、他の将官に疑惑の種をまかれては困る。どう返答しようかと思い……、




　ここはもう、直接的な返答でいいやと思った。




　小玉は脚を組んで、言い放った。

　あえて賢恭を介さず、直接。

「そちらの国は大変魅力的だ。だが、守国将軍はそちらには戻らぬよ。戻ろうものなら、あの世から彼の妻が怒りのあまり戻ってくる……あら、そう考えれば、悪くないわね。彼女が戻ってきてもらうために、あなたもう一度裏切らない？」

　最後の問いかけは、あえて冗談まじりに樹華に投げかけたものだ。彼は豪快に笑いながら返した。

「ははは。臣も妻が戻ってきてくれるのならば、なんでもやる……と申したいところですが、妻は臣のことを信じておりますので。裏切ったとしても、そんなことは噓だと思って戻ってきてはくれませぬよ」

　ああ、それは明慧らしいと小玉は思った。

　樹華の話はまだ続く。

「そして、それが本当だとわかったときにはもう手遅れでございますので、臣が死んだ際には、待ちかまえていた妻に一発殴られたあと、二度と会ってくれないということになる公算が高いかと」

　樹華の話が進むにつれて、何人かが肩を微妙に震わせはじめた。皆、彼の妻を知る者たちだ。

　樹華は磊らい落らくに笑いながら続ける。

「……となると、裏切るだけ損というものですなあ。こちらには妻の墓もありますから、裏切れば供養できませんしな」

　徹頭徹尾妻のことで話は終わった。

　話を振ったのは小玉だが、どれだけ妻大好きなんだろうというところだ。明慧を知らない者も、肩を震わせはじめている。微動だにしないのは賢恭だけだ。

　そして使者の顔はやや引きつっていた。ここまで大っぴらに妻大好きをあらわにするとは想定していなかったのだろう。そりゃそうだ。

　そんな彼に、小玉は余裕たっぷりな笑みを向ける。

「そうであるゆえ。使者どの、ご心配なく」

　若干引きつりながらも使者は口を開いた。この状況でなにか言えるのはすごいよと思いながら耳を傾けた小玉は、次の瞬間傾けた耳を疑った。

「いえいえ……納蘭殿の奥方はよほどの佳人だったのですね」




　──佳人。




　故・樹華の妻を知る者は皆、一瞬だけ目線を思い思いの方向へ向けた。わずか二人を除いて。

「いや、まったくもって、そのとおりで！」

　当然であるが、目線を微動だにさせない人物の一人は、その「佳人」の夫だった。なおもう一人は賢恭である。さすがだ。

「妻は……」

「……使者どの、大儀」

　熱く語りそうな樹華を止めるためにも、今度こそとっとと追い出そうとした小玉に、樹華以外の全員が協力的だった。




　使者が帰った直後の軍議で、小玉は開口一番言った。

「おのおの方、明後日から戦です」




　　　　※




　開かれることが分かりきっていた戦端が開かれて三日。

　戦況はあまりよろしくない……そして悪くもない。




　なぜなら、そもそも戦っていないから。




　現在、対岸の先方とにらみ合っている状態だ。そしてそれを三日間維持している。河を挟んだままできる戦いなど、口論ぐらいしかないが、そんな不毛なことはどちら側も仕掛けない。もちろんそれで、なにかが進んでいるわけでもないので、わかりやすく膠こう着ちやく状態に陥っている。

　お互い、相手が先に動くことを待っているのだ。河を渡ることを。

　しかし、そう簡単に動くわけにはいかない。どういう方法で渡るにせよ、敵の目前で河を渡ることは危険を伴う。

　そもそも水の流れによって動きは鈍くなる。また一気に全軍が渡れるわけではないし、かといって少人数が渡ろうとしても、渡る端から叩たたかれてしまえば倒されるために渡るようなもので、なんの意味もない。

　また仮に全軍が渡れたとしても、今度は河を背にしてしまうため、敗れた際の退路が限定されてしまう。したがってこれまでも、隣国との戦いは河をどう渡るか、渡らせるかの駆け引きから始まることが多かった。

　班将軍のときは、軍を編成したときにはすでに寛が河を渡ったうえに、ある程度侵攻してしまったため、そのかぎりではなかったが。

　かといって駆け引き状態で、永遠に待てるものでもない。上はともかく、兵卒はそこまで緊張感を保てるものではないし、なにより大規模な派兵は隊を維持するだけで物資を消費していく。

　できればあと三日ほど早く到着したかったと、小玉は思っている。寛側もそうだろう。しかし小玉側は、おいそれと河を渡るわけにはいかない。

　今回の戦いはあくまで防衛のためであるし、なにより南側には康が控えている。そちらがどう出るか、読み切れないのが今回の問題だ。

　康も寛同様、宸と隣接した国であるとはいえ、あまり交流はない。またここしばらく戦っていない相手である。寛よりも情報が少ないそんな国が、寛と手を組んでいるというのがまた恐ろしい。




　そんな康についての最新の情報源は、先日の班将軍が敗戦したおりに、戦場にいた者たちだ。

　それからもう一人。




　小玉は、康側の監視から戻ってきた二人の男に声をかけた。

「沈太監、いかがでしたか？」

　賢恭はうやうやしく一礼して答える。

「康も動く様子はございません」

「そうですか」

　小玉は、賢恭の隣に控える男をちらっと見てから頷うなずいた。

　賢恭は数年前まで、康との国境付近の守備を固めていたという経歴を持つ。康との本格的な戦を行っていないとはいえ、匪ひ賊ぞくを撃退するなどの接点はある。またある程度は、康の国風も摑つかんでいる。







　出征前のことである。康という国について、小玉に賢恭はこう説明した。







　康という国は、宸の人間にとっては、寛よりも異質に感じられる国だ。制度的には似ているところがあるものの、文化や風俗については大きな違いがある。

　康は女系を重んじる国であることが、そういう傾向を支えているのかもしれない。基本的には男が家を継ぐが、女性も一代だけならば家を継ぐことができる。その次の代は男である必要があるが、それはつまり女系の男子にも相続権は認められているということでもある。

　その中でも特に極端なのが王家だ。この血統の特に直系は、女系での継承を厳格に守っている。元は他の家もそうだったらしいが、少しずつ男系継承へと変化していっているのだとか。

　女系尊重については、特に婚姻についてその傾向が強い。この国は近親婚が盛んで、兄弟姉妹間で結婚することも多い。ただしそれは同父の場合にかぎり、同母の者については固く禁じられているところがそうだ。

　また男系だとか女系だとかの問題ではなく、宸とまったく感覚が違うところは、「性」についての扱いだ。男も女も配偶者以外の相手と関係を持つことは禁じられておらず、むしろ推奨されているふしもある。性的な関係が、信頼関係や主従関係を強固なものにする手段として確立されているのだ。

　ただ正式な結婚相手は一人であり、その相手との間に儲もうけた子どもだけが嫡出子となる点は宸と同じである。

　もっとも配偶者以外の相手との間に生まれた子どもも、嫡出子と同等ではないものの日陰の身として扱われることはない。また性交渉に及ぶ年齢の幅が広いため、それに比例して女性の出産年齢の幅も広い。




　……そこまで聞いたところで、小玉は気づかれないようにそっと自らの腹を撫なでた。自分でも無意識の動作だった。




　話を無表情で聞き続ける彼女に、賢恭は「あまり驚かれないのですね」と述べた。

「宸の国の者にこの話をすると、眉まゆをひそめる者ばかりなのですが」

「ええ……確かに、この国とは違うところが多いとは思いますが」

　文化や風俗的に宸の真似をしている寛出身の樹華にでさえ、小玉は感覚に隔たりを覚えるときがある。だから実際に康の人間と接したら、戸惑うばかりだろうなと思う。




　しかしそういう感覚は、小玉にとって十代のときに経験済みのことであった。




　十五歳の小玉は、田舎から帝都に出てさえ常識の違いを感じ、戸惑った。

　一時はそれらの違いをよいものと思い、やがてはその思いに疑いを覚え、そして自分にとってよいものを探る……そういうことを小玉はやってきた。後宮に入ったときも同様だった。

　よかったものもあれば、悪かったものもある。

　だからわかっているのだ。場所が違えば常識が違う。国が違うならなおさらだ。そして違うこと自体は、忌避すべきものではない。

　そう述べる小玉に、賢恭はうやうやしく一礼して、こう述べる。

「安心いたしました」

　宸の、特に文化人と呼べる者たちにとっては、康の文化は禽きん獣じゆうのそれに等しいものとされる。そしてそのことで、康そのものを侮る傾向が強いのだという。

「臣はもし娘じよう子しがそのようなお考えを抱かれたのでしたら、お諫いさめしようと思っておりました」

「そういうことでしたか」

　だからか、と小玉は内心で納得した。最初に彼が軍事関係のことではなく、文化や風俗のことについて説明しはじめたわけを。

　彼はこれまで、康について誰かに語り、その情報だけで侮りを覚える者たちを何人も見てきたのであろう。もしかしたらそのことで、足下をすくわれた人間を見たことすらあったのかもしれない。

　侮りは油断を生む。油断は敗北を生む。しかもその侮りの原因──『違う』ことと『強さ』については、なんの因果関係もないのだから。

「ご忠告、肝に銘じます」

　頷いた小玉に賢恭は微笑み、今度は軍事的な特性を説明してくれたのだった。







　さて今回小玉は、彼と班将軍の元副官を組ませた。

　情報を持つ者同士であることを考えれば、現状考えうる最高の組みあわせである。だがそれ以外のことを考えると、実は不安が残る組みあわせでもある。

　名門の出の人間としてはありがちな話であるが、班将軍は宦かん官がんを好まない人間だった。その薫陶よろしきを得た房ぼう校尉も、同じような気がある。

　ただ班将軍はいい意味で大人だったため、割りきることと配慮することを知っていたし、実行に移せる人間だった。元は宦官の従卒であった小玉に対して、そういうそぶりを極力見せなかった点はまさにそれだ。

　賢恭もまた、班将軍以上に割りきっている人間である。だから彼について小玉は、心配していない。

　だから問題は房校尉だけだ。

　彼もそれなりにできた人間であるが、班将軍に比べるとやはり青い。それに、班将軍の仇かたきをと逸はやっているところもある。

　そういう余裕のなさが、どこかで問題を起こすのではないかという懸念があった。したがって小玉は、この二人を組ませてよかったのか未いまだに案じているところである。

　なにもかも理想どおりにいくものでもないが、最も不安要素の多いところについては、それ以上の不安の種をまきたくはなかったというのが本音だ。




　──やっぱり、康が動いたときはあたしが指揮をとるか……。




　そのことを小玉は、まだ決めかねていた。




　　　　※




　夕刻になり、自らの天幕に戻った小玉は武装を解いた。

　部位ごとに分かれている甲かつ冑ちゆうを一つずつ丁寧に、身から取り去る。最後に、甲かぶとを外したことでやや逆立った短髪を適当に撫でつけた。

　普通女が戦に出る場合は、結い上げた髪に色のついた布を巻くのだが、小玉は違う。出立の時は見栄え優先で、付け毛に布を巻いたが、他の場面では甲をかぶるだけだ。なんとなく習慣で。

　それにここで飾ったところで見せるべき相手はいないから、というのが理由である。

　しかも仮に見せるべき相手がいたとしても、それは文林であるというところがなんとも言えない。




　──文林は元気にしているかな。鴻は。




　小玉は軽くため息をついた。少なくとも一週間は様子見、ということになるだろう。撫でつけた直後の髪を軽くかきながら、付け毛を手にして自分の天幕を出た。待機していた綵が、気づかわしげに声をかけた。

「娘子、少しお休みになっては」

「うん、ちゃんと休むわ。でも戦が始まった時点で一度、見回っておきたくて」

「そうですか」

「これ付けるの、ちょっと手伝ってくれる？」

「はい」

　手にした付け毛を示すと、綵は頷いて小玉の背後に回る。

「お供は必要ですか？」

　作業を終えると、綵が問いかけてきた。

　小玉は少し考えてから答える。

「綵、ついてきてくれる？」

　身軽に動こうと思えば動ける。だが、心配なこともあった。自軍の士気を信頼しているが、それでも不ふ埒らちな輩やからはどこにでもいる。単独で動いて、自軍の兵に皇后が襲われたとなったら、笑い話どころの騒ぎではない。

　それに、一番迷惑を被るのは文林だと思えば、慎重にもなる。

「はい」

　小玉の言葉を想定していたのか、綵はあっさりと頷いた。

　だから小玉は、近くにいた幕僚にもそこらをうろつく旨を伝えると、綵を引き連れてえっちらおっちらと歩き出した。




　まだ戦端が開かれて三日目とあって、いい意味での緊張感はまだ保たれているようだった。




　これがもうしばらく経つと、疲労と慣れでなんともいえない雰囲気を醸し始めかねない。今回のように、惰性で待つような展開になりそうなときは特に。

　そうなったときにどう対応するかが、この戦いの肝の一つだなと小玉は自分に言い聞かせた。

　そうしてふと、立ち止まる。

「……娘子、どうなさいましたか？」

「夕ごはんの支度をしているのね」

　いいにおいがする。それもかなり間近で。

　綵も頭を巡らせて鼻をひくつかせる。

「そのようですね」

「ちょっと、そちらも覗のぞいてみたいわ」

　別におなかがすいたからというわけではないが、小玉はそう言って、いいにおいのする方向に足を向けた。




　必死に芋の皮をむく娘たち。

　雑に野菜を切って、おばちゃんに𠮟られるごつい男。

　小玉にとってはとても懐かしい光景だった。自分も初めて出征したときは、こういうところで戦っていたのだ。

　なおそのときに友情が芽生えた戦友は、今華麗なる転職を遂げて、文官として活躍している。そしてその娘が、今自分の隣にいる。

　そういうところでも時間の流れを感じてしまう。




　うろうろするのをやめた小玉は、少し離れたところから積まれている食材を眺めた。ざっと見たところ、物資に劣化はないようだ。毎日食べて確認しているが、こうやって調理しているところを確認するのが確実だ。

　もっとも、最高の確実性を求めるならば自分で調理するのが一番なのであるが、それを言ってはならない。




　小玉がきょろきょろしていると、鍋なべを振っているおばちゃんの一人が、ふとこちらのほうを向いた。目が合う。そして相手が目を大きく見開く。

「娘子!?」

　一声叫ぶと、そのまま手にしたお玉を放り投げようとして……おばちゃんはその直前で我に返った。彼女はお玉をお鍋の中に突っ込んで、その場に跪ひざまずいた。

　彼女の状況判断力、素晴らしすぎる。

　そしておばちゃんの声、無駄にでかい。

　その無駄にでかい声を聞いた周囲のざわめきが、それまでと違って指向性を持つ。

「娘子？」

「本当に？」

「えっ？　えっ？」

　そして次々と場に跪きはじめた。しまったと小玉は内心で頭を抱えた。下っ端の兵卒が多いこの場で、自分の顔を見知っている者がいるとは思わなかった。

　最近は女性の士官も増えているので、そのうちの誰かが見回りをしているのだと判断して、流してくれるだろうと思っていたのだ。髪の長さでばれないよう、わざわざ付け毛も装着したというのに。

「よい。皆、お立ちなさい。忙しい時間ですから、職務に専念するように」

　ちょっと打ちひしがれつつも、小玉は綵を介して声をかける。それを聞き、皆がおずおずと立ちあがりはじめた。

　その中から場の責任者が進み出てひれ伏す。彼は皇后に直接話しかけられないため、小玉に対してではなく、綵に話しかける。見るからに怯おびえながら。

「このようなところにどのようなご用で……」

「ただの視察です。特にあなたたちに落ち度があるというわけではないので、気にしないように」

「さ、さようで……ございますか」

　気にしないようにと言われても、責任者はまだびくびくしている。小玉は少し気の毒になって、前向きな言葉をかけてやることにした。

「限られた物資の中で、よくやりくりしてくれていると思います。そういえば、こちらには餅へいの名手がいるようですね……わたくしも先日食しました。適所によく配置していること」

「あ、ありがたきお言葉！」

　相手が額を地面にすりつける。皇后からの言葉というのは、それほどまでにありがたみのあるものなのかと、皇后本人はたまに思うのだが。

「お立ちなさい……その餅の名手はどなた？」

「はっ……環かん！　こちらに来い！」

　何気なく出た質問だったが、その回答として転がり出てきた相手を見て、小玉は軽く驚いた。まだ十代の半ばとおぼしき娘だった。

「娘じよう子しがお前の餅をお気に召したと」

「あ、ありがたき幸せ！」

　娘は顔を真っ赤にしてその場に倒れ込む勢いで叩こう頭とうした。綵に指示してそれを立たせ、小玉は彼女に問いかけた。

「直接答えることを許します。あなたはまだ若いようだけれど、なぜ軍に？」

　相手が緊張しないように、口調をやややわらげる。

　娘はあたふたと落ち着かない様子だった。だが、やがて顔をさらに真っ赤に染めて口を開いた。さっきはこれ以上真っ赤にならないだろうと思ったのだが、まだ上があったらしい。

「おそれながら！　じょ、娘子に憧あこがれて、軍に入りました！」

「……そう」

　具体的にどこらへんに？　と思ったが、それより気になることがあった。三羽烏といい、最近女性兵が増えたのは、もしかしなくても自分のせいなんだろうか。

　確かに、軍人時代から後輩に憧れの目線を向けられたことはある。

　だがそれは、軍に入ってから憧れました！　というものばかりだったので、ずっとそういうものだろうと思っていたのだが。

　……いや、深くは追及しまい。

「今後とも励みなさい。期待しているわ」

　そう言って話を打ち切ろうとした小玉だったが、ここで娘が再び地面に這はいつくばって声をあげた。

「お、おそれながら！　ご指導を、ほし……いただきたく！　わたしめのようなおなごの身で娘子のように、武芸に秀でるためにはどのようにすればよいでしょうか」

　はっきり言って、これは極めて無礼な態度である。実際、綵はなに言ってるんだこの小娘という気持ちを隠そうともせずに、一歩踏み出そうとした。

　しかし小玉は、それを押しとどめる。環という娘が今、一世一代の勇気を振り絞って言葉を発しているとわかっていた。

「そうね……」

　とはいえ小玉は、自分の腕っ節がそこまで素晴らしいとは思っていない。なんといっても、身近にいたのがあの張ちよう明慧だったのだから。だが一とおりの武器の使い方を学んで、感じたことはある。

　小玉はその場にかがみ込んで、娘にささやいた。皇后としてではなく、先輩としての言葉。

「もしも女の子が軍人で飯食っていきたいなら、槍やりとか棍こん棒ぼうとか練習するのをお勧めするわよ」

　一般論でしかないけれども。

「はっ……」

　ぽかんとした娘に、小玉は立ちあがり、手をひらひら振った。

「では、お励みなさいな」

「あ、ありがとうございます！」

　娘の言葉を背中で受けとめ、小玉はふっと笑った。







　さくさくと草を踏みながら進む小玉に、綵が声をかける。

「娘子、よろしいのですか？」

「いいのよ。綵にだってあんなとき、あったでしょう？」

「……まあ、はい、ありましたね。というか、あの娘そのままでしたね。私、娘子に憧れてましたから」

「えっ、それ初耳だわ！」

　思いもかけぬ言葉に目をむく小玉に、綵は淡々と言葉を続ける。

「お会いして三日で、憧れはかき消えましたが」

「その報告は永遠に聞きたくなかったなー……というか、蘭らん英えいさんからあたしの話聞いたことなかったの？」

　小玉は、自分の噂が実際よりも誇張されている自覚がある。だからその噂だけを聞いて憧れて武官になったあとで、実情を知ってがっかり……というのは納得できる。むしろ三日はよく保ったといえるくらいだ。

　だが綵の場合、母親が小玉のことを直接知っているのである。等身大の小玉の話題に綵が接していたのであれば、そもそも憧れることすらないはずだ。

　しかし、そんなことを思った小玉に、綵はちょっと得意げな顔を向ける。

「母は、仕事のことを家庭に持ちこまない人でしたから」

「わあ、かっこいい……」

　仕事すなわち家庭みたいなところのある小玉としては、ちょっと身につまされる言葉である。

　流れ上、そのあとは綵の家族の話になった。

　小玉は綵と歩きながら蘭英や綵の兄妹きようだいについて聞いた。

　色々な仕事が長続きしなかった兄は、最近適性を見いだした桶おけ作りにやりがいを感じているとか。

　また、元々書にやりがいを見いだしていた妹は、ますますそちらの道を極めようとしているだとか。

　二人とも、あえて触れなかった。先ほど小玉に助言を求めた娘が、小玉の言葉を生かすことができるまで、本人が生きていられるかはわからない……胸中に滲にじむそんな苦い懸念については。




　　　　※




　夜になっても眠気は、なかなか小玉に訪れなかった。

　手持ち無ぶ沙さ汰たな小玉は、灯あかりをともすと絹の一枚布を丁寧に広げた。

　戦場に絹は一見そぐわないかもしれないが、これが実はかなり重要な役割を持っている。具体的には地図として。




　戦の趨すう勢せいを決めるのは地図といっても過言ではない。正確であればあるほど勝率は高まる。したがって、その地図が汚損するのは軍にとって死活問題といえる。

　ところが紙だと繰りかえし折りたたむうちにぼろぼろになる。あまつさえ虫に食われて大事なところが読めなくなることもある。

　だが、絹は何度でも折りたたみができるし、虫に食われにくいという特性を持っているのだ。




　広げたそれを、小玉はじっくりと眺めた。もう何度も指さした場所を、今も指でなぞる。自分たちがいる所。国境線の近く。

　わかりやすい地形だった。大きな河が寛とこの国との境目の途中から流れている。

　小玉たちは峠を背にしており、これがかなり峻しゆん烈れつなものだ。仮に小玉たちの軍を破ったとしても、これを越えるのには手間取るだろう。




　だが、その先は。




　小玉は、峠の先に指を走らせる。特になにも書かれていない……つまり、平原を。

「雪せつ華か太たい原げん」と呼ばれるそこは、内陸部であるだけに冬は極めて寒くなるが、名前のわりにそこまで雪が降らないところである。

　そしてこの地に、敵軍の侵入を許してはならない。ここを突っ切っていけば、帝都まで到着できてしまうからだ。もちろん途中に駐屯地はいくつかあるため、妨害はできるであろうが。

　よしんば敵軍が帝都までたどりつかなかったとしても、この平原自体が要所なのだ。ここには大切なものがある……塩水湖だ。「雪華」という名の由来である、雪のように白い、上質な塩がとれる。

　寛の狙いはここだ。仮に和わ睦ぼくが成立するにしても、あちらは雪華太原をおさえたうえで戦を終結させ、土地の割譲を求めようとするはずだ。認めるまでは退却せずに。

　だが、こちらもここを取られては困るのだ。宸は海に面した領土も持っているが、とかく広い国であるため、内陸地方ではここの塩が重用されていた。

　ここがなければ塩の価格は当分の間高騰する。生活必需品の値上がりは、特に農民階級には死活問題だ。

　いつもぎりぎりのところでやりくりしていた少女時代の生活を思い出し、小玉は眉まゆ根ねを寄せた。大宸帝国の各世帯の家計を預かる主婦のみなさまのためにも、絶対にここを明け渡してはならない。




　　　　※




　翌日。

　駆けこんできた伝令に、小玉は「来たか」と口の中で呟つぶやいた。

「康が動きました！」

　騎馬兵の一団が渡河を開始したという。

　小玉はすかさず聞き返す。

「寛は？」

「そちらの報告は、まだ。ほどなく来るかと」

「そう」

　頷うなずいている間に、もう一人駆けこんでくる。

「寛、現在のところ動く様子はありません！」

「…………」

　小玉は無言で樹華を眺めた。彼もまたどこか解せぬといった様子だ。

「樹華。寛側のほう見てきて。こちらに向かって動くようなら、すぐに連絡を。そうでなくても、観察した様子は、あとで全部報告を」

「はっ」

　つづいて小玉は、賢恭のほうを向く。

「沈太監、わたくしが出ます」

「御意」







　白はく夫人に乗った小玉は、左手で手綱を軽く握り、右手で剣をおさえながら、眼前の敵を見据えた。相手側の敵将も、こちらを睨にらみつけているのだろう。




　報告どおり、騎馬兵が河を渡っている。




　この河はそれほど流れが速くない。康軍はその中に隙間無く筏いかだを並べ、それらを鎖でつないだうえに、いくつもの板を並べて、歩行には問題がない程度の足場を作っている。

　その手際たるや、準備に対する並々ならぬ気合いがうかがえる。しかもその上を馬が危なげなく通っているのだから、馬術における技術の高さもうかがえる。

「やはり馬の国として、非常に優れていますね」

「まさしく」

　小玉の言葉に、賢恭が頷く。同意は得られてもあまり嬉うれしくない事実だなと、小玉は思った。

　ここ何年も寛との戦いが続いていたため、宸軍全体の傾向として寛を相手とすることを想定した編成が為なされている。

　寛は歩兵を重視する傾向があり、騎兵については軽視されているというより、歩兵が馬に乗っているのが騎兵というくらいの認識だ。現に樹華も、馬術に関してはそれほど秀でてはいない。

　自分の腕で戦ってなんぼという感覚が強いのが寛軍なので、つまり樹華みたいな性格の人間が密集方陣で攻めてくるわけだ……何度も戦った相手であるが、そう考えるとなんだか怖い。

　そしてそういうのを相手にすることを想定していたのが宸軍なので、康のように騎兵の育成に力を入れている国には強くない……のか、弱いのかもすらちょっとわからない。なにせ判断材料が少ないので。

　班将軍の敗戦は不意打ちによるところが多いので、その一戦では結論を下すには少し足りないのだ。

「今のうちに叩たたきますか？」

「……囮おとりの可能性は？」

　質問に質問で返した小玉に、賢恭は歯切れ悪く答える。

「いささかならず、高いかと」

「餌じ兵へいには食らうなかれ」という。餌にぱっくり食いついて、釣りあげられてはかなわない。

　渡河しようとする騎兵は、思いのほか少なかった。そして皆危なげなく河を渡っているところからみて、今動いているのはかなりの精鋭だ。

　食いついてきたこちらの兵力を、捨て身でそぐことを目的としているのならば、攻撃を仕掛けるのは思うつぼというものだ。

　また囮に気を取られた結果、寛側に隙を突かれては元も子もない。

　しかし様子を見ていれば、その間にも康軍が渡河を続けるはずだ。




　──どうする？




　小玉が悩みながら下した結論は、「寛側の動きの報告を聞いて、協議する」というものだった。消極的ではある。だが結論を伸ばすつもりはない。

　動くならば、明日あしただ。







　戻った小玉は、合流した樹華から話を聞き出した。

「樹華。どうだった？」

「やはり寛は動く様子は見られませんでした。ただ……」

　彼らしからず、言葉を濁す様子であった。樹華はこういうことは得手ではないからだ。しかし小玉はわかっていて彼に仕事を任せたので、気にせず先を促す。

「続けて」

「康が動いてから軍全体の動きに、いつもより少し乱れが見えた気がします。馬が何頭か南側へ走ったのを見たという報告も受けております」

「なるほど」

　それが聞きたかった。小玉は一つ頷いた。

　向いていないのをわかっていて樹華を遣ったのは、「いつもと違う」かどうかを最もわかるのは、樹華だけだからだ。

　それに彼に不足があるかもしれないことについては、手を打っている。小玉は、他の二人に話を振る。

「……綵、青せい峰ほう」

　今回樹華の補佐役として、冷静な性格の綵と、その夫で観察眼に優れた温おん青峰をつけていた。

「はい。間違いはないかと」

「動きとしては、確かにそのとおりです」

　二人の意見を聞き、小玉は樹華に言う。

「寛と康は一枚岩ではないとは思っていたけれど……思ってた以上に、粉々に砕けてるみたいね？」

「お互い、相手のことを馬鹿にしている国ですからなあ」

　髭ひげをしごきながら言う樹華は、身も蓋ふたもない。

「でもそれって、うちと寛とか、うちと康とかも同じでしょ？」

　要するにどの国も、自国以外のところが大嫌いなのである。まことにうるわしい愛国心であり、まことにうるわしくない三角関係だ。

　小玉のこれまた身も蓋もない言葉に、樹華は苦笑する。

「そのあたりの感情は複雑なもので、寛はこの国を嫌いではありますが、うらやましがっているところもあるので……見下すのも違うというか」

「あ、その気持ちなんだかわかります。認めているけれども相あい容いれない間柄というものはありますよね」

　口を挟んだのは、意外なことに綵だった。続けて彼女はこんなことを言う。

「けれども、相手を認めているがゆえに意識し続ける二人は、いつしか惹ひかれあい……最後には結ばれます」

　……意外でもなかった。綵がなにを参考にしてものを言っているかがわかった小玉は、「あーそうなんだ」と適当なことを言って話を流そうとしたが……、

「あの話、最後にはお互いしか見えなくなっていたよね」

「え、青峰も読んだの？」

　綵の話に乗った青峰については、意外すぎて流せなくなってしまった。

　彼が綵と共通で持っている趣味は、確か兵法書だけだったはずなのだが、いつから恋愛小説まで彼を浸食してしまったのだろうか。

「はい。ああ、綵。娘じよう子しもご興味があるようだから、帝都に無事に帰ったらお貸ししたらどうだろう」

「そうですね。そのころにはお義と父うさまも読み終わっているでしょうし」

　意気投合する夫妻に、小玉はきっぱりとお断り申しあげる。

「あ、いらないわ」

　流しきれなかった自分を心中で責めつつ。

　だから舅しゆうとにまで恋愛小説が浸食しているらしいことについては、断固として流しきる覚悟である。

「そうですか、では気が向きましたら」

　言下に謝絶されたにもかかわらず、綵は特に気にした様子もなく頷いた。しかし青峰のほうを向くと、今度はやや責めるような声を出す。

「青峰さん。戦絡みで『無事に帰ったら』ということを言った場合、たいてい故郷の婚約者のもとに無事に帰れないので、そういうことを言うのはやめましょう」

　小玉も昔、麵めん屋やのおっちゃんに似たようなことを言った覚えがある。他人が言っているのを聞くと、なんだかすごく……若かったなと小玉は我が身を省みた、そして心中でおっちゃんに詫わびた。

　そんな彼女をよそに、青峰は妙に爽さわやかに笑う。

「ははは、私は婚約者を置いていっているどころか、妻同伴で来ているからその法則には当てはまらないよ」

「確かに……！」

「なるほど！」

　綵と、ここでなぜか樹華が納得の声をあげた。彼は徹頭徹尾真面目に、二人のやりとりを聞いていた。少しも呆あきれずに。

　自分と無縁かつあまり興味もない分野に対して、敬意をもって接することのできる樹華は本当に「いい人」である。




　ところで、そんなやりとりの間賢恭はずっと控えていた。

　彼の無言かつ無表情な態度が、ちょっと心に痛い。




　そんな彼に、小玉は問いかけた。

「今回の戦、康と寛の足並みは揃っていないどころか、お互いを蹴け落おとそうとしている感があります。沈太監はなんと見ますか？」

「臣も、娘子と同じ考えです」

「わかりました」

　小玉は力強く頷うなずくと、座っていた椅子から立ちあがった。

「皆を呼んでください。明日の方針について話しあいます」




　　　　※




　かなり長引いた軍議のあと、小玉は天幕で身を休めていた。

　ふと、目を開ける。

「……子、娘子」

　呼ぶ声が聞こえ、小玉は自分の頭をたたき起こした。

「入ってちょうだい」

　返事をするとすぐ、綵が入ってくる。

「沈太監らが、お目にかかりたいと」

「通して」

　小玉はすぐに答えて、立ちあがった。こんな時間に？　などという疑問は浮かびさえしない。今は一日中非常事態で、いつなにが起こってもおかしくない。

　通した側も通された側も、時間を無駄にしなかった。手短に会話を交わす。

「なにごとですか？」

「密使が参りました」

「どこから？」

「康です。ただちに足をお運びください」

「わかりました」

　小玉は剣を手に取ると、さっさと歩き出した。賢恭がそれに続く。

　今回は付け毛を付けない。非公式のものに必要はない。

　それに、夜中に人さまの家にいきなり来る輩やからは、身内のご不幸の場合と、急に皇后にご挨あい拶さつ申しあげたくなった某王太妃の場合を除いて、ぞんざいに扱われるのが世の常というものである。

　もちろん、付け毛を付けて歩いている姿が誰かに見られたら、なにかありましたと言いふらしているのも同然というところが一番大きいが。

　歩きながら、はて、密使とは一体なんの用であろうかと、小玉は内心で首を傾げていた。彼女には康側の動きがまるで読めなかった。いきなり河を渡るわ、いきなり密使を送りつけるわ。







　密使がいるという天幕に入る前に、賢恭が「娘子のおなりである」と告げる。彼に続いて小玉が中に入ると、すでにその場には、数名の将軍たちが揃って拱きよう手しゆの礼をしていた。地味な服装の見慣れない男……密使は床に座している。

　なにも言わないまま、小玉は中央に置かれた椅子につかつかと歩みより、どっかりと座った。そのうえで一言告げる。

「免礼」

　それを合図に将軍たちは、直立の姿勢に戻る。そして密使は一礼して口を開いた。

「評判の、うるわしくも武勇に優れた皇后陛下にお会いすることがかない、感に堪えませぬ。ご威光眩まばゆく、直視するのもおそれおおい」

　そんなことを恥ずかしげもなく言う男を見下ろし、小玉は思った。




　──あんた、外交下手だろ。




　なんだか背筋がぞわぞわする。いくらなんでもおべっかが多すぎて、裏があることがあからさますぎる。

　それとも、密使なんて裏があって当然な存在だから、そこらへんは気にしたらむしろ駄目なんだろうか。でもそれにしたってもうちょっと……たとえば寛の使者のようなそつのなさを求めたいのだが、それは無理な注文なのだろうか。

　社交辞令というものを、小玉は嫌ってはいなかった。つまりは人と人との間の潤滑油みたいなものだ。だが、油は差しすぎたり、差す場所を間違えたりしていたら、無駄が目立って気に触るものだ……油にたとえるのは、主婦根性だろうか。




　などという考えをおくびにも出さず、小玉は尊大な態度で口を開く。

「面をあげよ」




　小玉のその声に、「直視するのもおそれおおい」とか言ってたわりに、密使はけっこうあっさりと顔をあげた。

　小玉は、その目に驚きを見つける。おそらく小玉の断髪が、彼には異様に見えたのだろう。だが、驚いたとしてもその驚きを表に出す程度の相手が密使とは、康という国の底が知れると、小玉は値踏みした。

　とはいえそれは相手側の演技である可能性もあるし、もしそうなら逆にたいそうな食わせ者であるが。







　賢恭は剣に手をかけた状態で、注意深く皇后と密使を観察した。皇后は内心をまったく読ませない態度で、淡々と話を切り出す。

「本題はなにか？」

　その姿に、かつての彼女の姿が重なった。

　あのくるくると表情が変わった娘が今や、ここまで自己を律する女性へと成長した。それを見事と思うべきか、あるいは無残と思うべきか。

　公人としては前者なのだろう。だが、個人としては後者だった。

「はっ……実は我々は、皇后陛下に提案がございます」

　密使の言葉で、一気に現実に引き戻された。

「申してみよ」

　密使はすぐには答えなかった。

「ときに……皇后陛下におかれましては、たいへん武勇に優れたお方と聞きおよんでおります」

「それは光栄なことだ」

　皇后は椅子の手すりに置いていた手を、ゆったりと手を腹の前で組む。

「……それで？」

　首を傾げて、言葉の続きを促す。

「我らが王は、それを大変惜しいと思われました」

「惜しい？　なにを惜しむ？」

「皇后陛下の武勇が埋もれていくことに」

　その言葉に、皇后ではなく、周囲の武将たちがかすかに反応した。自分もまた。

「わたくしは惜しいとは思わぬが」

「いいえ。惜しむべきです。皇后陛下は天下に鳴り響く武人でございます。ですがそれは、誰かの妻であるかぎり目立たないものになってしまいます。そう、誰かの妻ならば」

「ほう？」

「しかもその誰かは、多くの妻さい妾しようを抱え……皇后陛下をその中の一人としてのみ扱っている」

「……そなた、なにを申したい？」

　皇后は口元に笑みさえ浮かべながら問いかけた。

　使者はきっと皇后を見据えて言い放った。

「……皇后陛下、お立ちくださいませ。宸の兵権は今、ほとんどがあなたさまのお手にあります。皇帝を倒し、あなたさまが女帝にお立ちになることはたやすいことでございます。我らもそれを後押しいたします。そして三国は絆きずなを深め……」

　一瞬、賢恭の頭に一つの光景が浮かんだ。皇后が玉座に座る姿。

　それをかき消したのは、皇后の鋭い声だった。

「その者を捕らえよ！」

　彼女の顔には怒りと嫌悪が渦巻いていた。誰もが一瞬、ぽかんとした。この場にいるのは、彼女が一介の武官のころから知っている者がほとんどだ。

　彼らは皆、よくも悪くも彼女がここまで感情をあらわにするところなど、見たことがない。皇后が後宮に入ってからは特に。

　真っ先に口を開いたのは、さすがに命がかかっている密使だった。

「お、お待ちください皇后陛下！　そんな、そんな……」

「そなたは心得違いをしている。わたくしは、自らの名を残したくて戦っているのではない。大家の御為に戦っているのだ」

　皇后はその表情こそ変えないものの、いっそ淡々としたといってもいいような調子で「それに」と、密使に語りかけた。

「武人として名を残すことのどこがよいのだ？　それほど国がおさまっていないということではないか。仮にわたくしが名を残したとしても、それは瀆とく武ぶと呼ばれるものであろうよ……さて」

　ここで皇后は、自分を含む将軍たちのほうに目を向けた。

「大家の臣民が、これほどまでに飲みこみが悪い者ばかりとは……残念です。わたくしの命が聞こえなかったのですか？」

「も、申しわけございませぬ！」

　比較的位の低い将軍がすかさず動き、呆ぼう然ぜんとしている密使を後ろ手に縛り、猿ぐつわを嚙かませた。

「今は殺さずともけっこうです。朝、兵たちの前で斬首しましょう」

「……はっ、士気が高まるでしょう」

　そのやりとりを聞いて、密使が俄が然ぜんもがきはじめるが、時すでに遅い。

「また、そのときに兵たちをたきつけます……沈太監」

　皇后が賢恭に目を向ける。表情こそ常のものに戻っているが、その目にはまだ怒りが宿っていた。

「はっ」

「檄げき文ぶんの草稿を作成します。祐ゆう筆ひつを頼んでもよいでしょうか」

「無論でございます」

「ここで記します。準備なさい。そこの無礼者は、明日までどこかに転がしておきなさい。くれぐれも自害などさせぬように」

「ただちに用意いたします」

「御意」

　賢恭の返事と、密使を取り押さえている将軍の返事が重なった。







　皇后のために墨をすりながら、賢恭は先ほどのやりとりを思い出していた。

　あの一瞬、誰もが皇后の指示に動けなかった理由は賢恭にはよくわかっていた。きっと、賢恭と同じことを考えたからだ。




　玉座に座る彼女を。

　それは壮大で魅力的で……そして今思えば、どこか憐あわれな姿だった。




　だが、あのとき彼女が否定しなければ、その憐れさは一切感じなかっただろう。あの瞬間、彼女が是と言っていれば、自分はきっとその姿を見るために動いた。おそらく賢恭以外にも同じことを思った人間はいただろう。

　そう、見たいと思った。至尊の冠を戴いただいている姿を。

　そう思わせるほど、そしてその強烈な欲求を自身のわずかな言葉で吹き飛ばすほど、皇后の影響力はすさまじいものがある。

　そのことを賢恭は強く意識した。今や軍にとって、彼女の存在はなくてはならぬものであろう。

　先ほど彼女は自らの名を残さないと言った。残すとしてもそれは「瀆武」であると言った。「武を汚している」者として名を残すだろうと。

　だがそれは本当にそうだろうか。彼女が一皇后として史書に数行だけ残るということがありえるのだろうか。

　少なくとも、皇帝はそうは思っていないだろうと、戦地に赴いてから賢恭は考えるようになっていた。その考えは、確信に近いものとして賢恭の中にあった。

　自分と彼の思考には「彼女」という一点において共通項がある。それはとても不本意なものであったが、同時に紛れもない事実だった。

　その共通項のために、自分は彼の考えがある程度わかる。彼が自分に対してそうであるように。

　そして自分「たち」は思っている。彼女が残すとしたら、その名は歴史上に燦さん然ぜんと輝くものになるであろうと。

　予想は外れるかもしれない。正解は歴史だけが知ることだ。だが知りたいとは思わない。「知る」ということは、彼女と同じ時代で生きられないことだ。

　自分たちは後世で正解を知ることはできない代わりに、同じ時代の存在として彼女とともに駆けることを許されたのだ。




　彼女の手がすっと伸び、手にした筆の穂先が賢恭の磨すった墨に浸される。賢恭はふと外をうかがった。




　夜明けが近い。










　　　　※




　密使に関するあれこれについて、一段落ついたときには、もはや朝はとてつもなく近かった。それでいて高揚した神経は、眠りたくないと小玉に告げていた。

　それでも彼女が天幕に戻ったのは、一人になりたかったからだ。感情の整理がまだついていなかった。




　あのとき、使者の言葉に泣きたくなるほどの怒りを覚えた。




　そのことに戸惑いは覚えず、心はただ「当然だ」と断じていた。あの男は文林を侮辱した。そして自分たち夫婦を侮辱したのだ。

　自分たち夫婦が世間一般のものと違うのだということは、よくわかっていた。というか、当事者こそが一番よくわかっている。

　それは身分云うん々ぬんというものではなく、「夫婦」という定義から完全に離れている部分すらあった。

　だが、そのこと自体には、なんらの痛つう痒ようも覚えない。自分たちは自分たちなりのかたちで「夫婦」という関係を築いて、ときに崩れそうになりながらも維持してきた。その過程は今の小玉にとって、なにものにも代えがたいものだった。




　後宮に入り、色々なものを手に入れた。そして色々なものを失った。




　手に入れたものは、大半が求めていなかったものだ。そして失ったものは大半が大切なものだ。

　だが、欲しくないものを得たのと同時に、欲しくてもなかなか手に入れられないものを手に入れた。それは他の誰にも抱けなかったような信頼だ。そして執着だ。

　皇帝という立場上、文林は誰でも切り捨てる可能性を持っている。しかし、小玉は、文林が決して自分を切り捨てないのだと、「確信」よりもなお強く、「知っている」。

　それは小玉を皇后の位から廃することがないという問題ではなく、心情の上での話だ。第一、立場はどうでもいい。

　そこまで思えるような男は、これまでに現れなかったし、これからも現れまい。下手をすれば人生を何回か繰りかえして、ようやく一人得られるほど希少なものであると、小玉はひしひしと感じていた。




　改めて思う。自分は文林の妻で、文林は自分の夫だ。




　その関係をあざ笑うかのようなことを提案した敵軍を、自分という人間は、決して許さないだろう……死ぬまで！

　小玉は隙間から差し込んでくる、なんの罪もない朝の日差しをきっと睨にらみつけた。




　　　　※




　朝霧が立ちこめるなか、小玉は整然と並ぶ兵の前を外がい套とうをなびかせながら横切り、正面に設けられた壇に登った。

　その前には、ぐるぐる巻きにされた昨夜の密使が転がされている。それを冷ややかに一いち瞥べつすると、小玉はすうっと息を吸って静かに語りはじめた。

「昨夜、この者が我が軍を訪おとないました。康賊からの密使であるそうです」

　かすかなどよめきが聞こえる。それを無視して、小玉は続けた。

「この無礼者は、大家に尊称をつけず、『皇帝』とのみ呼び、わたくしに大家を倒して国を盗とれと申しました。そうでなければわたくしの名が後世に残らぬと」

　さらに大きくなったどよめきだったが、それは小玉の「しかし！」というぴしゃりとした声で静まる。

「わたくしが戦っているのは名のためではありません。天下万民は大家のお子。大家のお子はわたくしの子。わたくしの大義は、大家とわたくしとの子らのためにある！」

　一気に言い切り、小玉は軽く息を整えてから再び静かな口調に戻した。兵士はそのような彼女を食い入るように見つめる。

「わたくしはそなたたちにあえて、こう呼びかけます……わたくしの子たちよ。あやつらの申していることは、母に父を殺せとそそのかしているも同然。子としてそなたたちは、このようなことを許せますか？」




　──否！




　将軍たちが足を踏みならして絶叫し、兵士たちもそれに倣う。小玉はそれをぐるりと見回し、彼らの叫びが落ち着いたところで再び口を開いた。

「わたくしも許せません。大家とわたくしの子たち、宸の子たち、わたくしたちが今なすべきことは、もはや自明の理であるはず。大宸帝国というこの一家の和を乱す不ふ埒らち者ものを倒すことのみ！」




　──応！




　小玉がさっと片手をあげると、全員が一斉に声をあげた。怒りに満ちた顔で、手にした武器を天に突き上げる。

　小玉は手をさっと振り下ろしながら叫んだ。

「首を刎はねよ！」

　その言葉と同時に、剣を抜いて待ちかまえていた者がさっと振り下ろす。あっけないほど簡単に密使の首は胴から離れ、てん、と地面に転がった。




　一瞬、すべての者が沈黙する。




　その一瞬が終わる直前に、小玉は声を張り上げた。今日、最大の音量で。

「皇帝陛下万歳!!」




　──皇帝陛下、万歳！　万歳！　万々歳！

　──皇后陛下、千歳！　千歳！　千々歳！




　全軍が唱和するなか、小玉は地に降り立った。自らの前に広がる血だまりを躊ちゆう躇ちよなく踏みしめて、外套を翻す。

「馬を引け！」




　　　　※




　一方、寛側の陣中。

　報告を受けた姫将軍は、思わず声を荒らげる。

「宸が動いただと！」

　寛側からしてみると、誰にとっても意外なことだった。だが、動いたからには対応しなくてはならない。

「迎え撃つ準備をせねば！」

　と号令を下す姫将軍に、同輩の李り将軍が怪け訝げんな声をあげる。

「あの関将……いや皇后だったか、今は」

「名前のことはいいから、言いたいことを言え」

　律儀に訂正する李将軍に、姫将軍はいらいらした様子になる。それでも一応聞いてやるつもりはあるようだ。

　李将軍は慣れているせいか、姫将軍の苛いら立だちに怯ひるんだ様子もなく、顎あご髭ひげに手を当てて首を傾げる。

「あれは戦い方が、ほら、王おう将軍に似ていただろう。待つことをいとわぬ性質だったと記憶しておったのだが……罠わなでは？」

「ふむ……」

　姫将軍は考えるそぶりを見せた。

　王将軍とは、宸の皇后が武官だったころの上官である。確かに彼女は亡き上官の薫陶よろしきを得ていた。

　しかし、と姫将軍は反論する。

「そう思わせることが目的なのではないか？　私が疑い深い性質であることを、相手も知っておろう」

「ふむ……」

　一理あると思ったのか、李将軍が難しい顔になった。

　実際に顔を合わせることはないにしても、戦いぶりについてはよく知っている……長年敵対している国の将同士とはそういう不毛な関係である。わかりあっている間柄がいいものであるとは限らない。

「しかし、動いたからには対応しなくてはならぬだろう……連中はどの位置から渡河を始めた？」

　李将軍の言葉の後半は、報告しにきた斥候に向けられたものだった。

「いえ、渡河ではなく……」

「……どういうことだ？」

　てっきり宸がこちらへの攻撃のために動きはじめたのだと思っていた彼らは、事情を聞いて仰天した。

　思いこみで動きかけていたのは彼らの手抜かりだが、つまりはそれほど想定外のことが起こったのだ。




　昨夜宸の陣に訪れたという密使、彼かの皇后への提案、そして処刑……それらのどれもが、彼らにとっては寝耳に水のことだった。




　　　　※




　自軍への演出のあと、小玉は康の軍の前にいた。

　対岸にいる兵たちがこちらを見て指さしたり、笑ったりしている。集団としてのまとまりは、あまりないように見える。

　今小玉が率いているのは、神しん策さく軍という名がついている部隊だ。皇帝の直属である北ほく衙が禁軍に最近新設されたものだ。

　それまで左右の羽う林りん軍しかなかった北衙禁軍にこの部隊が新設されたのは、他でもなく小玉に率いらせるためだ。

　そのため、口さがない者は「皇后の私兵」と神策軍を呼ぶ。小玉は皇帝への不敬につながらないかぎりはこの陰口は無視している。

　最初はいらんわ、そして名前が大げさすぎるわ、と思っていたのだが、今は違う。直接指揮する部隊が、小玉が好きなように訓練した者たちだけで構成されていると、こうまでも意のままに動けるとは。

　他の部隊を率いるときとは、及びもつかない。だから、陰口についても言われるのは仕方がないな、と小玉は思っているのである。

　ついでに名前についても、所属する将兵のためにある程度は見栄えするものをつけてやらねば気の毒だと、今は納得している。




　それはともかくとして、そんな神策軍を率いているからこそできることがある。今日はそれを行うつもりだ。




　目前では、房校尉が密使の首を地に投げ捨て、康を糾弾しはじめていた。先に渡河した部隊から怒りの声があがった。

　そして彼らの中で旗が掲げられ、それを見た対岸の康軍が一斉に渡河のために動きはじめる。

　それを見ても、小玉は特に驚かなかった。予想どおりだったからだ。

「今日は……流れがことのほか穏やかでよかったわね」

「そうですね。おかげで一度に渡れる数が多いのですし」

　小玉の言葉を聞き、側に控えていた綵が頷うなずいた。二人とも河を眺めながら。

　つづいて小玉は振り返る。

「沈太監」

「御前に」

　馬上にいる状態のまま、賢恭が深く頭こうべを垂れる。

「当初の予定どおり行いましょう……無論、今更反対などしませんね？」

「はっ」

「では待機していてください」

　右翼に移動する賢恭を見送ると、小玉は唇にかかった髪をふっと吹いてから、小脇に抱えていた甲かぶとをかぶった。




　そして小玉たちは進撃を……始めなかった。

　康軍が河を渡るのをじっと観察する。




　そして康軍の三分の一が渡河を終え、もう三分の一が河の中に入ったところで、小玉はようやく動いた……後方に。

　入れ違いで前方に出たのは、牛である。

　正確には、牛を引いた兵たちである。興奮する牛を押さえつけながら進む。その横には松たい明まつを携えた兵がおり、ともに進む。

　なんだか呪じゆ術じゆつ風な光景だが、もちろんなにかを祈願するわけではない。

　牛部隊の兵たちが隊列を整え終わったところで、小玉は合図をした。それを見た牛部隊の先頭列の兵たちは縄を放棄して背後に下がり、松明部隊の兵たちは、その牛の尻尾しつぽに縛りつけてあった藁わらに点火する。

　当然であるが尻尾に火をつけられた牛たちは恐慌状態に陥り、一斉に走り出した……康軍の方向へ。

　続いて二列目、三列目と、同じ要領で牛が解き放たれる。それらも皆、康軍へと突撃していった。

　牛の足並みは見事に揃っている。暴走しているのにもかかわらず、四散せずに前方にのみ突き進むのは、牛の胴に平行になるよう棒が何本も縄で固定されているからだ。そのせいで牛たちは方向転換ができない。

　おかげで牛の群れは、編成したときの形をほとんど保持したままで、康軍に突っ込んでいった。




　渡河しおえた康軍が、恐慌状態に陥る。

　人よりも馬が。




　馬は繊細で臆おく病びような動物だ。軍馬であればある程度訓練されてあるとはいえ、大量の牛が自らに向かって突進してくるような事態については、さすがに訓練はしていないはずだ。康軍については。

　見ていて面白いくらい康軍の隊列が崩れ、ほどけていくのを見て、小玉は叫んだ。

「よし、放て！」

　横にいた綵がその言葉を後方に伝える。

　すると後方の──先ほど康兵に笑われていた物体が動いた。




　二つの投石機である。




「砲ほう」と呼ばれるそれの先に結ばれた縄を、何人もの兵が引くと大きな石が宙を舞う。そして河へと落下した。

　人にはほとんど当たらない。通常のものよりも小さいとはいえ、なにせ元々は攻城用の武器で、個人を殺傷するためのものではないからだ。

　次の石を発射するまでに時間を要するし、精度だってあったものではない。

　だが小玉の狙いは、兵を殺すことではない。河の中に石を落とすことだ。正確には、馬の横で激しい音と水しぶきを発生させるということ。




　今回、康と戦うにあたって、小玉は徹底して馬を狙うことにしていた。




　機動力においては、騎兵中心で構成された康軍にはかなわない。そしてその対応についての訓練も足りない。だから康軍に自分たちの懐に潜り込まれてしまったら、圧倒的にこちらが不利になる。

　そう、班将軍のように。

　だから機動の要かなめである馬の動きを、どのように封じるかが今回の小玉の大きな課題だった。しかし牛部隊の突撃──火か牛ぎゆうについては、それほど考えずとも出てきた案だ。

　手法自体はそれほど目新しいものではない。寛軍に対してこちらが使うことも、寛軍がこちらに使うこともある。当然、対処する手段もそれなりにある。

　だが康軍については、自分たちが彼らの戦い方をよく知らないように、彼らもまた自分たちの戦い方を知らない。

　したがって彼ら相手には、効果があるだろうと納得する者も多かった。そういうことを想定できるくらいには、宸側はこの方法を熟知していた。




　問題は砲だ。




　小玉がこのようなことに砲を使おうとしたきっかけは、明慧を喪うしなったあの馮ふう王城の攻略のときに遡さかのぼる。

　あの日銭せん校尉たちが雛すう王おうたちの気を引くために、砲を使用していた。そのとき小玉は城の内部にいたのだが、ひっきりなしに鳴る音で馬たちが怯おびえているのを見て、これはいつか使えないだろうかと思ったのだ。

　その直後明慧が死んだためそれどころではなくなったのであるが、さらにしばらくしてから真剣に検討し……、




　いける、とは思わなかった。




　むしろこれは無理だな、と判断して心の中の没案の墓場に放りこんだくらいだ。その時点の小玉を取り巻く軍の状況では、あまりにも難しいと考えたのだ。




　なぜならばこれまでの戦いで、こんな用途で砲が使われたことはない。




　新しいことを行うというのは、実はとても大変なことだ。行うこと自体はたやすいが、成功させることは難しい。特に戦場においては。

　戦場は、指揮官と兵の信頼関係で成り立っている面が多分にある場だ。指揮官がわかりやすく目新しいことをしようとすると、兵は少なからず不安に思う。なにせ成功したことがないのだから、あたりまえといえる。

　失敗したこともないじゃないか、という言い分ももちろん正しいが、戦場では楽観よりはまだ悲観のほうが重視されるものだ。だからそんなことでむやみに前向きになれとはいえない。

　そういう点、前例というのはけっこう大事なものだったりする。

　また征討軍が編成される場合、指揮官はおおむね混成軍を率いる。その編入された部隊とは、自分の直属の部下たちほど信頼関係は構築されていない。

　指揮官自身も、その部隊になにができて、なにができないのかを摑つかみきれていない。そういう状態で実験的なことはあまりできない。

　かといって、小玉の直属の部隊だけでやらせるには、当時人が足りなかった。砲は弓のように、持ってきてすぐ使えるような武器ではない。小規模な工事といっていいほど、組み立てや設置に人手が必要になるし、その監督も必要になる。




　だからさっき康軍は、こちらを見て笑っていたのだ。




　敵の目の前で使えなそうな武器を地面に固定している宸側は、康の将兵にとってあまりにも悠長に見えただろう。機動力に自信がある彼らには、なんの脅威にも感じられなかったに違いない。

　問題はこちらの態度があからさまに異様に見えたせいで、罠わなを疑われるのではないかという懸念だった。それで渡河が滞ることだけは避けたかったのだが、密使のおかげである程度解決した。




　小玉にとってみれば思い出すだけで腹が立つ提案だったが、康側にとってはこのうえない申し出をした密使を、小玉は斬首に処した。




　それを知らせた時点で、宸が愚かな集団であるという刷りこみが、康側に多かれ少なかれなされたはずだ。一点だけなら異様に見えても、複数ならば「もうそういう奴なんだな」になるというやつである。賢恭が小玉に康の説明をしたときに小玉に対して懸念したことを、小玉は康に対して仕掛けたのだ。

　徹頭徹尾宸を侮ってくれたら、小玉としてもやりやすいというものだった。

　もっともそれらのことは、現在混乱の極みにある康軍の皆さんに聴取したわけではない。だから現在に至るまでの間、小玉のもくろみに完全に沿って動いているのかはわからないところである。後ほど捕虜を確保して、聴取する必要があるだろう。

　だが経過はどうあれ、現状がうまくいっているのでそれでいい。それにこちら側の士気があがったということは、確実にいえる。

　だから小玉は、目前に落ちている密使の首だったものに、熱を帯びない礼を言葉なく述べる。




　──ありがとう、あんたは役に立ったわ。




　牛に踏み荒らされたそれは、もはや原型をとどめていなかった。







　やがて小玉は手をあげた。砲撃がおさまる。

「突撃！」

　その声に、旗が掲げられる。賢恭と房校尉が率いる部隊が、乱れに乱れた康軍に突撃していく。その様子を見送ったあと、

「続きます」

　小玉もまた馬を駆った。

「はっ！」

　掛け声を一つ。白夫人がまた小玉の意を受けて、心地よさそうにいななく。




　賢恭たちが突撃した時点で、すでに勝負はほとんど決していた。

　とはいえ、これはもう二度と使えない手だろうなとも思う。意表を突くような小細工は、一度使えばおしまいだ。次に戦うときは、相手は対策を考えてくるだろう。

　もし次同じようなことをするとしたら……少なくとも現在の砲は役に立たないだろう。改良する必要がある。もっと運搬と設置が楽になるような。

　もっとも、改良しても役に立たない可能性はある。だが運搬が楽になることについては、少なくとも砲の本来の用途である城攻めには役だつはずなので、やって損になることはない。

　これは戻ってからの検討事項だな、と思いながら小玉はつと、馬の足を速めた。兵たちはそれにぴったりとついてくる。

　小玉はちらと左後ろに目をやった。柳りゆう銀ぎん葉ようが頷うなずく。続いて右後ろにいる温青峰を見ると、こちらも軽く微笑みながら、銀葉と同じ行動をした。

　正直、小玉が出なくても康軍はもう敗走している。渡河しなかった三分の一の兵も、対岸で退却の準備をしはじめていた。どうやら残った者の中には、功に逸はやる者はいないらしい。さすがに賢い。

　それでもなお小玉本人が出たのは、自分が自ら撃退したという姿を見せる必要があったからだ。




　その理由自体には、私情を持ちこんでいない。

　けれどもその理由の上に、私情を乗っけてしまったという自覚はあった。その事実について、開き直っているという自覚も。




　　　　※




「なんだこれは!?」

　寛軍の姫将軍は、放った密偵が持ち帰った文に目を見開いていた。それは敵国の皇后が味方に向けて発した檄げき文ぶんを書き留めたものだった。

　ある程度のいきさつは口頭で報告を受けていたが、全文を目にするとあまりにも……なんというか、ひどい。

　それを覗のぞきこんだ李将軍が、苦虫をかみつぶしたような顔になる。

「あさはかなことだ」

　檄の内容を読めば、宸が激怒したといういきさつはよくわかる。これらを自分たちまで荷担していると思われるのは、彼らにとってはたいそう屈辱的だった。

　姫将軍は一時的な同盟国の君主のことを思い浮かべて、舌打ちをした。女上位の国はこれだから困る。

　今日の姫将軍は、ことのほか苛いら立だっていた。

　なにせ今日は大変だったのだ。まったく考えてもいなかった康の進撃に伴い、慌てはしたものの、宸がそちらを攻略している隙にとりあえず渡河を急がせた。

　急な指示変更、そして友軍の予想外の動きにいささかならず動揺している兵をよくここまで統率できたなと、自分で自分を褒めてやりたい。もちろん部下たちのことは、もう褒めている。

「女か！……女！　どいつもこいつも面倒くさいことをしてくれるものだ」

　敵も女、味方も女。そして両方とも、姫将軍にとって迷惑な存在だ。

　苛立たしげに言う彼を、李将軍がなだめる。

「しかし、宸の皇后の申しておることはもっともであるぞ。なにを考えておるのかわからん康側に比べると、いっそ親しみすら感じられる」

　男性優位の社会に育った彼らにとっては、皇后の檄文は非常に説得力のあるものだった。それは姫将軍も認めるところである。だから彼は、同輩の言葉を否定せずにふんと鼻を鳴らすだけにとどめた。

　実際、こちらとの約定を違たがえて勝手に動いた康には、いささかならず腹を立てていたし、今もその気持ちはおさまっていない。

　だから彼らが負けたことについてはいい気味だと思っているし、負かした宸についてはよくやったと思っている節すらある。

「まあ、良妻の部類に入るであろうな……真の良妻は戦いの場に赴くまいがな」

「しかしあの国の問題は、妻ではなく夫であろう。妻を前に出して、自分はぬくぬくと安全なところにおる」

「違いない。しょせんはそのような国だ」

　ははと、嘲ちよう笑しようが辺りに響く。

　彼らが侮っている男の妻は、何度も剣を交えた存在である。したがって、どれほど手て強ごわい存在であるかを彼らは知っているはずだった。しかし、それを見ようとしなかったのは、誰のせいであろうか。




　しかしふと、その笑いが消えた。

　今の彼らもまた、女に支配されている身である。そのことが期せずして全員の胸によぎったからだ。




　寛では女性の地位は低い。だが唯一、女性が国の頂点に立つ方法がある……皇帝の母になることだ。

　現在、寛には皇帝の母が「二人」いる。現在の皇帝の母と、先帝の母だ。

　それぞれ皇太后と太皇太后と称される彼女たちは対立する関係であるが、唯一共通するところがある。

　それは宸への敵意である。

　それ自体は寛の国民として、持っていてしかるべき感情であるのだが、彼女たちの場合はその前提として私情が大いに関わっているのが問題だった。

　恥ずかしくて他国には語りたくない事情であるが、これには男が関わっている。つまり痴情のもつれというやつだ……ただしかなり一方的ではあるが。

　話は先帝の在世中に遡さかのぼる。現在の太皇太后であり当時は皇太后だった羊よう氏しが、一人の武将に懸想して関係を迫ろうとした。

　この時点で羊氏は寡婦であったので密通にはならないのであるが、「貞女二夫に見まみえず」という通念が存在する寛では、あってはならない話である……もっともそんな醜聞も、皇太后の権力があればもみ消すことは可能なのであるが。

　しかし武将は、宸との戦いで死亡してしまった。その結果、羊氏の怒りは宸に向かったのである。

　なおこれで二人が相思相愛で、なおかつ羊氏が美人だったら、それなりにお涙頂ちよう戴だいな話になるのだが、そんなことにはならなかった。

　まず懸想された武将のほうが、良心的（というか一般的）な観念を持っていたのである。彼は羊氏を猛烈に拒否し、拒否したままの状態で出征した……あと、羊氏は残念なことに美人ではなかった。




　そして現在の皇太后である元げん氏しであるが、彼女は羊氏の姪めいにあたる。だからといって元氏は、伯お母ばの悲劇に心打たれて宸に敵意を持っているわけではない。相手が伯母ではあっても元氏は羊氏と反目している立場であり、彼女は彼女で、別の理由があって宸を嫌っている。

　元氏が宸に対する敵意を持つようになったのは、一人の男への恨みによる。その男は、伯母である羊氏が懸想した武将の息子であった。

　とはいっても彼女が息子に直接なにかされたのではなく、これは元氏の夫──つまり先帝が絡んでいる。しかし先帝もなにかされたわけではなく、逆に武将の息子にやらかした。先帝は武将の息子に言い寄ったのである。

　なお先帝の生母は言うまでもなく羊氏である。どうやら親子揃って、恋愛的な好みは一緒だったらしい。

　特に武将間の話であるが、寛では男同士で性的な関係を持つことは特に忌避されていない。だが奨励もされていないので、要は個人的な嗜し好こうに左右される。そして武将の息子はそういう嗜好がない人間だった。しかも父の死の遠因となった女性の息子に言い寄られたことで、彼はなにもかも嫌になってしまい宸に亡命してしまった。

　事情が事情なので、彼の息子の亡命については、表向きなにも言わないものの同情的な者はけっこう多い。

　しかし夫の愛情を奪われたと思った元氏は、武将の息子と彼のいる国のことを夫の死後も、今日に至るまで恨み続けている。なお彼女は、自分が最初から愛されていないのでは……ということは、考えていない。

　羊氏は羊氏で、自分が恋した男が他の女との間に儲もうけた息子を好んでいなかった。そのうえ、父を殺した国に亡命したことで、武将の息子と宸という国に対する怒りは完全に燃えあがってしまった。




　一応戦自体についてはまっとうな名分がいくつか作られているものの、そういうくだらない発端で、姫将軍たちは戦にせっつかれているのである。正直、宸の三代前の皇帝のことをそんなに笑えない。

　なお皇帝はまだ若年であり、実権を握る母と祖母の傀かい儡らい状態である。したがって、この件についてはなんの抑止力にもなっていない。

　ただ彼の妃の一人が康の女王の身内であったため、康との同盟を結べたという点では、間接的に皇帝も戦の役には立っている……これについても女の力が絡んでいるというわけではあるが。

　だから女上位だと他の国を馬鹿にすることも、実は天に唾だ棄きする行いなのである。




　なんとなく暗い雰囲気のなか、李将軍がふと寂しそうに呟つぶやく。

「胡母どのの話によると、あいつも女にたぶらかされてしまったようだからなあ」

「言うな」

　旧友の息子であり、目をかけていたかつての部下のことを思い出した姫将軍は、一言吐き捨てて文をぐしゃりと握りつぶした。




　　　　※




　一方、康である。

　現在の女王は、先王が早くに亡くなったため、まだ年若い……というより若干幼いといっていいものの、在位の期間は比較的長い。

　顔立ちはそれなりに整っている。だがくっきりしすぎた目鼻立ちと、気の強さを感じさせるやや太めの眉まゆは、この時代における正統派の美しさを感じさせない。だが一国の君主にふさわしい、堂々とした風格を漂わせることには役だっていた。

　女王は自身が戦場に出ることはしなかったものの、帝都と戦地の中間地点に陣を構え、戦の推移次第ですぐ指示が出せるよう待機していた。しかし彼女はあまり悲壮感はなく、どこか楽しげに待っていた。

　その様子が、早馬を乗り継いだ使者を迎え一変した。

「なに!?」

　報を受け、康の女王は思わず椅子から立ちあがった。

「使者が斬られた……だと……」

「は……」

　彼女の前に跪ひざまずく使者は、苦い顔で頷うなずいた。

　女王は零こぼれ落ちそうなほど目を見開く。

「ではあの皇后は、我らの提案を蹴けったというのか……」

　彼女はこのようなことになるとは、微み塵じんも考えていなかった。

「関将軍は武勇に優れていると聞く。それが男に隷属したままの状態を、甘受するつもりだというのか」

　女王はあえて「皇后」ではなく、「将軍」と呼んだ。女系で存続する王家の一人娘として生まれた女王にとって、使者から聞いたことは耳を疑う内容であった。

　男は力だけの存在。それを上手に活用するのが女の仕事であるという気風の国なのが、康である。

　その長である女王には、武力で皇后の座までのし上がったという関氏は、いつか夫に取って代わろうとしている野心を抱えているとしか思えなかった。そして彼女はそれを、好ましいものと感じていた。

　それだけに、この結果は女王をいたく落胆させた。

「女として生まれながらなんと……なんと、覇気のない。私は関皇后を見くびっていたらしい。一度会ってみたいと思っていたが、もうよい」

　今度は相手を「皇后」と呼ぶ女王は、軽けい蔑べつの色さえ顔に浮かべながら言う。そして言葉の最後に、口の中だけで「……あの人と、同じじゃないの」と呟きを付け加えた。

　そんな怒りに満ちた女王に、報告した男が不安そうに答える。

「かしこまりました……」

「それで、兵はどうした？　相手を破ったのか？」

「それが……」




　見事なくらいに敗走したことを聞き、女王の眉が見事に吊つりあがり……続いて彼女は眉まゆ根ねを寄せた。




「力量自体はそれなりにあるようだ。それだけに残念だな」

　さすがに感情的に声を荒らげることはしなかったものの、わかりやすく声が震えてしまったのは彼女の未熟さの現れである。

「ところで……寛に無断でこのような提案をしたことを」

「黙れ」

　不安げな使者を、女王は言下に切り捨てた。

「あのような不愉快な国のことはどうでもいい」

「ですが……」

　さらに言いつのろうとした使者を、女王は睨にらみつける。

「もうよい、下がれ！」

　彼女の長所は自らの短気を抑えようとしているところであり、また短所はその短気を抑えきれないところであった。

「はっ……」

　そんな主あるじの性格をよく知っている使者は、唇を嚙かみしめながら一礼する。女王は退出する彼を見ようともしなかった。

　使者が立ち去ったあと、女王は右手の爪を嚙みながら、苛いら立だちまかせに足裏を床にたたきつける。

「陛下、お手に傷がつきます」

　その横に立っていた老人がそっと彼女を押しとどめた。女王は、ちょうどいい八つ当たりの相手だと言わんばかりに嚙みついた。

「義ち父ち上うえ、わたしはがっかりしました！」

　彼は女王から見ると、母の最初の夫である。そして女王自身にとっての大おお叔お父じにあたる。その縁と、女王の養育を務めたことによって「義父上」と呼ばれていた。

「そうですな……」

　その老人は、女王の苛立ちを直にぶつけられても、特に動揺するそぶりを見せなかった。それは彼が女王の扱いに慣れているからというわけではなく、彼もまた落胆していたからである。

　老人は一つため息をつき、それでも穏やかに言う。

「やはり、かの方のような女性は稀まれなようです。やはり女であっても、下げ賎せんな身の上であれば、向上心は持てないようですな。残念なことです」

　まだ若い女王は、面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「ふん……でしたら叔母上のことはどう考えればいいのですか。仮にも女王の娘という身であったというのに、他国の男のもとに走り、しかも大勢の妻の一人という立場に甘んじております」

　女王が引きあいにしたのは、寛の皇帝の妃きさきだ。今回の不本意な同盟を締結することになった要因でもある。「叔母」とはいうものの、先の女王の末妹である彼女は、女王とそれほど年齢は離れていない。

　彼女は何年か前、国境付近で出会った異国の男と恋に落ちた。その相手は、当時皇太子だった寛の皇帝である。そして彼女は男との愛を貫くために、この国での立場を捨てて妻の一人になった。

　不特定多数の人間と性的関係を結ぶことがあたりまえでも、結婚相手は男女ともに相手は一人……というこの国で、そのような境遇になったというのは、自ら家畜に身をおとしめたも同然と考えられる。

　したがって康ではこの姫のことはあまり評判がよくない……というより、口にするのもはばかられるくらいの存在になっている。特に女王としては、自分の顔に泥を塗られたことになるうえに、王家自体にも恥をかかされたことになる。当然、叔母には公私ともに思うところが、山のようにある。

　一方この話、寛のほうでは美談として語られているのだから両国の気風の違いがよく出ている。

　しかしそんな面倒な相手でも、元は王女であり、現在の女王の叔母でもあることには変わりない。そのようなお方の要請を拒むとは、国力が知れます……と言われたら、力を貸さずにいることはできない。そんな事情もあって、女王は寛に力を貸すことになってしまったのだ。

「叔母上のせいで、我が国の男たちが死にました……前も、今回も」

　女王は苦々しげに言った。彼女は男のことを自分より下だとは考えているが、だからといって彼らを痛めつけたいわけではない。下の立場の相手だからこそ、上の立場の自分が守ってやらねばならない。

　それを自国の利益以外の理由で、死地に追いやることになってしまったのだ。その原因である叔母もまた、王女として生を受けた以上、男たちを守ってやらねばならない立場だったはずなのに。

　彼女に対して憎しみはある。だが同時に、女王にとって彼女は憎みきることができない相手でもある。

　庶出を含めて、先王が生んだ子は女王一人だけだ。父方に兄弟姉妹はいるものの、異腹であれば婚姻も可能な康の人間にとっては、彼らは他人に等しいし、相手も同じように接してくる。そんな彼女にとって、年齢の近い叔母は姉そのものだった。

　相手が仲のいい身内だったからこそ、恨み骨髄に徹す場合もあるが、幸か不幸か女王はそういう人間ではなかった。




　ただし、叔母を利用している寛に対しては、恨みの念しかない。だから軽い意趣返しを仕掛けたのだ。




　宸の皇后に皇帝を裏切らせることができたならば、当然康・寛両軍にとって有利になる。それでいて、男優位の社会の寛側は苦々しい思いをすることになる。

　それに女王にとって宸の皇后は、叔母と少しだけ立場が似ているように見える相手だった。そんな人間が、置かれている立場を脱却するとなると、個人的に胸がすく。また手伝いができたと、いいことをしてやった気持ちにもなれる。

　そんな思惑が、ことごとく外れたわけだ。

　苛立ちがよみがえってきた女王は、また爪を嚙み出した。自分の思惑が短慮だったのではという反省は、彼女にはほんの少ししかなかった。だから彼女の胸中は、寛にいる叔母と宸の皇后に対する怒りに満ちている。

　老人は、そんな彼女をなだめるような声を出す。

「あの子のことよりも、まず寛との関係について考えましょう。先の戦も、あの国の言いなりになった結果、さほど見返りもなく、そしてまたかり出されました。このようなことは二度とあってはなりません」

「確かに」

　女王は爪を口から離し、深く頷いた。

「叔母上のことがなければあんな国に味方などしませんでしたが、拒絶する材料も揃ったことですし、今後は一切手を貸さないつもりです……叔母上のことは、亡くなったものと考えます」

「それがよいでしょう」

　寛との関係のことしか考えていない女王は、自分がまさか、もう片方の隣国でもおそらく一、二を争うほど怒らせると怖い……しかもここ何年も夫以外にはめったに怒ったことがないくらい、意外に性根が温厚な女の逆げき鱗りんに触れたことなど、このときは知るよしもなかった。




　　　　※




　──なかなかこの状況について開き直れない。




　そのころ、その「意外に性根が温厚な女」の逆鱗に何度か触れたことのある希け有うな人物──丙は、遠い目で豪ごう奢しやな寝台を見下ろしていた。

　宮城にて丙は、全然なじまない日々を過ごしていた。与えられた部屋が立派すぎて、どこにも触りたくない。ぴかぴかに磨かれた調度とか、爪がちょっと擦かすっただけで、二度と消えない線ができそうで怖い。

　しかも自分は、そういうことをうっかりやっちゃう人間だ。しかもよりにもよって目立つ位置に……丙は己をよく知っていた。




　家が恋しかった。具体的には家に敷きっぱなしの布団が。

　あの中に飛びこんで、大きく深呼吸したい。そしてその辺にわだかまってる掛布を引きよせて、気が済むまでごろごろしたい。翌日からしっかり働くから。




　そんな、自宅から離れている人間の大半が共感するようなことを考える丙の前に、小さな来客が現れた。

「皇子さま。誠せいくんも」

　叔母の義理の息子と、叔母の親友の息子である。両方とも丙の叔母を介してつながりのある相手だ。前者については丙にとって義理の従い兄と弟こになるわけだが、血のつながりは一切ない。あくまで叔母の夫の子だ。

　それにしてもこの子は、父親と本当によく似ている……顔だけであるが。

　大きさはもちろん違うが、なにより身にまとう雰囲気が違う。父親のほうは、先日久しぶりに会ったが、顔だけはやたらと若いのに、妙な気だるさというか色気というか……あれが叔母の夫とか、未いまだに信じられない。

「義は母は上のおはなしのつづきをききたい」

　丙の前で目をきらきらさせているこの少年は、叔母のことが大好きで仕方がないと、態度でも口でも表現することをはばからない。生なさぬ仲なのによくまあ、こうもいい関係を築けたもんだと、丙は叔母に感心している。

　そしてこの皇子がいることについて、叔母のために感謝している。

「あのね、ぼく途中まで皇子さまに教えてあげたんだよ！」

　誠も丙にまといつきながら、誇らしげに笑っている。こちらもかわいらしい。筋肉つきすぎだけど。

　丙は誠の頭を撫なでてやりながら、話しはじめた。

「はあ、娘じよう子しはですねえ、ええと……」

　とはいえなにを話していいのか……というか、なにを話したら駄目なのか悩むところである。

　確かに丙は、身内ゆえに色々叔母のことをよく知っている。実際見聞きしたことはもちろん、亡き祖母や母に聞いた話もあるので、叔母の一代記の四分の一くらいは執筆できる自信がある。




　四分の一って、けっこう少ないが。




　だが、量が少なかったとしても、知ってることをなんでも話すと、後が怖い。自分の知らないところで色々話されたことを、帰ってきた叔母が知ったら、あんたなに話しちゃってんのと抗議される可能性が高い。

　むしろ、笑って許される可能性がほんのちょっとでもあるのかというくらい、叔母にどつかれている未来しか脳裏に描けない。

　丙は叔母が必ず帰ってくるのを固く信じている。

　だから、帰って来たときに怒られるようなことは、絶対したくないのだ。







　結局、宮城で丙が小玉から伝授された料理の作り方を今度は皇子に伝授し、皇子が自分で作るわけでもないのに一生懸命筆記することになった。

　しかもその作り方、元々は丙の母が小玉に伝えたものなので、源流をたどると叔母にはあんまり関係がない。







　そんな見ようによっては、この世で一番役に立たない授業の最中、丙は部屋の入り口で自分を手招きする者の姿を認めた。

「……ちょっと厠かわやに行ってくるので、失礼します」

　素直に頷うなずく二人に笑いかけて、丙は部屋を出た。そこにはこの宮城で二人しかいない、顔見知りのうちの一人がいた。

　丙は彼にそっと問いかける。

「清喜さん、なにかあった？」

「伝令が来た。交戦に入ったらしい」

　厳しい顔で言われ、丙は息を吞のんだ。

「勝ったかどうかはまだ……」

　言いかけた丙の言葉を遮って、清喜が口を開く。

「それはまだ、わからないね……戦い自体はもしかしたら一段落ついてるかもしれないけど、なんせ報告に時間差があるから」

「そ、そっか……」

　戦地とは距離が離れている以上、当然のことである。

「皇子は落ち着いてる？」

　問われ、丙は自分が出てきたほうにちらと目を向けながら答える。

「うん、そう見えるけど……」

　すると清喜は「そっか」と笑顔を向けてきた。

「もしなにかあったら、落ち着かせる役頼むね。今梅ばい花かさんと離れてるから、取り乱したときは乳う母ばどのと君が頼りになる。杏きようちゃんは話せないから、ちょっと荷が重いしなあ……ちょっとたいへんだけど、ごめんね」

　彼の言葉に、丙は頷きつつも怪け訝げんな顔をした。

　皇子を落ち着かせることを拒否するつもりは、決してない。しかし皇子との付きあいならば、自分よりも彼のほうがずっと長いはずである。

「……清喜さんは？」

　あわよくば役目を押しつけたい……というわけではなく、純粋な疑問で丙は尋ねた。すると清喜はすい、と目線をそらして言う。

「僕、皇子に懐かれてないんだよね……この宮城で二番目くらいに」

　いつもひょうひょうとしている清喜がなんだか悲しそうだったので、丙はその点については追及しないことにした。一番目に嫌われている人間が誰なのか、ちょっと気になりはしたものの。




　なお丙は、この時点「一番目に嫌われている人間」が、顔見知りその二だとはわかっていなかった。




　　　　※




　その一番嫌われている相手にして、宮城における丙の顔見知りである文林は、自室で口元を意地悪そうに歪ゆがめていた。




　その悪い笑みを向けている相手は、敵国である。




　これまで大量に密偵を送り込んできた寛という国の気質を、彼はほぼ正確にとらえていた。そしてもう一つの国についても、ある程度はわかっている。

　康と寛──観察する対象としては、少なからず面白い二国であると文林は思っている。対照的なところが。




　──片方は極端な女性優位の国。

　──もう片方は、かなり男性優位の国。




　寛は康ほど極端ではない。だが宸よりも、その傾向は強い。

　どちらの国もその一方的なところが欠点だ。だが、中立だからといってそれが理想であるとも限らない。

　たとえばこの宸はどちらかというと、後者の型に傾いている。しかし他の二国に比べれば中立的ではある。とはいえそれでも歪みはある。小玉をはじめ、色んな女がこの国で苦労している。かといって、男が苦労していないわけではない。

　むしろ寛のほうが中立なのかもしれない。表では男が力を持っているように見えて、裏で実権を握っているのが女だというところが。思えば実に皮肉ではある。

　それぞれの国が、それぞれに問題を抱えている。

　それでもそれぞれの国が、抱える状況に合わせた形でなんとか日々をやりすごそうとしているのは事実だ。

　仮にこの国が完全な中立になれば、なんの問題もなくなるのかといえば、それはそれでなにかしらの問題は発生するだろう。

　この国の歴史自体がそれを示している。建国当初は出生順での帝位継承を行っていたため、どこよりも中立であっただろう。だが女帝が三代続いて三人目が産さん褥じよく死ししたことから、それが変わってしまった。

　もしかしたら今の時代だったら、あるいはこれからの時代だったら可能だったかもしれないが、そのときはそうするのが一番よかったのだ。それはまさしく、抱える状況に合わせてやりすごした結果なのだ。

　そう、理想郷はどこにもない。「ましなほう」というものはどこかにあるだろうが、問題のない国などありえない。




　だが、個人に関していえば、その心の持ちようで変わる。




　文林は微笑みながら、小玉から贈られた文を眺めた。その笑みには、先ほどの意地悪さは微み塵じんも含まれていない。

　その文は個人的なものではなく、行軍元帥から皇帝に対する「こんなこと言いました」という報告書である。そこには小玉が兵の前で言った檄げき文ぶんの内容が、そっくりそのまま記載されていた。

　一見、夫に隷属することを良しとしている文章にも見える。だが、そうではないのだ。「父」と「母」という「子」から見て対等な立場から語られるそれは、小玉が自分からあえて文林に従うかたちをとりつつ書いているのだと、文林にはわかる。それはあの賢恭にすらわからないだろう。

　彼女が自分に心底服従しているわけではないことに、文林はどこか喜びを感じている。小玉は自分自身で意識しているわけではないが、女性優位に染まっているわけでもなく、男性優位に染まっているわけでもない。だから文章の内容は、その彼女があえて自分という存在を選んだということを示している。

　文林は笑みを深める。

　けれどもなんだか泣きたい気持ちでもあった。




　それは、文林にとっては、人生で初めてもらった、妻からの恋文だった。




　　　　※




　そんなふうに、寛が怒ったり、康ががっかりしたり、文林が喜んだりしてからほどなくのことである。




　──娘子が、康を撃退なさったとか！




　宸にもようやく、皇后一勝の報告が届いた。

　廷臣たちが一瞬喜びにどよめく。文林も内心、胸をなで下ろした。

　その前で、伝令である房校尉が跪ひざまずきながら泣いていた。

　報告を終えて一息ついたところで、班将軍の仇かたきをとったという喜びがこらえきれなかったのだろう。

　彼の泣く姿を見て、文林も感じるところがあった。班将軍はかつて小玉の副官だったころの文林と比較的親しい相手だった。たまに書や美術品といった、個人的な趣味について話をする機会もあった程度には。

　班将軍は、そういう風雅な面ももった人物だった。




　だが、故人を想って感慨にふけるにはまだ早い。




　文林には、気になることがあった……琮そう尚しよう書しよのことである。

　班将軍の戦死の報を受けたときに比べると、彼は恐ろしく落ち着いて見えた。

　もっとも、本来は今の態度のほうが正しいし常の彼らしい。ただ国家的に喜ぶべきところで、たとえ演技であっても喜ぶ姿勢を少しも見せないところは、いささか違和感を覚えるところであった。

　とはいえ、彼のことよりももっと面倒なことに注意を払うべきだというのも、文林はわかっている。




　──たとえば、絶対に感じているであろう悔しさを、見事に押し隠している司し馬ば尚書と、その不愉快な仲間たち。

　──あるいは、なにか言いたそうでも、今のところは控えておこうという態度が見え見えの姜きよう大たい夫ふ。

　それぞれに面倒な相手を前にして、文林は琮尚書のことを頭の隅に追いやった。ただ琮尚書が、最近とみに瘦やせた気がするということだけは、文林の頭の中でなかなか追いやられてはくれなかった。




　とはいえなによりも気にかけねばならないのは、小玉のことだ。

「泣くな。皇后はまだ戦地にいるであろう」

　文林の声に、房校尉ははっと顔をあげた。

　ぐしぐしと涙を拭ぬぐい、自らの非礼を謝す。

「損耗についてはどうだ？」

　早さつ急きゆうに確認が必要なことを手短に下問し、答えを得た文林は、まずまずの状況だなと頷うなずいた。補給についても今のところ問題はなさそうだ。このあたりは昔とった杵きね柄づかで、文林にはよくわかる。

　だが小玉の勝ち方を聞いて、文林は心の中でのみ眉まゆをひそめる。「もう少し練れただろうに」と口に出したかったが、それを口に出せる立場でも時でもなかった。




　それは自分が小玉の副官で、小玉が作戦を立案しているまさにその時だったならば、言えたことだ。

　もはや自分はその立場にない。そして仮に、小玉が作戦を立案する時に近くにいたとしても、なにも言えない。なぜならこの件については、皇帝である自分は小玉にすべて任せるべきだからだ。

　けれども自分が小玉の副官のままだったならば、きっと穴を色々と突いただろう。そして小玉はそれになんだかんだ言い返しながら、作戦をより洗練されたものに昇華させたり、あるいは別の手段を立案したりしただろう。




　けれども自分は、二度とその立場には戻れないのだ。




　　　　※




　──娘じよう子しが、康を撃退なさったとか！




　当然のことでもあるが、その報は後宮にも届いた。それを耳にしたある者は喜び、ある者は怒った。

「うああっ！」

　その怒れる人間の代表格である司し馬ば淑しゆく妃ひは、まるで悲鳴のような叫びをあげながら椅子を蹴け飛とばした。

　しかし正しい蹴りかたなど体得していようはずもない彼女の足では、椅子はただ倒れただけだった。それでいて彼女の足を明らかに痛めつけている。

　そうなった場合、いつもの彼女ならば周囲に八つ当たりをし、周囲が彼女をなだめながら椅子を何重にも布張りにしてどうのこうの……と、今後の対策を練るという残念な展開になっていただろう。




　だが今日はそうならなかった。




　淑妃は自分の足のことなどまるで気にせず、転がった椅子を何度も何度も踏みつける。音程の狂った声をあげながら。

「あの女が！　あの女が！」

「おやめください淑妃さま！　おみ足が！」

「お黙り！」

　すがりつく女官を突き飛ばし、司馬淑妃は髪をかきむしった。結い上げられた髪が崩れ、いくつもの飾りが外れそうになる。しかしそれが落ちるよりも早く、淑妃は自分で笄かんざしを引っこ抜き、次々と床に投げ捨てた。

「あああ、殺せと言ったのに！　言ったのに！」

「淑妃さま！」

　今更のことであるが、さすがに声が高すぎる。女官が制止の声をあげたものの、淑妃はそれを一切顧みなかった。

「それどころか、あの女におめおめと手柄を立てさせるだなんて！　お父上さまも全然使えないわ！」

　彼女の叫びに、女官が愕がく然ぜんとする。

「お、お嬢さま……？」

　女官──秋しゆう菊ぎくはわかっていた。

　司馬淑妃は父である司馬尚書にわがままを言うことはあっても、彼の言うことには服従する娘だった。

　子どもっぽい言い方だが、彼女についてはこういう言い方が似合う──彼女は父のことが大好きな娘だったのだ。

　その司馬若じやく青せいが、今初めて父に反抗する姿勢を見せた。




　その光景を見守っていた一人の人間が、ため息をついて宮から去ったことを、彼女たちが知るのはもう少し先のことである。




　　　　※




　その人間──司馬淑妃づきの宦かん官がんが向かったのは、充じゆう儀ぎである雅が媛えんの住まう宮であった。

　書斎で宦官を迎えいれた雅媛は、彼の主観に満ちた……というわけでもない、客観的に見ても完全に狂乱している司馬淑妃について話を聞いた。

　彼が言い終わると、雅媛は絵に彩色を施す手を止めて、声をあげた。

「まあ、なんということ」

　痛ましそうに呟つぶやく雅媛に、ここぞとばかりに、宦官は泣きつく。

「忠義をもってお仕えしてまいりましたが、このように娘子に仇あだなそうとする方には、もうお仕えできませぬ」

「もっともなことだわ」

　宦官の噓くさい言葉に、雅媛は穏やかに頷いた。

「このことはさっそく、貴き妃ひさまのお耳に入れましょう。きっとよきようにお取りはからいくださるはずだわ」

「まさにおっしゃるとおりでございます！　充儀さまはご聡そう明めいでいらっしゃる！」

　へつらいを込めて笑う宦官とは対照的に、雅媛に邪気のない笑みを向けた。

「このようなこと、さぞや勇気が必要だったでしょうに、よくぞ申してくれました……この大宸帝国にとって、あなたこそ真の忠臣ですよ」

「もったいないお言葉」

　雅媛の優しい声に、宦官は深々とひれ伏した。

　そして今度は悲しげな声を出す。

「ですが充儀さま。私めが淑妃を裏切ったことが知られますと……」

　彼にとってはこれからが本題である。

「そうね」

　雅媛は音を立てずに筆を置き、指を頰に添えてため息をつく。

「きっと恐ろしい目にあってしまうわ。あなたとは古いなじみですもの。黙って見過ごすわけにはいかないわ」

「ありがたき幸せ！」

　雅媛の言葉に、宦官は泣いた。




　もちろん保身のための演技である。




　それに気づかない様子の雅媛は、宦官に優しく声をかける。

「わたくしの宮にしばらく身を隠しなさい。事が済んで……ほとぼりが冷めたら、わたくしの下で働けばいいのではないかしら」

「誠心誠意お仕えいたします！」

　宦官はおお……と頷き、さらに泣いた。




　なお、やっぱり保身のための演技である。




　雅媛はこれまたやっぱり気づかない様子である。彼女は身を軽くひねって、側に控える女官のほうを向く。

「雨う雨うや、連れていっておあげ」

「はい」

　雨雨は頷き、宦官を促して部屋を出た。







　雨雨が書斎に戻ると、主あるじである雅媛は再び絵筆を持ち彩色を行っていた。

「戻りました」

　雅媛は無言で雨雨の報告を促す。

「奥の部屋を用意して、そちらに移らせました。いたく喜んでいましたよ」

「そうでしょうね」

　雅媛の声には、うっすらと嘲あざけりが混ざっていた。けれどもその表情は相変わらず邪気のない笑顔である。

「まだ金を搾り取れるはずなのに、あの宦官が裏切るなんて……淑妃の宮はそうとうひどいことになっているらしいわね」

「どうなさるおつもりですか？」

　雨雨の問いかけに、雅媛は物憂げにため息をつく。

「どうしたものかしらね……」

　雨雨は、自分の主が面倒を背負い込みたがらない性質であるとわかっている。また彼女自身、主が危険を冒すのは本意ではない。

「折を見て、貴妃さまにお引き渡ししては？」

「お手を煩わすのもね……」

　だから雨雨はどちらにとっても都合のいい提案をしたつもりだったのだが、雅媛は決めかねているようだった。

「ただ必要なうちは、死なないように管理しなくてはね。あの宦官もこうなったからには、淑妃が斃たおれるまでは協力的でいるでしょうから」

　そして今度は、嘲りを明確に込めて呟く。

「無様なこと」

　絵筆を置く音が、ことんと響いた。

「それは、あの宦官についてですか？　それとも淑妃についてですか？」

「両方よ。そしてもう一人」

「……？」

　疑問を顔に浮かべる雨雨に、雅媛は今度は苦笑を浮かべて答えた。

「お父さまよ」

「それは……どういうことでしょうか」

　雅媛は歌うように答えた。

「わたくし、これから文を書くわ。お父さまは話を聞けば、間違いなく司馬尚書を見限るわ。そうでないならば、わたくしきっとお父さまのことを生まれて初めて尊敬するでしょう。でも……見限ってくれないと困るわね」

「……旦だん那なさまをお助けになるのですか？」

　雅媛と父の確執を知っている雨雨は、怪け訝げんそうに問いかける。

「命だけはね。さすがに逆賊として処刑されてしまったら、娘であるわたくしにも余波が及ぶもの」

「……確かに」

　雅媛は苦笑を深める。

「わたくし、ずるい女なのよ。自分にとって都合のいい環境を、最小限の効率で守ろうとする女なのだわ。お前も知っているでしょう？」

「はい」

　長年仕えていて、親兄弟よりも雅媛の気質を知り尽くし、時にいらいらすることもあった雨雨は素直に頷うなずく。




　彼女にとって大事なものは物語を書くこと。あるいは詩を詠むこと、ときどき絵を描くこと。

　それを邪魔されないようにするためには、個を殺すことも厭いとわない。




　けれど、最近彼女にとっての大事なものが増えたことを、雨雨は知っている。

「それに、お父さまが司馬尚書を見限れば、昭しよう儀ぎさまや貴妃さまたちのお仕事も少しは楽になるでしょうしね」

　雅媛はどこか照れくさそうに笑う。

　確かに彼女は「都合のいい環境」を守るためならば、なんでも利用する女だ。しかし当然のことだが、「都合のいい環境」を構成する者たちは、利用の対象ではない。




　たとえば皇后とか、貴妃とか、昭儀とか。




　雅媛はもう一度絵筆に手を伸ばすと、筆洗いに入れた。そしてそれを、雨雨のほうにちょっとだけ動かした。

「もうお描きにならないのですか？」

「ええ、用ができたものだから。もう一人知らせなくてはならない人がいるわ。貴妃さまにお任せするかどうかも含めて、相談をしたいし」

　雨雨は「どなたでしょうか」とは聞かなかった。ただ、使った道具は自分で片づける習慣を持つ主あるじが、それを珍しく雨雨に任せたという時点で、そうとう急いでいるということはわかった。それで充分だった。

「あら」

　雨雨が道具を下げようとすると、雅媛が声をあげた。雨雨が振り向くと彼女は困ったように、指を見せた。

「顔料が付いてしまったわ。やっぱり作業を中断されるのは嫌ね」

　きれいな紅色だった。




　　　　※




「……それでわたくしのところにおいでになったのですか」

「ええ」

　説明しおえた雅媛は、差し出された茶を一口飲む。

　雅媛は毒殺を恐れていないわけではない。むしろ人一倍恐れている。それなのに相手の出したものを口にするのは、相手を信頼しているからではない。この相手の場合、自分を害するつもりがあるならば、とうに自分は死んでいるとわかっているからだ。

「淑妃がそのようなことを……」

「ええ。皇子に手をあげたと」

　その一言に、茶を差し出してきた相手──劉りゆう梅花がぴくりと眉まゆを動かす。ほんの少しの間を置いて、彼女は硬い声を出す。

「そう……ついにそのようになったのですね」

　その彼女に、雅媛は茶器をことりと置いて問いかける。

「密告した宦かん官がんについては、どうしましょう？」

　梅花はこれについては、考えこむ様子もなく淡々と答える。

「おっしゃるとおり、貴妃さまにお任せすればよろしいでしょう。あの方ならば、上手に扱ってくださるはずですわ」

「ではそのように」

　お互い、物の扱いについて話すように感慨もなく話を進める。それは実にあっさりと終わった会談だった。







　雅媛が去ったあと、梅花はぼんやりと窓の外を眺めていた。

　今度はその彼女に、茶器が差し出される。

　差し出したのは、衝つい立たての裏から出てきた、中年の女性だ。身のこなしにも顔立ちにも品があるが、仏頂面をしているあたりで色々な長所が台無しになっている。

　梅花は苦笑を相手に向ける。

「なんて顔をしているの」

　そして茶器を受けとりつつ、そして問いかける。

「聞いていた？」

「ええ、全部……あなた、わたくしがいたこと忘れていたのではなくて？　いつまで経っても呼ばないから、ずっと立ちっぱなしよ」

「だから拗すねて、そんな顔をしているの？」

「違うに決まっているでしょう？」

　女性──梅花の同輩であり、今は後宮の女官を統括する立場にいる徐じよ麗れい丹たんは、仏頂面のせいで顔に刻まれた皺しわをさらに深くする。本当は偉い人間なのだが、同輩である梅花にかかればかたなしだ。

「理由はわかっているでしょうに」

「まあ、わたくしが？　なぜ？」

　梅花はあいまいな態度で、麗丹をはぐらかそうとする。小玉が見たらきっと驚くだろう。いつもは厳格な女官さまにも、こんなふうにぞんざいに相手をしたり、言葉で遊んだりする相手がいるのだと。

　だが遊ばれる相手は、特にそれを名誉とも思っていないようで、麗丹ははーっと激しいため息をついて、言い切る。

「寝つくくらい体調が悪いのに、どうしてあなた、面倒なことにかかずらっているのかってことよ」

　麗丹は梅花にそう扱われるのは慣れきっているのか、追及の手を一切緩めようとしなかった。

　対する梅花は、あくまでもとぼける姿勢を崩さない。

「なんのことかしら？　わたくしは今、このように休養しているでしょう」

「体はね。でも心は違うわ。ついでに立場も危険にさらしている」

「…………」

　梅花はあいまいな笑みを浮かべた。

　あくまでもはぐらかそうとしているのは、彼女の言っていることが徹頭徹尾正しかったからだ。

「仮にそうだったとしても……それはわたくしにとって、そうするだけの価値があることだわ」

　梅花の言いぶんに、麗丹は突き刺すような声を出した。

「あの皇后のために？」

「…………」

「まただんまりなのね」

　言い捨てると、麗丹も黙り込んだ。そして梅花が言葉を発するのを態度で促すが、彼女は根比べが苦手であることを梅花はよく知っている。この後宮でよくやっていけたことと、常々思っていた。

　案の定、次に口を開いたのはやっぱり麗丹であった。

「皇后なんて、下げ賎せんな出の女じゃない。代わりはいるわ」

「いないわ」

　梅花は麗丹の語尾にかぶせるように、きっぱりと言った。麗丹がえっ、という表情を向けてくる。

「生まれが下賎であっても、高貴であっても、わたくしにとって大切な人は誰でも、代わりはいないの。あなたの代わりだって、どこにもいない」

　梅花の言葉に、麗丹はかすかに目を泳がせた。だがやがて観念した……というより、極めて不本意であるというような表情で、自らの非を認めた。

「……言い過ぎたわ」

「いいわ。あなたがそういう人だということ、嫌というくらいわかっているもの。いつだって悪意はない人よ。少しだけしか」

　麗丹は、感動していいのか悪いのかわからないといった様子で呟つぶやいた。

「少しはあると思っているのね……」

　梅花は遠慮なく「そうね」と肯定する。

「でも自分が悪かったと思えることは、悪かったと言える人よ。わたくしはあなたのそういうところ、好きだったわ」

　梅花の言葉に、麗丹は一瞬瞳ひとみを揺らめかせる。

「……わたくしのこと、まるで故人の思い出みたいに語らないで」

「違うわ。わたくしのほうが先に故人になるのよ……」

「ちょっと」

　とがめる声をあげる麗丹に構わず、梅花は言葉を続ける。

「でもその前に、淑妃のことをどうにかしなくては」

「淑妃が、皇后に敵意を持っていたのは今に始まったことではないわ」

「そうね」

　麗丹の意見に、梅花はあっさりと頷く。

「けれども、淑妃は鴻さまに手を下そうとしたことはない。よくも悪くも深窓の姫君として育ったから、夫の他の妻に嫉しつ妬としても、夫の子は自分の子だと考えている娘よ……娘だったわ」

　渋々といった様子で、麗丹は同意する。

「まあ、そうね……そういう点だけで見れば、今どき珍しいくらい純な娘だったわ」

「だから娘じよう子しは、淑妃に手を下そうとはなさらなかった。わたくしもよ」

　梅花はここで急に声を冷ややかなものにした。

「でも鳳ほうさまに手をあげられた……」

「母親が息子を撲うつのなんて、よくある話よ」

「世間ではよくあっても、淑妃にはこれまでなかった話よ。あの娘は、自分の子と思った相手は好き嫌いとは関係なしに、害そうとは考えない性質だった。そうだから薄はく充儀も急いで報告しにきたのよ」

「薄充儀ね……あの娘の言うことを、信じてるの？」

　麗丹は皮肉げに笑う。まあそうでしょうね、と梅花は思わないでもない。







　薄雅媛は、司馬淑妃が入じゆ内だいしたとき、それの付属品のように入ってきた娘だ。

　梅花が初めて彼女を見たとき、彼女は妃ひ嬪ひんとしては下から二番目の位である御ぎよ女じよであった。八十一御ぎよ妻さいの一人であるため、文字どおり「その他大勢」の中の一人である。

　ほどほどに美しくはあったが、驚くほど影が薄い娘だった。同じく付属品のように入ってきたもう一人の娘のほうが、よほど見栄えがよかった。




　一見すれば。




　そのころの梅花は、当然だが皇后づきの女官ではなかった。麗丹と同じ尚しよう宮きゆうという立場で、女官の総括をしていた。その仕事柄それなりにではあるが、人を見る目も養ってきたつもりだ。

　だから彼女を見たとき、梅花は麗丹と目を見あわせたものだ。ずいぶんよく「わかっている」娘であると。

　妃嬪が杭くいであるならば、出てこなくてもめった打ちにされるのが、この後宮という世界である。

　司馬淑妃のように色んな意味で突き出すぎてる杭は例外的だが、一番打たれやすいのはもちろん出ている杭である。その点では才女であることを鼻にかけていた李昭儀は、早々に潰つぶれる型の人間だった。

　彼女は本当に幸運な人間だと、梅花は常々感心している。ただ梅花の見た中で最も打たれまくっていた杭は、現在皇后になっているため、当代においては打たれるほうがうまくいくのかもしれない。

　一方、奥底まで埋まっている杭も実はよく打たれる。閉へい塞そく的な社会では、自分より弱い立場の人間に、きつくあたるようになるものだから。妃嬪たちからはもちろん、宦官たちからも。

　そんななか、薄御女は実にほどよく埋まっている杭だった。打たれることを覚悟していて、それを最小限に抑えようとしているふるまいをしているように思えた。

　それが確信に変わったのは、彼女が面会を求めてきたときのことだ。名目は「他の妃嬪が飼っている猫が怖いので、自分の部屋を変えてくれないだろうか」という、たわいないお願いだった。

　相手の部屋を変えろと言わないだけ、ほどほどに良心的だことと思いながら、梅花が事情を聞きに行くと、彼女は怯おびえたそぶりを見せながら述べた。

「子どものころに引っかかれてから、嫌で嫌で仕方がないのです。こちらで飼われているかぎりは、そのようなことなどないと思ってはいるのですが……」

「それはどちらの猫ですか？」

　一応把握しておこうと、猫を飼っている妃嬪たちの顔を思い浮かべながら問うと、薄御女は邪気のない笑顔で言った。

「林りん靄あい宮きゆうです」

「…………」

　梅花は自分も笑顔を作ったまま、彼女の顔をまじまじと眺めた。当時その宮には、倢しよう伃よの位を賜っていた司馬氏が懐妊を機に移ったばかりだった。




　彼女は、猫を飼っていない。




「……それほど、うるさいのですか？」

「猫は身ごもると気が立つものですから」

　彼女の笑みには、依然邪気がない。ほんの少し困った風情を浮かべているだけ。その様子を一切崩さずに、彼女は続ける。

「わたくし、他にも猫が苦手な方がおいでだと思っておりますの」

「さようでございますか」

　梅花はとりあえず頷うなずいた。

　薄御女は、いいことを思いついたというそぶりで自分の考えを述べる。

「ですからそのような方と、猫と……その飼い主がいつ、どこで、なにをしているのかを共有できればと考えておりまして。そうすればお互い、猫から身を避けることができますでしょう？」

「そうかもしれませんわね」

　にこやかに頷く梅花に、薄御女は「そういえば」と、さも今思い出したかのように声をやや高くする。

「わたくしめの忖そん度たくが許されれば、大家も猫がお嫌いなのではないかと拝察しております。劉尚宮はいかが思われます？」

　ここで梅花は、自分の考えが正しかったと確信した。

　実にきれいに埋まっている杭であると。







　……そんなことを思い出してふふっと笑う梅花に、麗丹はなんだこいつという目を向けてくる。

「どうしたのよ」

「ああ、ごめんなさい。彼女が御女だったころのことを思い出しただけ」

　麗丹は呆あきれたようにため息をつく。

「まあ、楽しいでしょうね。あなたああいう子の相手、得意だもの」

「裏のある会話は嫌いではないの。前職のおかげね」

　梅花はしれっと言った。逆に麗丹は、作業としては過不足なくできるけれども、そういうやりとりは嫌いだ。だから彼女は薄充儀には冷たい。

　というより単純に、皇后とその取り巻きに冷たいというべきか。

「でも相手をするのが楽しくても、別に彼女を信じているわけではないわ。ただ彼女の言うことに、これまで噓はなかったわ」

「保身のためにね」

　麗丹の辛しん辣らつな意見に、梅花は素直に頷く。事実だからだ。

「そう。彼女の保身を考えれば、今の情勢からみても噓はつかないわ。これからも。だから鳳さまが撲たれたことも事実でしょう。我が子に手をあげるのならば、これから義理の息子にはどう接すると思って？」

「……それだけを根拠に動くの？」

「試しはするわ。それで引っかかるのであれば、と思っている」

　一歩も譲らない態度の梅花に、麗丹は一つため息をつく。

「大家にはお伝えするのよね？」

「いいえ」

　否定する梅花に、麗丹は驚きの顔を向ける。

「ちょっと、それは……」

「すべてわたくしが行うわ。なにかあったときに、他の人に責任を負わせたくはないの。もちろんあなたにも」

「それは確かに、わたくしに責任を負わせられては困るけれども……」

　素直に嫌がる麗丹に、梅花はちょっと笑う。

「でもあの冷淡な方は、まったく気になさらないでしょうに」

「もし関与なさったならば、あの方は娘子に対して負い目を持ってしまわれる。それはあの方にとって最も辛つらいことよ」

「そう……まああなたの企たくらむことだから、よほど変則的なことが起きないかぎり、失敗することはないと思うけれども」

　諦あきらめたといった態度の麗丹に、梅花は笑みを深めた。




　　　　※




　真しん桂けいは走っていた。皇后に鍛えられた足は、まるで飛ぶように後宮を駆ける。

　その背後にぴったりついてきている女官も、実はさりげなく足が速いが、この主従の走りの素晴らしさについて指摘する人間はいない。

　そもそも妃嬪である真桂が走っていること自体、緊急事態なのだ（なお、いつもの皇后との鍛錬についてはここでは考えないものとする）。

　だが緊急事態であるだけに、真桂はまったく気にしない。

　そして目的の宮に着くと、案内の宦かん官がんを追い越す勢いで中に突撃した。

「お、お待ちください昭儀さま！」

　気の毒な宦官を押しのけ、奥へ向かって叫ぶ。

「ふ、馮貴妃は、おいででしょうか!?」

「なにごとなの、そうぞうしい」

　すでに物音を聞きつけていたのか、呼びかけからさほど間を置かずに紅こう燕えんが現れた。煩わしそうな顔をしている。そしてきょとんとした表情を顔に浮かべた雅媛も。紅燕は書物を、雅媛は紙と筆を持っている。どうやらいかがわしくない意味で、お楽しみの真っ最中だったらしい。

　なおこの場合の「いかがわしくない」とは、あくまで真桂の基準での話であって、皇后づきの某宦官の見解はおそらく異なるであろう。

　あら楽しそうでうらやましい……と普段だったら言うところだったが、今日は違う。単に息が整っていないというのもあるが。

「九嬪の長ともあろうものが、なんてはしたないの」

　しょっぱなから嫌みったらしい馮貴妃に対して、これまた普段だったら三倍くらいに返すところだったが、今日は本当にそれどころではない。

　ようやく呼吸を落ち着けた真桂は、一言述べる。

「淑妃が、愚かでした」

「あの女の頭が空っぽなのは、今に始まったことではないでしょうに」

　紅燕は事もなげにひどいが、真桂も淑妃の頭の中身については同意見なので、そんな発言に眉まゆをひそめるわけもない。

「予想をはるかに超えて愚かだったです！」

　問題は淑妃の馬鹿が度を超えているところにあった。

「よろしくないことが起こったのですね？」

　そんな淑妃とは真逆な頭の持ち主であることを、雅媛がその聡さとさが滲にじみ出る言動で示した。

「あの女、娘じよう子しを亡き者にするため、敵と密通しました！」




「なんですって！」などとは、二人とも言わなかった。




　顔を見あわせてから、怪け訝げんそうな表情を真桂に向ける。

　紅燕が率先して口を開く。

「……今に始まったことではないのでは？」

　確かに、司馬淑妃は敵と結びついている。正確には彼女の父が、だが。それはもう、どこから見ても誰もが頷くほど立派な大逆罪であるが、目新しい情報であるかといえば否である。

　しかし真桂は、顔を赤くしたり青くしたりしながら、肯定と否定を繰りかえすという、言動がよくわからない状態になっている。

「いえ、密通というのは！　確かにそのとおりではあるのだけれども！　かといってそのとおりだけであるというわけでもなく！」

「……まさか」

　先に反応したのは紅燕ではなく、雅媛であった。

　彼女はおそるおそる、真桂に問いかける。

「それは、昭儀さま……『密通』の、別のほうの意味どおり、と……」

「そう、そのとおりよ！」

「まあ……」

　雅媛が顔を真っ赤にする。それで紅燕もようやく理解した。

「嫌だわ汚らわしい……」




　密通には二つの意味がある。

　敵とひそかに通じあうこと。

　夫か妻以外の相手と肉体関係を持つこと。




　つまり司馬淑妃は、前者も後者も達成してしまったのだ。




　三人とも真っ赤な顔を見あわせる。一応皇帝の妻なのにずいぶんと初う心ぶな反応であるが、なにせ生まれも育ちも深窓の令嬢なのだ。

　もちろん真桂も雅媛も妃ひ嬪ひんである以上、後宮に入ることが決まった時点で、皇帝に閨ねやで仕えることを想定していた。だがそういう生々しい話を聞かされて、耐えられるかどうかはまた別のことだ。

「なんでも、男を籠ろう絡らくして、娘子を害させようとしたのだとか」

「籠絡されたのね、その男は……」

　紅燕は呻うめいた。彼女は後宮に入るにあたって、そういうことを一切想定していなかったわけだから、なんだか吐きそうになっていた。さすがの真桂も、見ていて気の毒になるくらいには。




「……籠絡」

「……ええ、籠絡」

「……そうですね、籠絡」




　三人ともなんだかがっかりしていた。あんな中身であっても、美女であれば男は言いなりになってしまうのか。

　その点、皇帝はあの司馬淑妃と肉体関係を持って、なおかつ子をなしたにもかかわらず、かけらも籠絡されなかったわけだ。実はすごく好感を持てる人間なのではないか……あまりのもの悲しさのあまり、三人はそんなことを思いはじめていた。

　それにしても、皇后に対する暗殺の企て、敵国との結託、皇帝以外の男との肉体関係……。

「合わせ技ね」

「合わせなくても充分すぎるほど駄目ですわね」

　頷うなずきあう二人に、雅媛が細い指を顎あごに当てながら尋ねてくる。

「……淑妃の処遇はどのように？」

　真桂がこの件については、はきはきと答える。

「大家の命により、宮にて謹慎中ということになりました。父親は官位剝はく奪だつのうえ、自宅にて謹慎と」

　真桂の答えに、紅燕は顔をしかめる。

「生ぬるいですわ。特に父親は今すぐ処刑するくらいでなくては」

「まったくですわ」

　その意見に真桂も同感であるし、実は皇帝も同意するだろうが、そうもいかない事情があった。

「司馬淑妃の告発は、父親からされたと……」

「なんですって!?」

　二人は目を見開いた。

　なんでも司馬尚書自ら皇帝の前に参上し、娘の不貞を訴え、自らの官位を返上すると奏上したのだという。そうなれば確かに、司馬尚書本人に対しては温情が下されてもおかしくはない。おそらく皇帝は嫌だったであろうが。

　しかしそれはつまり……、

「あの男、娘を見捨てた……？」

「そう、なりますわね……」

　雅媛の声が震える。一瞬だけ、二人の間に司馬淑妃に対する同情が芽生えた。

　だがそれも、次の真桂の言葉でかき消えたのであるが。

「もはや、娘子の暗殺のための手は放たれているのだそうです。今、大家が手を打たれておいでだそうですが、もし万が一のことがあれば、楽には死なせないと……」

「それほど、危ない状況……」

「ええ」

　三人の表情は硬い。

「……貴妃さま。今でしたら、あの女を一発くらい殴ってもよいとお思いになりませんか？」

　しばらく沈黙したあと、真桂は顔に似合わずやたらと暴力的なことを言った。顔のとおりの知的な人間であった事実はもはや過去……というわけでもないが、別の要素が台頭しすぎて知的さの影が薄くなっている。

　真桂の発言を聞き、彼女にくっついてきた彼女づきの女官が絶望で顔を染め上げながら、なぜか懐から箱を差し出す。

　二人の間でどういう取り決めがなされていたのか皆目見当もつかないが、紅燕は真桂を止めに入った。

「あの女はまだ廃されていないわ。……後宮内での妃きさきの断罪は、長である娘子のご判断が必要になる。大家でさえ、高こう貴妃の件はお譲りになったほどだもの。ましてやわたくしどもが独断で動くなんて、そんなこと」

　紅燕が言っている間に、真桂は侍女に差し出された箱を開けて、そこから取り出した指輪を、利き手の親指を除くすべての指にはめていた。

　この女、司馬淑妃の顔に打撲だけではなく裂傷まで負わせようとしている……と、紅燕と雅媛はおののいた。それこそ合わせ技である。

　真桂（と女官）の行動の意味がわかった雅媛が、少し慌てたように紅燕のあとを引きとる。

「それに今司馬淑妃を手にかけてしまいましたら、妃嬪が妃嬪を害したことになり、李昭儀が処罰の対象になります。そうなりましたら、娘子のお手もお気持ちも煩わせてしまうことになりますわ」

「……それもそうですわね」

　真桂は「娘子のお手もお気持ちも」のくだりであっさり納得した。そして指輪をすぽすぽ外しはじめた。これまた素早い。

　紅燕と雅媛はほっとため息をつき、顔を見あわせた。そして箱にしまい直された指輪を揃って眺めた。

　そのやたらとごつごつした作りの指輪は、最初からそういう意匠だったのか、それとも特注品なのか、少し気になるところだった。

「わたくし、これから大家のところへ行ってまいりますわ」

　紅燕はそう言い、書物を女官に渡した。










　　　　※




　今ごろ叔母は戦っているのだろうか。

　丙は遠い空へと思いをはせる。目前の状況には思いをはせたくなかったので。

　なお、目前には皇帝がいる。

「丙、気を楽にしろ……といっても無理か」

　苦笑する相手に「そんなことないです」と言う気づかいができるどころか、本音の「はい、無理です」と言うこともできないくらい、丙は緊張していた。




　なんといってもこの状況──皇帝と一対一。




　状況自体信じられないが、さらに信じられないことに、その皇帝と丙は長い付きあいなのである。

　しかも顔見知りというだけではなく、相手は叔母の夫という立場なのだから、身内なのである。もっと信じられない。

　つまり自分はいわゆる外がい戚せきである。外戚ってもっと害があったり、もっと役に立ったりするものではないだろうか。どっちも丙には荷が重すぎる。

　丙は毒にも薬にもならないのが特徴というほど、得意なものも苦手なものもない人間だ。自分自身が誰よりもよく把握している。

　昔はちょっとだけ、そういう自分を悔しいと思ったことがある。自分にもし叔母のような軍事的才能があれば、叔母を助けて働くことができただろうに。

　だが早い段階でそれを自分の個性と割りきってしまったあたりが、丙の叔母そっくりの思い切りのよさだった。

「叔父と呼んでくれとは言わないが、もう少し旧情を顧みることができないものか？　昔の呼び名を思い出せ」

「ええー……あの」

　皇帝は、この人年取らないの？　と、久々に会って丙が驚いたほど、若々しく美しい顔に苦笑を浮かべた。

　美形にそういう顔をされると、すごく申し訳ない気持ちになる。だが言われて素直に、以前どおり「小お父じちゃん」などと呼べるわけがない。丙にだって譲れないものがある。

　くどいようだが、相手は皇帝である。

　だが自分がかつてこの皇帝を、実際に「小父ちゃん」とか呼んでた事実だとか、ついでに悪さをしたときにこの「小父ちゃん」に逆さづりにされたことなどを思い出し、胃が痛くなった。

　丙は今すごく、誰かに胃薬を煎せんじてもらいたかった。そして背中を撫なでて優しくいたわってほしかった。

　しかし、今彼にはそんなことをしてくれる母も叔母もなく──というか叔母は「もういい年してんだから自分でなんとかしなさい。腹巻きあげるから」とか、若干優しさを見せつつも、もっともなことを言って突きはなすはずだ。それにむしろ今の自分は、他の人間の世話をしてやらなくてはならない立場だ。




　叔母の義理の息子と、樹華の息子と。




　樹華は現在の敵国から亡命してきた人間だ。そして今回彼の生国への出征にあたり、その息子である誠は宮城に呼び寄せられた。

　さほど頭のよくない丙にもこれは人質だとわかる。そしてそれを慮おもんぱかった叔母が、丙に世話を命じたのだ。

　丙に否やはなかった。丙にとって誠は、生まれたときから面倒を見ていた子どもだ。それが父親と引き離されて一人宮城に放りこまれると知り、心配であった。

　……が、思えばそのときの自分は、その少年より宮城に放りこまれたときの自分をこそ心配しておくべきであった。

　丙が心配していた誠は、子どもの特性か意外に柔軟で割とすぐに順応して、叔母が養育する皇子とあっさり仲良くなっていた。

　一方丙は、全然宮城になじめないうえに、おまけに体力に満ちた子ども二人に懐かれて、心身ともにやつれはてている。

　こんなところにいい年してから住みはじめた叔母は、やはり偉大な存在であった。そんなことを思う丙の中で、最近叔母に対する畏い敬けいの念はいや増している。丙は毎朝、戦場にいる叔母に対して礼拝するようにしている。戦勝祈願もかねて。




　そんな丙は今日、面倒を見ている二人の子どもの様子を皇帝に報告しにきたのだ。それだけでも緊張したというのに、最後の最後で私的な会話を持ちかけられて困惑して現在に至っている。

　報告についてはあらかじめ紙に書いたのを丸暗記して臨んだからなんとかなったのであって、私的な会話はちょっと対応ができない。叔母にそっくりだとよく言われる丙であるが、即興性については別であった。




　しかし、皇帝の前で永遠に現実逃避を続けるわけにもいかない。




「えー」だとか「あー」だとかでごまかすのをやめた丙は、とりあえずある程度の自己主張をしておくことにした。

「その……大家とお呼びしたいんですが……」

　丙の言葉に、皇帝は少し落胆した色を顔に浮かべる。ごめんなさい、無理なものは無理です……この主張については、心の中にとどめておく。

「そうか……わかった。今日は下がれ」

「はっ！」

　そこだけは力強く返事して、丙はそそくさと下がろうとした。この皇帝は、義理の甥おいである丙が来るたびに口実を設けて話し相手をさせようとする。

　気をつかってくれるのはありがたいが、自分に気の利いた話はできないということを、この英明な男性はそろそろ気づくべきだと思う。







　丙がいさんで出口に向かおうとしたとき、そこに人の姿が現れた。紅の衣装をまとった、目が潰つぶれそうなほど美しい少女だった。

「貴妃か」

　貴妃という言葉を拾い、丙はとりあえずその場に平伏した。比ひ喩ゆ的に目が潰れそうというより、お妃さまを皇帝以外の男が直視したら、処罰的な意味で本当に目を潰されるかもしれない。

「今は人と会っているというのに、無礼であろう」

「……申しわけございません。気が急せいてしまいまして」

　丙の頭上で二人の会話が交わされる。ところで自分は、いつになったらこの部屋から逃げ出せるのだろう。

「あの、お立ちくださいまし」

　そんなことを考えていたら、澄んだ高い声が自分にかけられ、丙はびくっとした。とりあえず言われるがまま立つと、皇帝のほうをちらっと見る。

「ああ、気にせず下がれ」

「ありがとうございます！」

　そそくさを通り越して、とてつもなく速いすり足で丙はその場から逃げた。







　丙がほうほうの体で自分に割り当てられた部屋に戻ると、きょとんとした顔の清喜が出迎えてくれた。

「あれ、どうしたの？　なんか疲れてるね」

　一時期一緒に住んでいたのもあって、丙にかけられる言葉は気安い。丙にしても彼に対しては兄に似た気持ちを抱いているだけあって、清喜は現状この宮城の中で唯一頼りにできる相手である。

　ただし親しさゆえに、あんまり頼りにしすぎるとえらい目にあう場合があることも知っているので、ほどほどにであるが。

「清喜さん、俺、お妃きさきさまの顔見ちゃった！」

「んー？　なんで大家に会いに行ったのに、お妃さまと？」

　清喜は驚いた様子もなく、冷静に状況を確認してくる。しかしまともに答えることもできないくらい、丙はうろたえていた。

「どうしよう、目洗わないと！」

「そんなごみ入ったみたいな対応しなくていいから」

　清喜は気のない様子であるが、落ち着いている彼の態度は、丙にとってこの場合とても頼もしく感じられた。

「どこのお妃さま？」

　問われ、丙は記憶をたどる。

「えーと、なんか『貴妃』って」

　言った瞬間、清喜の表情ががらりと厳しいものになった。

「……馮貴妃か！」

　その切り替わり方、すごく怖い。

「えっ、なに？　まずい人なの？」

　目に入ってしまった姿からして、お人形みたいにかわいらしい女の子だと思ったが、人は見た目によらないものなのだろうか。

　怯おびえる丙に、清喜が唸うなりながら言う。

「うーん、まずい……ことはないけど、丙くんは近づかないほうがいいかなあ……ほら君って似てるから」

「なにと？　叔母さん？」

「うん」

　それがこの場合どうつながるというのか……と思ったところで、丙はそうか！　と思い至った。

「もしかして貴妃さまって、叔母さんのこと嫌いな人!?」

　なんといっても後宮の中の話だ。皇后である叔母が、他の妃に嫌われているのは当然のことだ。

　これは悪くしたら、さっきの貴妃に対する態度で、なにかが悪かったとか難癖つけられる可能性がある。

　というか、自分の礼儀が完かん璧ぺきなわけがないから、怒られる部分は多分難癖以前に普通の欠点だろうし、ぐうの音も出ないぞ……などと、悪い方向に考えを巡らせはじめる丙に、清喜が慌てて声をかける。

「あっ、ごめん、違う！　普通そう思っちゃうよねー！　今のは僕が悪かった！」

「違うの？　俺さっきから、話が全然読めないんだけど、宮城の常識ってほんと怖いね!?」

「うーん、常識……常識……それ言うなら、多分丙くんのほうが常識なんだけど、まあこの際いいや」

　清喜が後半ぶん投げた。経験上、そこに突っ込んでもいい結果が得られないと知っているので、丙は黙って話を聞く。

「とにかく馮貴妃と、その母君には近づかないほうがいいからね」

「なんでいきなり、相手のお母さんが出てくるの」

　ここで馮貴妃の母親が唐突に会話に登場した。まだ丙の目前には登場していないというのに。

「いやほんとに。近づいたらとって食われるくらいの心構えでいなさい」

　それやっぱり嫌われてるんじゃん、と丙は思ったが、口に出すことはせず、清喜の忠告を肝に銘じることに注力した。




　　　　※




　一方、丙が退出したあと、文林は特によい感情も悪い感情もなく、紅燕を眺めた。その眼まな差ざしの中に、丙に向けた優しさは一切ない。

「昭儀から話を聞いたのか？」

　だがその問いかけに彼女は答えず、頰をうっすらと赤く染めて眼まな差ざしを、部屋の戸のほうに向けていた。

「大家……あの、素敵な殿方は……まさか、娘じよう子しの……」

　そしてどこか茫ぼう洋ようとした様子で呟つぶやく。それは、恋する乙女そのものの態度だった。とりつくろうことすら、考えが至っていないようだ。

　いつもは大人びている彼女が初めて自分の前で見せた年相応の態度に、察した文林は無言で天を仰いだ。




　──だからお前はおとなしく、丙の嫁になっていればよかったんだよ。




　文林はそんなことを思ったが、それを口にしたら彼女がどん底まで落ち込んでしまうことはわかったので、なにも言わなかった。

　それは大おお叔お父じとして姪てつ孫そんにかけてやる、なけなしの情だった。

「わ、わたくし、娘子の甥おい御ごさまにご無礼をしてしまって……なんてことを。どういたしましょう」

　ときめいていた紅燕は、今度は勝手に青ざめはじめた。

　文林は内心、「ほう」と感心した。馮貴妃ではなく、丙に。

　皇帝が誰かに会っているというのに押し通るというのは、確かに無礼な話だ。だが彼女の場合、生来の身分と現在の身分のおかげで、それをやっても許されるところがある。また馮貴妃自身、まだ若いこともあってうっかりそういう横車を押すような真似をしてしまいがちだ。

　そのあたり、馮貴妃は母親に比べると青い。王太妃の居丈高さも大概であるが、あれは半分くらいは計算ずくの態度だ。彼女が傲ごう慢まんの一歩手前のところで、しっかり線を引いているのがその証拠である。

　……ただもう半分については、自然体で偉そうだという点は文林も否定しないどころか、積極的に肯定するところであるが。

　それはともかく、まだまだ自覚が足りない馮貴妃に、自発的に反省を促すという偉業を丙はしてのけたのである。本人は絶対自覚してないが。

　これは、うまく使えば馮貴妃をもっと使える人材にできるのではないか……文林はそんなことをちらと思ったが、即座に却下する。丙をそんなことで利用したくはない。

　丙の叔母のことはいいだけ利用している自覚がある文林だが、あれは本人も了承済みのことである。丙の合意なしにそんな真似はできないし、丙の性格からして絶対に合意は得られないだろう。

　もっとも文林はこれまで、色んな人間を合意なしに利用してきたわけである。したがってそういう考えで踏みとどまる相手である丙は、実は希少な人間であった。

　文林にしてみると、丙は小玉に似ていて、しかも幼いころから小玉と一緒に面倒をよく見てやっていた相手だ。もし自分が小玉と結婚したら、彼女と一緒に丙の世話を見るのだろうと昔思っていたこともあって、大事な庇ひ護ご対象であった。




　なお文林の丙に対するかいがいしさを間近で見ていた小玉は、そのせいで「文林は子どもが好きなんだなあ」という、とんでもない誤解を持つようになった……実はそこに、この夫婦のすれ違いの一因がある。

　文林が実子に対する愛情をほとんど感じていないということを、小玉がしばらく気づけなかったのは、その認識のせいだ。

　小玉が未いまだに鴻たちの態度について、文林の父親らしさを諦あきらめきれないのは、その認識を引きずっているせいでもある。




　そんな存在自体が若干罪な丙は、今回また新たに罪を作ったわけである。紅燕の心を奪ったということで。

　しかもこれらの罪、丙本人の責任でないあたり業が深い。




「あれは気にしまい。それでも気になるのであれば、皇后が無事に戻ったおりに、皇后に謝罪をしろ」

「皇后に」の部分をやや強調する。文林は、直接丙に会いにいかせるつもりはなかった。丙がうろたえるのがかわいそうだし、紅燕がへんに味をしめて彼に接近を試みるようになっても困る。

　文林としては、手をつけてないうえに、今後もそうするつもりもない相手が誰のものになっても構わないが、そのせいで姦かん通つう罪を告発されるような事態になっては困る。丙と……小玉の命とりになるからだ。

「あの女の件を聞いたのであろう」

　ここで文林は、手をつけたことはあるが、もうそうするつもりはなかったうえに、姦通をしでかした相手のことを口に出した。

　もちろん司馬淑妃のことである。

「はい」

　馮貴妃はその言葉を聞いて、乙女な状態を一瞬で封じ込めた。この切り替えについては、褒めてやってもいいだろうと文林は考えた。







　紅燕が自分の宮に戻ったところで、宦かん官がんが声をかけてきた。

「姜大夫がお見えです」

　今日は客が多いものだと思いながら、文林は指示を出す。

「通せ」

　すぐに現れた姜大夫は挨あい拶さつを終えると、「司馬氏のことで奏上を」と持ちかけてきた。

　彼の話の早いところ、正直文林はすごく好きである。

「どちらの司馬氏だ？　姦かん婦ぷのほうか？　それともその父のほうか？」

　潔癖な彼に対して投げかけるにはまるで嫌がらせみたいな問いだが、実際この言い方がわかりやすいので仕方がない。

　姜大夫は少し嫌そうな顔で「父のほうを」と言って、彼の処遇について意見を述べはじめた。

　ざっくり言えば、命は助けること、また庶人に落とすのではなく、閑職に回すべきという内容であった。

「お前はあの男を毛嫌いしていただろうに」

「仲は職務とは関係ございませぬ」

　姜大夫はきっぱりと言った。

「あの男の不正について把握したうえでの意見か？」

　文林がそう言うと、姜大夫は一瞬逡しゆん巡じゆんしたうえで述べる。

「まだ確定したわけではございませぬので」

　これが司馬尚書の腰こし巾ぎん着ちやくが言ったのならば、鼻で笑うところである。だが彼の場合、実家が司馬尚書の手で潰つぶされているのだ。それでこのようなことが言えるのだから、まあ大したものだ。

「お前も損な役回りだな」

「滅相も……」

　姜大夫は一礼すると、堂々と言い放った。

「とにかく大家、天子は仁愛を以もつて政に取り組むべきでございます」

　耳が痛かった。文林は自分が仁愛を持ちあわせているかはともかく、厳罰を下しがちであること、そしてそれで反発を受けがちであることはわかっている。その点では、姜大夫の言っていることはもっともなことだった。

「また司馬氏は皇子の外祖父でございます」

「そうだな……」

　そこが難しいところだった。外祖父が刑死したとなるとさすがに外聞が悪い。

　将来的に司馬尚書の罪が確定するにせよしないにせよ、文林は鳳を生かしておくつもりだった。

　次男である鵬に関しては、母を死なせて恨みを残すことを危き惧ぐしたが、鳳に関しては特に心配していない。なにせ生母が生母だ。あれが死んでも恨まないだろうし、鳳自身かなり分別がついている年齢であるため、死んだ生母を美化することもないだろう。引き離したいと思っていたから、ちょうどいい。

「またそのような難しい折に国こく母もである娘子がご不在であることについては、やはり問題であるかと存じます。また康との戦いには勝ちましたゆえ、ここで一度停戦を……」

　そんなことを考えたところで、姜大夫の話が流れるように戦と小玉のことになり、文林は一瞬遠い目をした。

　やはりこの話題からは逃れられないらしい。




　　　　※




　さて、今度は寛との戦いである。

　小玉は両手でぴしゃっと頰を叩たたいた。

　戦い慣れた相手であるが、それは相手にとっても同じこと。




　しかもこちらは、一勝している……それが問題だ。




　班将軍を破った康を下したことで、兵たちは喜んでいる。それ自体はいい。しかしそれが慢心につながってしまっては、元も子もないのだ。

　康軍が退却したとはいえ、寛軍の数はこちらと同じくらいだ。そのほとんどは、もう渡河を終えている。

　康軍に人手を割いている以上、寛軍と対たい峙じする兵の数は相手より少ないわけだから、うかつに手を出したらこちらが危ない。

　だから仮に寛軍が動いたとしても、渡河については黙って見守るよう小玉は指示を出していた。それが予想どおりになったわけだ。




　とはいえ本音としては、対岸で事情を摑つかめず手をこまねいていただきたかったわけなのだが……さすが姫将軍、予想外の事態であったとはいえ、そつがないなと小玉は内心で褒めたたえながらもがっかりしていた。




　そして両軍が接触し、戦闘が始まった。




　小玉は自軍を縦二列、横六列の方陣を南北に長く展開して、寛軍の攻撃を受けとめた。相手の様子をうかがう姿勢を取っているのだ。小玉自身は後方の南側から二つ目の陣の中心にいる。

　受け身といえば受け身だが、今回の戦自体、侵略する側に対し防衛する側であるという自分たちは、あくまで受け身の姿勢を取らざるをえない。

　反面、地理に対する知識において有利という側面はあるが。

「姫将軍、やっぱり歩兵使うのうまいわね」

「そうですな」

　小玉のぼやきにも似た感想に、樹華が同調する。

　負けているわけではない。だが、勝っているわけでもない。少なくとも、指揮官である小玉が、まだ敵兵と直接切り結ばない程度には。当初の予測どおり、一進一退を繰りかえしている。そんな状態だった。

　このままでは本当にいずれはつぶし合いになってしまう。そんなことは小玉をはじめ、彼女の幕僚たちにもわかりきっていたことだった。そのことを意識すると、腹の中で焦燥感がじわりと頭をもたげる。

　だが、それらのことは敵側も承知のはずだった。

「そろそろ相手も焦るはず。予定どおりに動くわよ」

　防戦一方のこちらに業を煮やした寛軍が一いつ旦たん引いた。部隊を再編して、また攻撃を仕掛けるのであろう。その間に小玉たちも動く。旗の動きと太鼓の音に合わせ、陣が移動する。まず南側の陣が前方に出る。

　また中央の後方一列と南側の後方一列が、それぞれ二列ぶん南に移動した。







　──午ご水すいの戦い。

　後世そう名付けられた戦において、宸、寛両軍の雌雄を決した戦いは、宸側の行軍元帥である皇后の率いる左翼だけが、異様に分厚いという不思議な陣形になったところから始まった。







　陣形が整ったところで、小玉は指示を下す。

「よし、第一陣突撃」

　先頭の二列の騎兵が突撃し、敵右翼の先頭に配置された騎兵部隊に突っ込む。康には劣るものの、騎兵において宸は寛より練度が高い。

　寛側の騎兵の足並みが乱れ後方に押される、押された先には歩兵隊がいる。

　彼らはしっかりと守りを固めていたが、その守りに突っ込んできたのはまさかの味方である。びっくりもいいところである。

　単純に考えれば、味方が下がってきただけ自分も下がればいい話であるが、実際にはそうもいかない。なぜなら下がってきた味方は馬に乗っていて、こちらは徒歩なのである。移動速度が違いすぎる。

　少しでも下がるどころか、判断に迷っている間に敗走してくる騎兵隊が衝突し……つまりどうすることもできずに、寛の右翼歩兵隊は混乱に陥った。

「よし、旗を！」

　その声に、黄色い布で作られた皇后旗があげられる。強い風にあおられ、旗は華やかにひらめき、皇后はここにいると知らしめる。敵にも味方にも。

「左翼の残り、突撃！」

　合図を出し、今度は小玉を含めた神策軍が前方に突撃した。

　それは先に突撃した第一陣と合流し、ただでさえ混乱の極みに陥っていた寛軍右翼に突っ込み、敵を蹴け散ちらした。

　寛軍中央と左翼の敵は動けない。なぜなら戦闘が自分たちの真横で行われているからだ。転進して自軍右翼を助けるとなると、宸軍の残った兵に横っ腹を突かれてしまう。

　したがって彼らは友軍が倒されるのを眺めるしかなかった。




　歩兵を倒しながら、小玉はできればこのまま自分たち左翼だけで倒せたらなあ……と考えていた。

　今小玉が恐れているのは、寛軍の残りの兵が前方に突撃することである。現在小玉が率いる左翼に最も兵力を割いている……ということは、後方に控えている陣容は極めて薄いのだ。

　この寛軍の右翼を叩き潰せば、単純な計算でいえば寛軍の三割ちょっとを無力化できることになる。

　数としては残っている兵のほうがはるかに多いが、部隊の維持は数だけでできるものではない。実際のところちょっとの損害を受けただけで、指令が行き届かなくなり部隊は崩壊してしまう。

　また敵とこちらの減少数は、圧倒的に敵のほうが多い。したがってこの三割を叩き潰せば、残りの七割は、こちら側が数で優越した状態で叩けるのだ。




　小玉がいける、と思った瞬間、彼女の右側──つまり寛軍中央と左翼の兵が前方に突撃した。

　寛軍の指揮官が右翼を完全に捨てたのだ。




　小玉は内心舌打ちしながら、右翼の敵を急いで蹴散らし、神策軍を転進させて寛軍の兵のあとを追う。だがあたりまえのことであるが、まだ戦闘を行っていない部隊の機動力のほうが高い。

　だから小玉たちが追いつくよりも早く、寛軍の残りの兵が宸軍の中央と右翼に突っ込んでいった。

　中央と右翼の兵が慌てたように、左右に展開しながら退却する。寛軍は中央を突っ切るように、雪華太原へと続く道へ突っ込んでいった。




　　　　※




　そのとき右翼を指揮していた樹華は、まるで膨らんだ餅へいのようだと考えていた。なにがというと、自軍の状態が。

　比ひ喩ゆとしていかがなものかとは樹華でも思っていたが、自軍の左翼だけが、敵軍に向けて膨らんでいる状況はまさにそれだった。

　その膨らみ、やがてちぎれていった部分が敵軍に突撃していくのを、樹華は見ていることしかできなかった。

　……そこに、皇后がいる。

　そう思うと、焦燥感を覚える。おそらく、中央にいる賢恭はなおさらであろう。特に根拠はないし、追及しようとも思わないが、彼の皇后に対する思い入れが強いことを、樹華はなんとなくわかっていた。

　樹華自身、皇后には思い入れがある。尊敬すべき上官として。あるいは、亡き妻の親友として。

　そんなことを考えているうちに、敵軍がこちらに向かってきた。

「よし、行くぞ！」

　同時に樹華が号令を発し、右翼が動き出す。横に目をやれば、賢恭率いる中央も動き出していた。

　かくして、中央と右翼の宸軍は二つの塊になりながら、緩やかな後退を伴って左右に離れていった。その横を寛軍が通過していく。

　それを見送っているうちに、皇后の部隊が樹華側の塊に合流した。

「……娘じよう子し！　ご無事で!?」

「ええ、まあ！」

　皇后は血に濡ぬれた槍やりを片手にしていた。その姿にぞっとする。下手をすれば総指揮官である彼女が戦死していたかもしれないのだ。

　本来ならばこのようなことはありえない。本来ならば彼女は最も安全な場所で余裕を見せながら指揮を執らなくてはならない。それは彼女の身を守るためというより、兵たちを安心させるために。だが今回の場合、そうする必要があったのだ。

「うまくいきましたな」

「今のところは」

　皇后は硬い表情で頷うなずく。目は敵軍の動向から離れない。この軍の中心部が崩れ、雪華太原に殺到していく敵軍から。

「ではこのまま予定どおりに。こちらの軍の全権はあたしに戻す」

「はっ！」




　　　　※




　雪華太原に殺到していく敵軍が、恐慌状態に陥っていく様子が眼前で繰り広げられていた。小玉は持っていた槍を手ばなさずにそれを観察する。

　峠の出口に待機していた友軍によって敵軍の侵入口が塞ふさがれたのだ。同時に、峠の裏側に控えていた遊軍によって、崖がけの上から岩と矢が敵兵に降りそそぐ。

　敵からすると青せい天てんの霹へき靂れきそのものだろう。相手がまるで地から生えたようにすら思えるかもしれない。

　それら動きのすべてを直接見ているわけではない。だが、小玉には手に取るように状況がわかっていた。

　それでありながら、別に誇らしいと思うわけでもなく、策というにはあまりにもお粗末だなと、自分自身に対して思う。それは自じ嘲ちようではなく、客観に近いものだった。

　最初から確信を持って、この展開を想定していたわけではない。

　自軍のすべてに峠を越えさせずに、一部を待機させていたのは、自軍が敗れたときに、太原になだれ込むのを食い止め、その間に帝都に連絡をするための時間稼ぎになる……と思っていたからである。

　兵力を分散することについての危険はあったとしても、それはそれで大事なことだと小玉は判断した。

　それでも、脳裏には「もしかして」という思いがあった。うまくいけば、峠に追い込み、左右から撃破することができるのではないかと。

　狭いところに追い込んで、敵を潰つぶすのは、小玉のよくやる手法であった。そのため、極力峠の裏側に兵がいることをとにかく敵兵に伝えないよう、徹底的に相手側の密偵を狩った。それはもう徹底的に。

　そしてきっかけは相手から与えられたのだ。

　康から密偵が来たとき、小玉は思った。今ならば皇后……そしてこちら側の兵が少なからず激げき昂こうしていることを、康だけではなく寛にも印象づけることができると。

　そうであれば、やや冷静さを欠いた動きをしたとしても、変には思われまい。特に、寛という国にならば。

　また康との戦いのとき、そしてこの戦いの最初の突撃のときに、小玉自身が突撃することで、小玉は「あの皇后は、自分で敵を討ちたがっている」と寛軍に印象づけるよう心がけた。

　だから寛軍は後ろ──追いかける小玉を意識するあまり、前方への注意を欠いていたのである。




　あの檄げき文ぶんは、味方のためではなく、実は敵のためでもあった。

　もちろん本心から出た言葉ではあった。だが、本音と建て前を使い分けるのではなく、本音に建て前を上手に同居させる。いつの間にかそういう技術も身につけてしまった自分がいる。




　そして、運の捕まえ方もうまくなった。




　そう、結局のところ今の流れの大本は運で動いている。自分のことをどこかお粗末と思うことがあるのは、そのせいだ。同時に、思いどおりにならない「戦」という場で、運というものと付きあい、摑つかみ方を覚えることの重要性を、小玉は今実感していた。

　小玉は樹華に向かって頷く。

「そろそろ後ろから押しましょう」

「はい」

　小玉の号令によって、河側にいる軍がゆっくりと峠の入り口で詰まっている敵軍を追い詰めにかかる。

「かかれ！」

　樹華が真っ先に突進するのを小玉は眺める。

　これについては、小玉が前線には立つことはしない。もはや皇后が逸はやっていると思わせる必要はないからだ。

　そもそも特別の事情がないかぎり、本来指揮官は後ろに控えるものだ。小玉の性分に合うにせよ、合わないにせよ。

　樹華が切り込んでいった先に、立派な身なりの武将がいた。あれが姫将軍だ、と小玉は思う。




　顔は知らないけれど、人となりは知っているという不思議な人間。

　そして樹華のかつての上官。




　そんな相手に、樹華がためらわずに攻撃を加えるのを、小玉は若干の安あん堵どとともに見つめていた。

　それは樹華が、今後裏切るかもしれないという疑念を持っていたからではない。今後の樹華の進退に有利だと考えたからだ。

　自分以外の将官たちは、この樹華の態度でもはや彼が心身ともに宸側についたと納得するだろう。そうすれば今後、樹華を引き立ててやることができる……小玉はそう思ったのだ。

　そしてかつての自分側の武将が攻撃してくるのを目の当たりにして、寛側が浮き足だっている。その不安定な感情が怒りになったならば、こちらには不利になるところであるが、現在寛の兵はほどよく恐慌状態に陥っている。

　したがって寛軍の兵たちの感情の揺れは、彼らの恐慌状態をさらに増長させるだけであった。

　小玉は一つ安堵した。これでおそらく、今いる兵は叩たたけるだろう。この場をのみ見れば大勝利だ。

　だが、問題はそのあとだ。彼らの本国にはまだ多くの兵が残っており、おそらくはそれが送られてくる。そして、この地形では、今と同じ策は使えないだろう。

　かといって、場所を変えることはしない。今できることは進むか退ひくかであるが、退くことは論外である。

　雪華太原に引き下がった場合、新たにやってきた敵軍が迂う回かいし、それに間に合わなくなる可能性がある。

　同時に、進むこともしない。この戦いの目的は防衛であって、侵略ではないからだ。それに、補給線はおそらくこれが限界だわ、と小玉は判断していた。その判断には少し苦いものが含まれている。

　現在、後方支援関係でいい人材があまりいない。もちろん、今小玉が率いる将兵の中には、現時点で最も実力者といえる者が揃っているが、小玉からすると、かつてに比べると確実に見劣りしていた。

　あの三人のうち、誰か一人でもいれば、と思う。全員引き継ぎをしっかりして去っていったのが、さすがではあったけれども。

　そちら方面で無類の実力者であった小玉の最初の副官は、なんかもう色んな意味で誰も文句がいえない事情で引退した。

　小玉の知己で、かつて後方にこの人ありといわれていた蘭英は、文官に華麗すぎる転職を果たしてしまった。

　一時期小玉の下にいた泰たいは、「帰りなんいざ、女房まさに逃げんとす」という、これまた誰もなにもいえなくなるような詩を作って田舎に引きこもってしまった。

　もう本当に人生色々、人それぞれに歴史あり、である。考えてみれば、自分だって一介の武官から皇后になったのだから、昨今このあたりの人事の動きが激しすぎる。

　前副官である綵は、決して悪い人材ではないが、意外に指揮での才覚を発揮しつつあるため、そちら方面で伸ばしていくつもりであった。

　そう思うと本当に悩ましい。もう三十顧くらい礼でもして、泰にもう一回来てもらうべきだろうか。いやしかし、本人に礼するよりも……奥さん、なにが好物だろうか。




　……そんなことを考えていたからというわけではない。油断など決してしていなかったといえる。

　しかし、それは起きてしまい、起きてしまったからにはそれは小玉の責任であった。少なくとも小玉は生涯そう思い続けた。







「申しわけございません！　敵将を取り逃がしてしまいました！」

　樹華と合流すると、彼は慚ざん愧きの念に堪えぬという態度で謝罪してきた。

「いいわ。次の機会があるはず」

　残念ではあるが、仕方がない。

　それに彼がわざと逃がしたわけではないということは、見ていた者にはよくわかる。姫将軍の側近の数名が樹華に斬りかかって、その隙に姫将軍が脱出したのだ。

　これはむしろ、樹華が命を落とさずにすんでよかったとねぎらうべきところだ。

「今はまず陣に戻りましょう。日が低くなってきてる」

「はっ」

　小玉は命令のために旗を揚げさせ、動きはじめる。目を巡らせると、旗の動きを見た賢恭もまた撤退に入っていた。

　そんななか、不意に左方から降りそそいできた矢に、それまで整然と進んでいた部隊が動揺する。




　特に馬が。

　まるで康との戦いのときに、徹頭徹尾馬を狙った小玉への皮肉であるかのように。




　動揺したのは白夫人も例外ではなかったが、小玉はそれを素早くなだめ、姿勢を整える。元々小玉の意を汲くんでよく動く馬なだけに立て直すのは早かった。

　小玉は眉まゆ根ねを寄せながら、事態の把握に努める……といっても、努力するまでもなくそれはすぐわかった。




　──伏兵。




　ありふれた展開ではあった。なぜならば他ならぬ小玉自身が、同じことを寛軍に仕掛けていたからだ。それだけに、あらかじめ防ぐことができなかった自身に、苛いら立だちを感じる。

　同時に自分自身に対する軽い不安感。敵を見くびっていたつもりではなかったのに、実は見くびっていたのではないかと。

　だがそれらは、この瞬間に熟考するべきことではなかった。小玉はそれらの感情を一端心の隅に放りこむ。

「娘じよう子しをお守りせよ！」

　小玉とほぼ同時に姿勢を立て直した樹華の声に、兵たちが動こうとする……が、なかなかそれはかなわない。そうしているうちに、再び矢が天空から降ってきた。それも小玉がいる辺りめがけて。

　避けられないと見て取った小玉は、ちっと舌打ちをして、いくつかは刺さっても仕方がないと覚悟を決める。

　手で急所を防ぎながら体をひねる。まずは急所を守らなければ……そう思った彼女の視界が、突如大きな「もの」に遮られた。




　一瞬それがなんだかわからなかった。

　わかったのはその「もの」に矢が刺さったのと同時のことだった。

　ひっと喉のどでなにかが引きつるような音がする。次の瞬間、それは声として小玉の口から飛び出した。




「……樹華！」

　こんなふうに恐怖と怯おびえが混じった叫びを発したことなど、もう何年もない。




　ゆっくりと樹華の体が小玉の視界から崩れ落ちていく。小玉は手にしていた盾をかなぐり捨てて、馬から落ちかけたその体を支えた。そのときに、遅れて飛んできた矢が一本肩口に刺さったが、知ったことではない。

「樹華！」

「娘子……お退ひきください……私のことは、お捨てに……」

　言いたいことはわかる。言われるとおりにするべきだということもわかる。だが、小玉の胸にわき起こった「予感」が、このとき小玉から冷静さを失わせていた。

　樹華のずっしりと腕にかかる重み、途切れ途切れの声がわき上がらせた「予感」……いや、確信に近い未来が。

　それでも、その場にぐずぐずとどまっていることを選ばない程度には、小玉は愚かではなかった。それでいて彼を捨てておくのもまっぴらだった。

　肩に刺さった矢傷から、血が流れるのも構わず、小玉は彼の体をむりやり引っぱって自分の馬に乗せる。

　急にかかった重みに、愛馬の体が一瞬ゆらぐが、構わない。白夫人も不満を示さない。普段はちょっとわがままな性格をしているが、こういうときは常に小玉の思うとおりに動いてくれる。

「……退却！」

　そうして、小玉の号令とともに部隊は撤退を始めた。とはいえ、いずれは追いつかれるのは目に見えていた。彼我の距離はかなり近い。だが時間さえ稼げば、こちらの異常を察知して援軍が来るはずだった。おそらくは賢恭が来てくれるはずだ。

「娘子……」

「しゃべらないで」

　矢が刺さったまま、馬上に横向きに乗せられ、しかも常時揺らされている状態はさぞ苦しいはずだ。それでも樹華は口を開こうとする。

「娘子……私の墓はぜひとも、なにがなんでも妻の横に」

「あんたなに前向きに自分の埋葬なんて後ろ向きなこと考えてんの！」

「いえ、娘子を……お守りして、死んだ……のであれば、下手をすれば……国葬になるので」

「妙に現実的な！」

　ときどき血混じりに咳せき込みながら言うことではない。

「言われなくても、あんたが死んだら明慧んとこに埋めるわよ！　でもそれは今じゃないからね！　こんなふうにあんたを死なせて……死なせたら、あたし明慧に合わせる顔がないじゃない！」

「娘子！　敵が！」

　切羽詰まった状況なわりに妙に間の抜けた会話を交わす二人を、隣で馬を走らせていた銀葉が現実に引き戻した。

「……一回止まって食い止めるわ。おそらく沈太監がすぐ近くまで来ているはず。ここが踏ん張りどころよ」

「はっ！」

　そうして馬上で指揮を執りながら、小玉は時折震えていた。

　自分の手に触れる体が徐々にぬくもりを失うのを感じながら、怯えていた。




　こんなふうな死に方をする人じゃない……そんな思いは、願望にすぎないのだと知っている。




　だって、人は往々にして「こんなふう」に死ぬのだ。

　なんの必要性もなく、なんの脈絡もなく。




　……これまで、小玉が見てきた死のほとんどがそうであるように。







　賢恭が到着し、伏兵をすべて片づけたころには、樹華はすでに虫の息だった。助からないことは誰の目にも見えていた。おそらくは皇后の目にも。

　むしろこの時点まで生きていること自体が、奇跡的だ。それは彼の鍛え上げた肉体による生命力の賜物だろう。

　皮肉な見方をすれば、それだけ死までの苦しみが長引いたということになる。ただ、それをよいととるか悪いととるかは、事態を受け取る側の心持ち次第であろう。

　そして誰よりもこの事態を受けとめているであろう樹華本人は、この瞬間まで命があることを喜ばしく思っているようだった。

　今、この時、皇后に最期の言葉を残せることを。

「娘子……息子を……」

　頼む、と言いたいのだろう。

　語りかける樹華に、皇后は感情を押し殺した態度で答えた。

「わかっています。誠のことは任せなさい」

「いえ……そうでは」

「んっ？」

　まさかの否定に、皇后をはじめ、全員が妙な顔をした。




　断片的な樹華の言葉をまとめると、『もし息子が、娘子をお恨み申しあげることがあらば、それは妻の心意気に反することなので、殴り倒して妻の墓前に土下座させてください』とのことである。




　皇后の顔がくしゃりと歪ゆがんだ。泣けばいいのか、笑っていいのかわからないというような表情だった。

「ねえ樹華、樹華……あんたって本当に……」

　その後のことは、言葉にならないようだった。その彼女に樹華はふっと笑いかけた。その様子を見ていた賢恭は、見事だ、と思った。

　もし彼のこの言葉がなければ、皇后は彼の息子が恨みを抱いたとき、その感情をただ受けとめただろう。彼女の負い目まで拭ぬぐって去っていくその有りように、賢恭は内心喝かつ采さいを送る。

　その目の前で、樹華の目が急にうつろになった。

　──ああ、逝くのだ。

　亡命者である彼は、常に裏切りの可能性を危き惧ぐされてきた存在だった。賢恭自身ですらそれを危ぶんだことがある。しかし、そんな彼がこのように見事に死んでいく。




「娘子……きっと……妻が、笑って……迎え……」




　母国から亡命し、その母国によって殺される……それはきっと一つの悲劇なのだろう。しかし、地べたに横たえられて、皇后に手を取られて死にゆく彼は、満ち足りた顔をしていた。

　それは心残りのあるなしとは関係のないことだ。自分が彼の立場であったとしたら、今死ぬことに心残りはある。しかし、死に方自体には悔いがない。




　──もし、自分がこういうふうに死んだならば。




　心に浮かぶ思いを咀そ嚼しやくしつつ、賢恭は皇后に歩みよった。今は自分の死に方よりも大切なことがある。

「娘子、怪我の手当てを」

「……ええ」

　遅ればせながら到着した軍医たちを見て発せられた賢恭の声に、肩に矢を受けた皇后が素直に頷うなずく。







　皇后の傷は傍目にも深くはなかった。肩口に刺さったままでも腕は動いていたので、刺さった矢を抜き、傷を洗い清めればいいと思っていた。

　しかし、

「沈太監。あまりよろしくない可能性が出てきました」

　治療を終えた皇后は、賢恭を呼び寄せて淡々と言った。受けた矢が汚されたものであったと。

　皇后の言葉に、賢恭の深く皺しわが刻まれた顔に、さらに皺がよった。

　古来、矢に毒を塗るのはよくあるやり口である。しかし、毒というのは入手が案外簡単なものではあるが、持ったまま移動したり維持したりするのは、けっこう難しいものでもある。

　したがって、戦場では武器を糞ふん尿にようや泥で汚して攻撃することがままある。そして今回はまさにそれだった。

　それは傷口が不衛生になればなるほど、その傷を受けた者が、悪い病を発する可能性が高いからだ。持ち運ぶ必要はないし、現地調達が容易であるという、他の毒とは比べようもないほどお手軽だ。

　もちろん扱う本人にも臭気が襲いかかってくるわけだが、戦場ではあまり問題がない。常時死臭が漂っていると嗅きゆう覚かくというものはほぼ麻ま痺ひしているし、切迫している場では無視できる程度のものだ。

　それは矢を受けた側にとっても同様なことで、だから皇后は矢を受けた時点では気づかなかったのだろう。彼女も戦地での経験が長いのだから、嗅覚は意図的に意識から遮断していたのだろう。無理もない。

「わたくしもうかつでした……ですがとりあえず、ある程度のけりはつけていますから、わたくしが倒れても、今から想定をしておけばなんとかなるはず」

「娘じよう子し、滅相なことを仰せになりますな」

　諫いさめつつも、賢恭は彼女の言葉に一定の理があることを認めた。今から手段を講じておけば、混乱を最小限に抑えることはできる。また、「ある程度のけり」がついているというのも事実だ。

　皇后のいる部隊が奇襲を受けたものの、軍の大勢は問題なく敵軍を追い込み、峠での封じ込めはほぼ完了している。ほどなく、敵軍の壊滅が報告されるであろう。

　気になるのは他の伏兵だが、先の奇襲の生き残りを捕らえているので、これから腰を据えて「話しあい」をして情報を引き出すつもりだ。皇后に傷を負わせた者たちに対して手加減をするつもりは、もちろん賢恭にない。

「これから問題になるのは、相手の本国からの増援、我々の退却……早い段階で落としどころをみつけなければ……」

　半ば独り言のように皇后が呟つぶやく。

　つい先ほど頼りにする部下を喪うしなったことに対する悲嘆は、その表情から見当たらない。なすべきときになすべきことをし、とるべき態度をとる皇后に、賢恭は批判する言葉を持たない。

　しかし、自分自身を大切にする態度は持ってほしいと思う。今の皇后からは、近々病に倒れるかもしれないという恐れは見当たらなかった。




　それはもしかしたら、現況が自分自身への罰だと思っていたからかもしれない。




　　　　※




　数日が経った。

　今のところは大丈夫だった。




　──小玉だけは。




　小玉は呆ぼう然ぜんと白夫人を見下ろしていた。

　倒れ伏した彼女はけいれんしながら、口から泡を吹いている。体にはびっしりと汗が浮いていた。目を覗のぞきこんでも、あのいつもどこかつまらなさそうでいながらも、知恵ある生き物であると感じさせる瞳ひとみは見えなかった。

「娘子……もう、これ以上は」

　側に控えていた賢恭が気づかわしげに言う。

「わかっています……」

　小玉はうつろな声を出す。

　けれどもそれは、口先だけのことではない。ちゃんとわかっていた……わかりたくなかったけれども。




　白夫人はもう助からなくて、このまま生かしておいてもいたずらに苦しめるだけだということ、それくらいならば死なせてあげたほうがずっといいのだということ。




　小玉は刀を手に取った。研ぎに研いでぎとりと光る刃を眺める。

　いつか別れるとは思っていた。自分と彼女の寿命はどこまでも違うから、自分が彼女の死を看取るのだとも。軍馬である以上、彼女が傷ついて動けなくなったときは、自分が手にかけることも想定していた。




　けれども、こんなふうになった彼女を殺すことは想定していなかった。




「……白夫人、聞こえる？　もう苦しくないようにするからね」

　そう言った瞬間に、一瞬だけ元の彼女に戻ってくれないか……そんな自分勝手な願いが胸をよぎった。けれどもそんなことはもちろんなくて、彼女はただぴくぴく震えるだけだった。

　一度だけぐっと目を閉じ開く。

　そして小玉は刃を彼女の体に当てた。




　血が飛び散る。




　浴びた瞬間は熱いそれが、急速に冷えていくのを小玉はぼんやりと感じていた。肩の傷がじくじくと痛む。

　その痛みを無視しながら、小玉は懐から小刀を取り出し、白夫人のたてがみを斬りはじめた。懐におさめ、服の上から撫なでた。




　これをあの箱に入れる。

　宮城の、自分の部屋の箱に。

　大事なものをすべて入れる箱に。




　──大事なものをすべて入れてしまったら……残ったあたしはなんだろう。抜け殻なのかな？




　そんなことを思いながら、小玉はもう一房たてがみをそぐ。これは孫そん老人に渡すためのものだ。あの老人は、小玉を責めてくれるだろうか。

「娘子。御身を清めなくては」

「はい」

　促す賢恭に頷き、小玉は立ちあがった。白夫人の骸むくろを置いて、歩く。そうしながら小玉は、賢恭に小さく礼を言う。

「……ありがとうございます」




　白夫人がどうなったのか教えてくれたこと。

　白夫人を殺すことを、他人ではなく自分にさせてくれたこと。




「もったいないお言葉」

　なんのことか、と賢恭は言わなかった。彼もわかっているのだ。

「ええ」

　なにが「ええ」だか自分でもわからない。ただ頷きたくて、小玉は頷いた。

　脳裏に、白夫人と出会ったときのことが浮かんでいた。

　──そういえば白夫人、あんたとは班将軍のところで出会ったんだっけね。




　　　　※




　胸が痛もうが、肩が痛もうが事態は進む。

　斥候からの報告を受けながら、小玉は安あん堵どの形に表情を少し緩める。

　雪華太原に控えていた兵たちが残党狩りをしながら小玉たちと合流し、現在河を挟んで再び送られてきた敵軍と向かいあっている。各個撃破の心配を脱した点では、こちらに都合のよいように戦況が動いている。




　で、問題はこれからどうするかだ。




　渡河して相手の領地に侵入するつもりは、相変わらず小玉にはない。

　現在、こちら側が有利であるため、相手が和わ睦ぼくを申し込みやすい機会をこちらから作らなくてはならないと思っていたが、決め手に欠けるという状態だった。相手もまた、引っ込みがつかなくなっている可能性が高い。

　どうしたものかなと内心悩んでいると、一人の兵が天幕に入ってきた。よく知っている顔だ。

「なにごとか」

　側仕えの者が声をかけると、相手は懐から紙を取り出す。

「大家からのお文でございます」

　彼は文林が小玉に緊急に連絡をとりたいときに伝令として走る男だ。彼からの手紙は、小玉が直接受け取ることになっている。

「そう、こちらへいらっしゃい」

　口を動かしながら、ふと顎あごのあたりに違和感を覚えた。どことなく動かしにくいような気がする。だが、手渡された手紙に意識が移ると、その感覚は自然と小玉の頭の中から追い出された。

　開いてざっと目を通し、小玉は軽く眉まゆを動かした。そして軽くため息をつき、その手紙を閉じて端をつまむと、灯火に寄せた。

　あっという間に火がつき、白い紙を侵食する。それが小玉の指に達する直前に、小玉はぱっと手ばなした。

　あとには黒い燃えかすがしばし舞うのみだった。

「大家にお伝えして。委細承知いたしました、と」

「はっ」

　小玉の言葉に従順に頷うなずき、男は場から下がった。

　小玉は軽く瞑めい目もくして、書かれた内容を胸中で反はん芻すうする。

　書かれている内容は驚きよう愕がくすべきものではあった。しかし、予想できなかったことではなかった。よりによってこの時期か、という思いはあるものの。




　──あの娘こ、我慢できなくなったのか。




　嚙かみしめる思いはどこまでも苦い。彼女が敵に通じるほど追い詰められたのは、自分の存在のせいなのだから。

「沈太監」

「はっ」

「先日、わたくしに矢を射かけた者たちの裏について、なにかわかりましたか？」

　一人だけ捕らえることができたため、現在賢恭の責任で尋問が行われているはずだった。賢恭は小玉の問いに、難しい顔で首を横に振る。

「いえ……他の部隊に遅れてしまったため、その場に潜んでいると、たまたま娘じよう子したちが通りがかったので奇襲したとしか」

「そう……」

　その言葉が正しいのか、誤りなのかはちょっとわからないなと小玉は思った。あるいは、本人たちがそう思っているだけで、裏にいる人間の思惑は違う……といった場合もありえる。

　せめて使われた毒が特殊なものならば、自分を目当てに襲いかかった連中なのだと断定ができただろうが、あいにく「特殊」とは正極に位置する物体である。

　なんとも残念だった。もしそうならば、淑妃の父親を糾弾する材料にして、文林の政敵を徹底的に除くことができただろうに。

　小玉はなんともなしに、肩の傷を撫でる。

「娘子、よもや傷が痛むのでは」

　賢恭が気づかわしげに声をかけてきた。

「あ、いえ。違います」

　痛いといえば痛いが、小玉の立場は「皇后」だ。この場における最高の医療が彼女には提供される。毎日軍医たちの鬼気迫る治療を受けているおかげで、傷の治り自体はすこぶるいい。

「大丈夫ですよ……」

　だが、小玉には気にかかることがあった。それは矢傷を負った傷口に、手を加えられなかったことだ。

　なにかしらの要因で傷口が汚染された場合、普通はその周辺の肉ごとえぐりとることで、傷口を清める。荒っぽいが効果的な手法だ。

　だが小玉は「皇后」であるため、その肉体に新たな傷をつけることは許されない。それは軍医たちの間でも意見が分かれることで、小玉の前で何度も侃かん々かん諤がく々がくと話しあいが行われた。

　皮肉な話だな、と小玉は他ひ人と事ごとのように思う。「皇后」であるがゆえに最高の治療を受け、「皇后」であるがゆえに効果的な治療が受けられない。

　そして小玉のほうからは、そのことについて指示を出せない。他者の身の安全を守るためならば「皇后」としての権威を振りかざせるが、自分自身のことについてはなにもいえない。

　なぜならば下手をすれば、「皇后」の権威自体を損なう可能性があるからだ。それは自分自身のこととして嫌なわけではなく、管理者の立場として嫌なのだ。

「皇后」の地位に就いたからには、その地位が持つものを損なうことなく次へ渡すのが、自分の責務だと思っている。だから小玉は自分から口を挟まなかった。

　もちろん死ぬかもしれない。

　死にたいわけではないというのは若いころから現在に至るまで思っていることで、それ自体は小玉の中でなにも変わっていない。

　だが年を重ねるごとに加わった気持ちがあって、それらを総合すると、今の小玉の気持ちはこうだった。




　死にたいわけではないが、いつ死んでもいい。




　これまでの生の中で、それなりのことを成し遂げたという実感があるからだろう。そしてたどりついた死が意味のあるものならば、なおさらその気持ちは強くなる。

　誰に理解されなくても、その「意味」を自分は知っているし、文林も共有しているという確信がある。

　その文林との関係もそれなりに話がついているし……まあ、足りないところもあるが。そのほうが多くもあるが。




　とはいえ、と小玉は自じ嘲ちようした。

　この気持ちは決して美しいものではない。そのことを小玉はわかっている。しかし、思うのだ。これは老いの一つの形だ。

　そして今の自分は間違いなく老いつつある。それを自分自身に対してごまかしてはならない。




　　　　※




　小玉がそんな暗いことを考えているころ、宮城では別の女が小玉を思って暗い顔をしていた。

　その女──李真桂は入宮前から才女と名高く、現在は昭儀の位を賜っている。そんな彼女は現在、自他共に認める皇后の片腕である。

　国こく母もと言われるだけあって、皇后というのは実はなかなか忙しい。その職務を補佐することにおいて、真桂の右に出る者は一人もいない。

　もう一人、貴妃である紅燕も皇后に助力しているが、こちらは人脈面のほうに傾いているため、実務面で真桂は皇后からの絶大な信頼を得ていた。

　妃ひ嬪ひんとは皇帝の妻たちであるが、同時に実は官僚的な職務も担っていて、後宮内で皇后の補佐をしながらさまざまな業務をこなす。




　と、いうことになっている。




　もちろんそれは建て前で、通常であれば皇帝の寵ちよう愛あいを競う関係である以上、妃嬪が誠心誠意皇后の補佐をするなどということは、まずない。

　したがって真桂と紅燕は、皇后と本来の関係を築いている希け有うな妃嬪である。実は他にも皇后を慕う妃嬪はいるが、皇后を敵視する妃嬪たちと別の意味で皇后の補佐ができない。なにせ彼女たちは真桂を上回るくらい、よくも悪くもお嬢さま育ちなので。なお雅媛は特殊な立場なので、この枠には入らない。

　役に立たない妃嬪については別にいい。彼女たちが皇后の周りを華やいだ声で取り巻いていると、皇后はちょっとほほえましそうだから……と真桂は割りきるようにしている。

　それに彼女たちが使えないから、自分が重用されていると思えば非常に小気味よい気分でもある。こちらは真桂のまごうことなき本音である。

　しかしそれも、皇后が間近にいればこその話である。ましてや、皇后が今傷を負っていると聞けば、小気味よさとは対極の気分になる。

「娘子……おいたわしい。そして淑妃は死ねばいい」

　真桂はせきあえぬ涙に、左手に持った手しゆ巾きんを濡ぬらす。見る者に理知的な印象を与える切れ長の眦まなじりはとっくに赤くなっていた。

「あの女……役に立たないうえに有害かつ娘子に仇あだなすだなんて、なんでこの世に生まれてきたのかしら、本当に。死ねばいい、死ねばいい……」

　そう暗く呟つぶやきながら、手巾を持つ反対側の手で、大きな人形をどすんどすんと殴りつける。その人形の頭には墨ぼつ痕こん鮮やかに「司馬若青」と書いてあった。

　言っている内容、そして口調自体はねっとりと暗いくせに、やっていることはやたらと激しい。

　しかも人形に食い込む拳こぶしは、腰の入った非常に重いものである。見る者が見れば、そこそこの訓練を受けた身であるということがわかるほどに。




　だが、才女という言葉が与える印象からはほど遠い。




「ねえ、李昭儀……」

　そんな真桂に、おそるおそるといったふうに、紅燕が声をかける。

　彼女は武術に関して見る目を持たないが、それでも真桂の言動の落差が激しいことはわかったようである。

　真桂は手を止めて振り返った。

「なんですの？」

「あなたは……なにをやっているの？」

　真桂はふんと鼻をならした。

「おわかりになりませんの？　淑妃に天罰があたるように祈願しているのですわ。貴妃さまもやっておいででしょうに」

「それは、確かにやっているけれども、わたくしは小さい人形に針を刺すことしかしてないわ」

　自分は控えめですという口ぶりであるが、内容から考えると紅燕も大概性格の悪いことをしている。

　しかし真桂にとっては、生ぬるく思えることであった。

「あらまあ、それでも娘子にお仕えする身なのですか？　ひ弱なお姫さまは、やはり中途半端なのですね」

　せせら笑う真桂に、紅燕が目を吊つりあげた。

「なんですって？」

「あら、わたくしなにか間違ってますか？」

　この二人、日常の八割は仲がいいが、残りの二割は仲が悪い。仲がいいのも悪いのも、すべて皇后が理由である。

　ひとしきり言い合ったあと、気が済んだ二人は会話をしはじめた。談笑という類たぐいのものではないのは、二人がいさかいを引きずっているからではなく、話している内容が深刻なものだからだ。

　ついちょっと前の、むきになったような雰囲気をがらりと捨てた紅燕が、淡々と問いかけてくる。

「淑妃づきの……秋菊とやら、あれはどうなったのかしら？」

　真桂も同じような態度で答えた。

「まだ吐かないそうです」

　淑妃の処遇は、皇后が戻るまで保留状態だが、彼女に仕えている者たちのことは貴妃や昭儀の裁量でどうとでもできる。主あるじの淑妃が権限を剝はく奪だつされているならば、なおのことである。

　淑妃の宮にいる者たちは事態が発覚したあとに皆拘束され、それぞれ尋問されていた。それは皇后が傷を負ってからは拷問に切り替わっている。そうするよう命令したのは皇帝だが、紅燕も真桂も拒否しようとすら思わなかった。

　ただ一人、司馬淑妃を真っ先に裏切った宦かん官がんについては別だが、彼についても処遇を検討中だ。少なくとも、今後重用してやろうというつもりはない。

「なかなかに……主思いな様子で」

　主はともかく部下については多少は慈悲も働くのか、そう言う真桂の表情は憐あわれみに満ちている。

「そうね。主が忠義に見合っていない器量だというのに」

　紅燕も同様だ。けれども時に感情と行動は切り離すべきだとわかっている。それを行うのは、彼女たちにとってまさに今だった。

　なんとはなしに二人、沈黙する。やがて紅燕が口を開いた。

「娘じよう子しの御身は、今のところ快癒に向かっているようよ」

「そう、それはよかった……」

　真桂は安あん堵どの笑みを浮かべる。少し気分が明るくなった。

　皇后が今、ある危険にさらされていることは、彼女たちには伝わっていなかった。

　それは情報の伝達の精度に、限界があるからだ。しかし結局のところ、彼女たちは戦場がどういうところであり、どういう危険があるところなのか、本当の意味で理解できていなかったのだ。

　それは彼女たちが悪いからでも、彼女たちが甘いからでもない。

　ただ、違うのだ。どれほど近しい関係でも、身を置く場所が違う。

　それを彼女たちは、近い将来痛感する。




「──ところで薄充儀は？」

「そういえば、どこにいるのかしら」




　　　　※




　そのころ雅媛は、紅こう霞か宮きゆうに来ていた。

　宮の主もその息子も、賑にぎやかな宦官も不在なのはわかりきっているが、予想していたよりもずっと寒々しい。

　そんなことを思いながら雅媛は、先導に従って歩を進める。




　行き先は梅花の寝室だ。




　通された先には寝台で眠る梅花、そしてその横の椅子に腰掛けている麗丹がいた。

　麗丹は、雅媛の姿を認めるなり立ちあがって礼をする。

「充儀さま……ご挨あい拶さつ申しあげます」

「徐尚宮、来ていましたか」

　勧められた椅子に腰掛け、雅媛は梅花の顔を覗のぞきこむ。

　そして声を潜めて、麗丹に問いかける。

「眠っておいでなのですか？」

　麗丹は頷うなずく。

「はい。ここ数日眠れなかったようで」

　皇后の回復の報を聞いて、気絶するように眠りについたのだという。

「無理もないことです。娘子の……」

　途中で言葉を切って、雅媛は袖口で口元をおさえる。

「……徐尚宮、別の部屋へ行きましょう。起こしてしまっては気の毒ですから」

「はい」




　音を立てぬよう別室に移った雅媛は、麗丹と向かいあう。




「きっと責任を感じておいでなのでしょうね。娘子の御身に傷がついてしまったのですから……」

　静かに言う雅媛に、麗丹は顔をしかめた。

「責任は司馬氏と、その言いなりになった男にあります」

　雅媛は頷く。

「そうですわね……たとえその二人を引き合わせた人間が、誰であったとしても」

　余計な一言を付け加えて。

「なにをおっしゃりたいのですか？」

　麗丹が刺とげ々とげしい眼まな差ざしを雅媛に向ける。

「劉どのは、他人のせいにはなさらない方だということをですよ」

　麗丹は疑わしげな顔を、雅媛に向けた。

「ずいぶんと、娘子に肩入れなさるのですね。あなたさまが彼女に近づいたときは、まさかそのようになるとは思いもよりませんでした」

「わたくしも自分がそうなるとは思いませんでした」

「ずいぶんとお変わりになったものです」

　雅媛は皮肉げな言葉を、穏やかに受けとめた。

「変わりませんわ。わたくしの中身は今も昔も同じで、自分が過ごしやすい場を守りたいだけの人間です。ただ、その場に色々な人が加わっただけ」

「…………」

　雅媛の言葉に、麗丹がはっと息を吞のんだ。

　雅媛は窓の外に目を向け、まるで独り言のように呟いた。

「劉どのがおっしゃったこと、わたくしようやくわかった気がしますの」

「……わたくしには、わかりません」

「それはそれでよいのではないでしょうか。だからこそお二人は仲がよいのでしょうし……それに」

「それに？」

　先を促す麗丹に、雅媛はつと表情を厳しいものに改める。

「今はもう一つの『わからないこと』を追及するべきでは？」

「なぜ彼女が失敗したか……」

　梅花がもくろんだのは、司馬淑妃による不貞と皇后殺害計画の立案までだった。その段階で皇帝に報告し、司馬親子を排除するつもりだったのだ。

　だが司馬淑妃の動きは、梅花の予想をはるかに超えて早かった。誤差というにはあまりにも激しく。

「人間、誰でも失敗いたしますわ。けれども劉どのがここまで遅れをとるだなんて。しかも周到に動いておいででしたのに」

「よほど変則的なことがないかぎり……」

　麗丹は、なにかを思い出すような口調で呟つぶやいた。




　　　　※




　一人の男が泣いている。

　寝台の中、掛布をかぶり、裾すそを嚙かんで泣いている。

「若青……若青……」

　嗚お咽えつのなか、漏れるのは娘の名だ。手中の珠として大事に大事に育てた、彼のただ一人の娘。いずれはこの国で、最も尊い女性にしてやろうと思っていた。




　だが今、娘は牢ろうにつながれている。

　そうなるように働きかけたのは、他ならぬ自分だ。







　先日のことである。

　彼が参内したときに、娘が産んだ皇子であり、彼自身の孫である鳳がやってきた。

「おじいさま！」

　いつもおどおどとした態度の孫が、とても楽しそうにまといついてきて、彼は少し嬉うれしかった。だから手を引かれるがままに、人気のないところに行き……そこで娘の不貞を知らされた。しかも相手は、彼がひそかにつなぎをとっていた寛側の人間だという。

　不貞の事実ひとつとっても、それは娘だけではなく、自分にとっても命とりなことであった。先日、皇后をその言い分で追い落とそうとしただけに、彼はよく知っている。しかも相手が相手だ。

　愕がく然ぜんとする彼に、無邪気な笑みをがらりと消した孫はさらにとんでもないことを報告してきた。




　娘が不貞を働いた相手に、彼からの命だと偽って、皇后を暗殺するようそそのかしたのだと。




　愚かな娘だとは思っていた。しかし、ここまで愚かだとは思っていなかった。

　身が震えるのを感じた。こうなった以上、もう挽ばん回かいする余地はない。恐怖する彼に、孫はこう言った。




　娘を告発しようと。

　そうすれば、彼女以外は命を失うことがないと。




　再び愕然とした。つまり孫は……自分の母を死なせようと言ったのだ。しかし確かに、それ以外の方策はなく、彼はその足で皇帝の御前に参上し、娘を告発したのだ。




　そして今、娘を思ってひたすら泣いている。

　愚かではあったが、愛する娘。

　その彼女を、自分は切り捨てたのだ。




　悔いているわけではない。本当に他にどうすることもできなかったから、これは後悔ではない。ただひたすらに辛つらいのだ。




　同時に恐怖している。

　自らの母を死なせようと、事もなげに言った孫のことを。

　仮に自分が廃嫡されたとしても、命があるならば今後はどうとでもなるとも言った。あれは自らの立場をわかっていて、そのうえで提案したのだ。




　あれは本当に娘の子なのだろうか。

　本当に、自分の孫なのだろうか。




　　　　※




　寛の陣中では、将軍たちが喜びに沸いていた。

　それは宸の皇后が傷を負ったから──ではない。

　自国の太皇太后の訃ふ報ほうが届いたからだ。




「あのばばあが死んだか！」




　李将軍が、さすがにそれは口にしちゃいけないだろうということを堂々と叫ぶ。しかしたしなめる周囲も、顔に喜色が浮かんでいる。

「勅命で、撤退をと！」

　使者も嬉しそうに述べた。

「これから大葬の礼もあることだからな……いたしかたあるまい」

　いつもいかつめな姫将軍も、どことなく嬉しそうにしている。

　この派兵に最もこだわっていたのは、太皇太后の羊氏であった。彼女が死んだ今、戦う理由はもうない。

　皇太后の元氏のほうは宸に対してではなく、夫が懸想していた相手を恨んでいたため、その本人が死んだ時点で興味を失っている。それよりも彼女は今、権勢争いでそれどころではなくなっている。

　太皇太后がいなくなったため、寛において皇太后は唯一の「皇帝の母」となった。したがって、実質的な最高権力者といってもおかしくはない。

　しかし羊氏と反目していたとはいえ、元氏にとっては彼女は伯お母ばである。したがって彼女の死によって、元氏もいささか足場が危うい状態になってしまった。

　そこにつけこみはじめたのが、皇帝とその寵ちよう姫きだ。皇帝にとっては自分を押さえつける敵が二人から一人になったことで、ようやく動きはじめることができたわけだ。

　また寵姫は、今回はともかく宸との前回の戦いにおいては、勝利の立役者だ。康への同盟の持ちかけを提言しただけではなく、どのように相手を説得すればいいか、彼女は積極的に立案した。そして母国の軍をどのように利用すれば、最も寛の利益になるかをも考え出し……そして彼女の言ったとおりになった。

　皇帝の妃きさきになったいきさつがいきさつなので、市井における評判もよい。彼女は元氏の親しん戚せきである現在の皇后の廃后と、自身の立后のために動きだしている。




　本国に戻れば、そういう権勢争いに巻きこまれることは必定。

　そう思えば嫌ではあるが、それはそれとしてくだらない理由から勃ぼつ発ぱつした戦いが終わること、そして帰れることはやっぱり嬉しい。




「それでは、停戦の申し出の準備を！」

「あの皇后も、喜ぶことだろうよ」

　寛の将官たちは笑顔を交わした。

　彼らは、宸と結びついていた自分たち側の人間が、皇后を害したことをまだ知らなかった。




　　　　※




　文林は机の上に右手を投げ出し、人差し指の爪で机を叩たたく。黒こく檀たんの名木で作られた机からは、コッ、コッと澄んだ音が響いている。




　耳障りだった。自分で音を立てているというのに。




　そうであるにもかかわらず、音を立てるのを止めないのは、いてもたってもいられないからだ。




　──皇后、負傷。




　報告はそれだけではなかったし、彼女がどこに傷を負ったのかも聞いている。位置を考えれば命に別状がないことも。文林だって、かつては前線に身を置いていた者だから、そういう機微はわかる。

　けれども、伝えられきっていないはずだという感じがあった。これもまた、文林がかつてそういう身だったからわかる機微だ。

　距離と時間というものは、最優先されるべきもの以外を容赦なくこそぎ落としていくもので、今受けている報告はまさにその状態だった。

　自分は今、怯おびえている……文林はそう感じていた。

　小玉の怪我の状態が、報告事項のなかで「最優先」となってしまう事態に陥ることを、文林は恐れていた。そしてそんな自分に怒りにも似た感情を抱いていた。




　覚悟していなかったのか、と。

　彼女を喪うしなうことを想定していなかったのか、と。




　小玉の名を高らしめることは、文林の望みであった。しかしその望みがかなうことは、決して小玉の生死を問わないのだということを、文林はよく知っていた。理解していたつもりでもだった。




　思索にふける文林に、主席太監が声をかける。

「……通せ」

「御意」

　やがて文林の前に、三人の男女が現れた。琮尚書とその部下である。うち一人は、侍じ郎ろうである王おう蘭らん英えいだった。

「大家に拝謁いたします」

「面をあげよ」

　形式的に挨あい拶さつを交わし、文林は話を促す。

「兵部になにか問題でも？」

「そのようなことではございません。娘じよう子しの見事なお働きにより、今のところは」

「では何用だ？　この時節に、兵部の尚書と侍郎が揃って参上とは……並大抵のことではあるまい」

　実際、並大抵のことではなかった。

　琮尚書が次に発した言葉に、文林は眉まゆ根ねを寄せる。

「このたびの戦の後……臣は尚書の位を返上したく存じます」

「……終わりもしないうちに、そのようなことを申し出るとは、無責任であろう」

　文林の言葉は刺とげ々とげしい。実際、兵部の人事を動かすことができる状態ではない。やむを得ない場合を除いて。

　文林は二人の侍郎に目を向ける。

「…………」

「…………」

　そんな尚書にあるまじき発言を横で聞いている侍郎たちは、目を伏せながら無言で佇たたずんでいる。彼ら二人は琮尚書の辞職に納得しているのであろう。ということは、実際にやむを得ない状態なのだろうか。

「体調が優れぬのか」

　琮尚書が急激に瘦やせたのも、そういう事情ならば納得できる。文林も鬼ではないので、病体に鞭むちを打ってまで働けとはいわない。なにより非効率的だから。

　しかし琮尚書はなんともあいまいな答えをした。

「それもございます」

「他になにか？」

「臣がこのまま尚書の末席を汚しておりましたら……誠の意味で汚しかねませぬ」

「迂う遠えんな言い方はよせ」

　嫌そうに言う文林に、琮尚書は自じ嘲ちようが混じった声を出した。

「康への私し怨えんが抑えられぬ自分を感じております」




　房校尉が班将軍の仇かたきをとったと泣いたとき、琮尚書は康に対する報復は「まだ足りない」と思ったのだという。そしてそれを打ち消すことができなかったのだ、と。

　それは兵部の長である自身にあるまじきことであり、そしてそれを自覚しているうちに、退きたいのだ……。




「ふむ」

　琮尚書の言い分は、華やかでも美しくもなかったが、一種の潔さがあった。いささか迷惑ではあったものの。

「一考に値する。だが今は考えるだけだ」

「充分でございます」

　文林の返事に、琮尚書はうやうやしく一礼した。

「仮に職を辞すとして……後任は考えているのか？」

「薛せつのほうを」

　琮尚書は侍郎の片方を指した。その本人にも、もう一人である蘭英にも動揺が見られないことから、二人ともその件についてまで納得済みなのであろう。ただそうなるまでに至る経過が知りたい。

「理由は」

　促すと琮尚書は明快に答えた。

「確かに二人とも尚書が務まる器ではございます。ですが王侍郎は権門の出ではございませぬゆえ」

「ほう。そなたがそのようなことを気にするとは」

　文林がわずかに皮肉を込めて言うと、琮尚書も少し皮肉の混じった言い方で返す。

「そう思われるようでしたら、臣の不徳のいたすところ。非才の身ではございますが、臣はそのような要素が、周囲にどのように影響するかも考慮して働いてまいったつもりでございます」

「……なるほどな」

　文林は蘭英を見てから、もう一人に目を向けた。薛侍郎は班将軍の出征の際に、使者として選ばれたほどであるから、あらゆる点で申し分ない人材だ。

「後ろ盾か」

「まさしく」

　現在蘭英が侍郎として力を発揮できているのは、文林の後押しもあるが、なにより上司である琮尚書の庇ひ護ごがあるからだ。

　特になにかをしているわけではないが、さまざまな立場で申し分のない彼が上にいるだけで蘭英は守られる。しかし彼女が尚書に繰り上がった場合、彼女は批判の矢面に立ってしまう。

　もちろん蘭英はそれを防げない人材ではないが、防ぐことにかまけられては仕事が成り立たない。ならばもう片方を尚書にし、蘭英の盾にしつつ本人もしっかり働いてもらうのが最も効率がいい……。

「もっともだな」

　そんなことを真面目に言う琮尚書に、文林も真面目に頷うなずく。二人とも身も蓋ふたもない。だが身よりも蓋よりも、大事なのはその中の物である。

　そういう考えが即座に通じあっているあたり、遠縁ではあるが確かに血のつながりを感じさせる二人であった。

　とはいえ、この場で決めていい話でもない。当然であるが廷臣たちに諮り、意見を聞くべきである。紛糾する未来しか見えないから、絶対に後に回すことにする。

　特に諫かん議ぎ大たい夫ふの姜大夫は、琮尚書のこの根回しについても含め、絶対になにか言ってくるに違いない。彼の場合それが仕事なのでいいのではあるが。

「用はそれだけか？」

　文林はその言葉で、彼らを追い払おうとした。一人でゆっくり検討しようと思ったのだが、案に相違して琮尚書は首を横に振った。

「いいえ」

「なんだ」

　ちょっと迷惑だと思いながら聞き返した文林であったが、次の琮尚書の言葉で、仕方がないと諦あきらめた。

「もう一つ、皇族として奏上したきことが」

　なるほど、それはそれで重大事である。

「……その方らは下がれ」

　これについて侍郎たちは関係ないと判断した文林の命に従い、二人が辞去する。

　彼らが退室すると、琮尚書が口を開いた。

「当家の所領を、臣の代で返上したく存じます」

「確かにそなたには子がおらぬが、他に血縁がおるだろう」

　実妹の琮夫人がいる。彼女自身が家を継ぐのはいささか難しいが、その息子が継ぐぶんには、手続きの煩雑さ以外なにも問題ない。

「甥おいは班の家を残したいと考えておりますので」

「……そうか」

　彼の言い分は、文林にも理解できた。彼の甥の心情も。

　琮夫人と班将軍の息子である擒きん虎こは、「班」の姓を名乗っている。したがって琮尚書の跡を継ぐとなると、改姓する必要がある。

「臣の父の代で王の称号も失っておりますし、これ以上続けずともなにも問題はありますまい」

「確かに問題はないがな……」

　文林はため息まじりに同意した。




　この国での皇族の範囲は、厳密にいえば皇帝の直系の子と、その二代先までと決まっている。

　誰かが帝位についたら、その兄弟姉妹は皇帝から姓を賜り、その姓を冠した王家を設立する。その孫の代までが王家──皇族として認められる。ただしそれ以降は例外を除き、皇族としての待遇を失い、領地を所持している場合はその規模が縮小される。

　例外というのは琮尚書や琮夫人のように、「王」ではなくとも「王の子」である場合である。これについては、身分と待遇が皇族としての扱いになる。

　もっとも、期間限定の王家ではあるが、さらに代を重ねることは、ある手段を使えば可能である。

　それは婚姻である。

　領地を削られたくない王家が、その代の皇帝の子と婚姻を結ぶのである。そうすればその相手との間に儲もうけた子孫については、皇族の資格がさらに二代先まで延びる。

　ただしすべての資格が受け継がれるわけではない。結婚相手も親である皇帝が崩御すれば家を設立するわけであるが、子孫は家を重複して継承することはできない。あくまで「王の称号を保持する資格」を子孫に継がせることだけが、可能なのである。

　馮王家はまさにそれで、次の代で「王」の称号を失われるところを、帝姫である王太妃が嫁いだため、現王の子までは王家としての立場が約束されている。

　また王太妃はとっくの昔に父帝が崩御しているため、当然姓と王の称号を持っている。彼女の場合は、「祥しよう女王」という。

　ただし嫁いだ場合、位については相手の家での立場で呼ばれるため、彼女は「祥王太妃」あるいは「馮王家の王太妃」という呼び方が正しい。また王太妃は自分の姓を嫌っているため、後者か、あるいは単に「王太妃」と呼ばれることを好んでいる。

　祥（女）王位については、王太妃亡きあとは、今のところ長女の紅燕が継承することになっている。その場合紅燕は名字が「祥」に変わるため、今のまま貴妃でいるならば「祥貴妃」と呼ばれることになる。




　話は多少それたが、宸の皇族はそういうふうにして、ほどほどに他の血を入れながらも、親族間の紐ちゆう帯たいを保っているのである。




「『琮』の姓も返上いたしますので、どうぞお好きになさってください」

　琮尚書に、文林はあきれ顔を向ける。

「好きに使えと申しても、そなたと琮夫人亡きあとまでは使えんだろうが。何年後になると思っている」

　琮家の返上のほうについては認めると、文林が言外に伝えると、琮尚書は初めてにやりと笑った。久しぶりに見た、彼らしい笑みだった。

「なにを仰せでしょうか。大家は『万歳』でございます」

「つまらん」

　ただし、言っている内容は使い古された冗談であるが。

「もう下がれ。そして休め。どうなるにせよ、皇后が戻ればお前は忙しくなる……」

「皇后」と口にした瞬間、文林の胸に先ほどの不安がまた戻った。

　口をつぐむ文林になにか思うところがあったのか、琮尚書は素直に一礼して退出していった。




　その背を見て、文林はなぜかうらやましいと思ってしまった。皇族としての立場を脱そうとしている彼。皇族という立場に進んで飛びこんだ自分。

　名が残るのは間違いなく自分だ。そしてその妻である小玉だ。




　──だがそれは嬉うれしいことなのか？




　名というものは、それほどまでに価値があるのか。

　そして名と死……それらが矛盾なく両立することが可能であるということを、文林は今一度考える。

　彼女の名が千年先まで残るということ。

　それはこの先、自分が彼女と一緒に過ごす数年、あるいは数十年と引き換えにしていいものかということ。




　──構わないだろう？




　恐ろしいことに、そう思ってしまう自分がいる。

　そう、文林はそんな自分を、初めて「恐ろしい」と思えたのだ。

　この国のために小玉が犠牲になるということであれば、まだいいのだ。武官として、彼女にはその覚悟がある。自分もまた、皇帝としてそうなる覚悟がある。皇帝になった動機はどうであれ。

　だが小玉自身のために、小玉が犠牲になるということ──それは、彼女が覚悟していないことだ。

　それに付きあわせた場合、彼女がなにを考え、感じるか……そこまで考えて、文林は恐怖した。




　自分は、彼女に憎まれることだけは耐えられないのだ。




　これまでどれほど彼女を傷つける行いをしても、憎まれたことはなかった。

　激しい怒りを向けられたことはある。深く失望されたこともある。

　だが憎しみは向けられたことがなかったし、そんなことは決してないと、想定すらしていなかった。愚直なまでに。おそらく小玉もまた文林にそんな感情を向けられるとは、考えてもいないはずだ。実際、自分が彼女にそんな感情を向けることはないと、文林も思っている。

　自分たちの間に、なにか一つだけ通じあっているところがあるとすれば、その気持ちだけだ。

　だから片方からそれが失われれば、きっと自分たちの結びつきは切れる。なぜなら小玉はもう自分を選ばなくなってしまうだろうから。

「戻ってこい……」

　小玉を見送ったときと同じ言葉が、文林の口をついて出た。彼女に直接会うことで、結びつきを感じたくて。

　けれども同時に、無性に突きはなしたかった。そうでなければ、自分はきっと小玉に憎まれるようなことをしてしまう。




　自分と小玉の間に、深い溝があればいい。もしかしたらもうあるのかもしれない。そうであればそれでいい。

　そうしたら自分はその溝を決して渡らずに、彼女を見ている……文林はそんなことを思った。




　小玉の怪我の詳細が賢恭から届く、ほんの少し前のことだった。




　　　　※




　──これはまずい。

　誰よりも早く異変に気づいたのは、当然のことだが小玉だった。

　舌がもつれる。体がこわばる。顔が引きつる……確実に予兆が出てきている。

　そしてそれに気づいていたのは彼女だけではなかった。




　医師たちである。




　あたりまえの話であるが、毎日小玉の容態を確認するし、小玉本人が自身の異変を隠す必要性もないからだ。診断と問診のたびに医師たちの顔が青ざめていく。

　そして激しい協議が小玉の前で展開され、ついに彼らは発症直前の段階であると判断した。このままだと遅かれ早かれ、白夫人のようになる。

「娘じよう子し、お飲みください」

　うやうやしく差し出された薬湯を手に取る。少しにおいをかいだ。当然のことだが、おいしくはなさそうである。

「なにが入ってるの？」

　聞いたところで、それがどういう効能を持っているかなどわかるわけもないが、なんとなく聞く。

「芍しやく薬やくや甘草などが」

「そう」

　やっぱりわからなかったし、飲んだからといって病気にならないという保証もないが、飲まないよりは確実によいということもわかっているので、小玉はそれを一気に干した。

　器を返し、側近くに控えていた賢恭に言う。

「沈太監。この前から言っていたとおり、もしわたくしが、れっ、あ……」

　思わず口元をおさえる。やはり舌が回らない。

「娘子、ご無理をなさいますな」

「だいじょうぶ」

　今のところは、まだ。

　すでに、自分が無力化したときに誰がどう動くかの段取りは整えていた。またその指示は出していた。だから、なにか起こったときになにをすればいいのかわからない、というような最悪な事態は起こらないはずだった。

　もっとも、自分がこのまま健在であるのにこしたことはない。それは言うまでもないことだ。

　この出兵の総大将である自分が倒れた場合、確実に動揺が広がるであろう。それは上層部ではなく、兵卒たちにだ。浮き足だった兵たちほど扱いにくいものはない。

「もし、なにかが、あったら、おねがいします」

　嚙かまないように、ことさらにゆっくりと言葉を発する。この時点で小玉は、間違いなく自分は使い物にならなくなるであろうという確信を持っていた。歯がゆさを覚える。

　敵軍のほうに小玉の不調が知れ渡った場合、事と次第によっては均衡状態が崩れ、先方がまた攻めてくるかもしれない。

　せっかくこの状態にまで持ってきたというのに。樹華と白夫人の命まで犠牲にして。

　だが、現実から目をそらすことはできなかった。近々確実にその日は来る。

　しかし、その近々は実際に起こったよりも、もう少し先のことだという予想をしていた。予想を裏切られたのは、その日の晩のことだった。




　　　　※




　休んでいた小玉は、息苦しさで目を覚ました。それと同時に、自分の体が思うように動かないことに気づいた。全身がけいれんしている。

「ぐっ……」

　震える手で喉のど元もとをおさえながら身をよじった。それほど立派な造りではない寝台から、体が落ちる。どさりという音に、外から声がかかった。

「娘子、なにごとですか！」

　綵の声だ。それに応こたえることができず、小玉はただ身を震わせた。異変ありと察して入ってきた彼女は、地に伏せる小玉を見て悲鳴をあげた。

「娘子！……誰か！　娘子が！」

　綵が叫びながらすがりつく、小玉は失敗したな、と思った。こんなことになるなら、最初から天幕に誰かを入れておけばよかった。

　呼吸困難の苦しみの中でも、小玉の意識はとてつもなくはっきりしていて、自分の行動を冷静に反省できるほどであった。

　それはつまり、意識を混濁させることで苦しみをやわらげることができないということであった。




　慌ててやってきた医師たちに処置をされるが、その間にも症状は進んでいく。




　自分の意思に反して体は弓なりにのけぞる。このままでは背骨が折れるほどに。そう判断した医師たちの手で、小玉は寝台に布で縛りつけられた。

　その間にもけいれんは激しくなり、口の中で勢いよく嚙み合った歯が一部砕けたのを感じた。

　咳せき込みながらそのかけらを吐きだした小玉を見て、このままでは舌をかみ切ると医師たちが判断する。小玉は彼らによって、猿ぐつわを嚙まされた。

　誰かの叫びが聞こえる。

「娘子の御身になんということを！」

　──気にしないで、治療の一環だから。




　そう自分で言えたらどれだけすっきりするだろう。しかし今、小玉は誰かと意思の疎通をするのもままならない状態だった。手足も自由に動かせないから、筆談もできない。そのくせ、頭は依然はっきりしていた。




　──文林がこの状況を知ったら、どう思うだろう。




　　　　※




　賢恭のもとに、勅書が届いた。皇后の治療についてのものだ。

　そして、もし彼女が倒れてしまったときの指示。

　受けとった賢恭はそれをぐしゃりと握りつぶした。それがとてつもなく不敬なことであるとわかっていても。

　後者の勅書をしたためたときの皇帝が、どれほど悔しい思いをしたのか賢恭にはよくわかっていた。彼は皇后のことを自分に任せるしかないという事態について、激しく葛かつ藤とうしただろう。

　しかしだからといって、胸がすく思いがしようはずもない。皇后が今、置かれている状態を考えれば、吐き気に似たものすら感じられる。

　前者の勅命がもう少し早く届けば……いや、そうであっても遅かったのであろうが。

　皇后が病を発する可能性は、賢恭にもわかっていた。彼女が治療に踏み切らず、皇帝の指示を待っていた理由も。

　仮に賢恭が命じて治療させたとして、消えるのを覚悟するのは自分の命だけではない。まかり間違えば、医師も処分されるかもしれないのだ。

　賢恭は唇を嚙みしめた。後悔するのをわかっていて保留していた命令を、やはり今後悔しながら惜しんでいる。




　事態は深刻だった。

　また判断も迫られている。




　──戦うか、否か。




　余計な戦いは避けるべきだ。そんなことはわかっている。だがその場合、行軍元帥が倒れたことによる兵の不安の持っていきようがない。

　かといって行軍元帥である皇后が病に臥ふしている現状を、隠しおおせるわけがない。それならばいっそ全軍に伝えたほうが余計な混乱を招かずにすむ。

　そして皇后が傷つけられた怒りを寛軍に向けさせれば、統率を保つことができるのだ。

　しかしそれはそれで、やはり問題がある。あとを任された賢恭が、寛軍との戦いに不慣れなことだ。

「…………」

　賢恭の決心がついたのを見計らったかのように、報告が届く。

「……寛側から和わ睦ぼくが」

「使者の首を刎はねろ」

　賢恭は迷いなく指示を下す。

　そして控えている側近に問いかける。

「暁ぎよう星せい、つなぎはとれているか？」

「はっ」

「おのおの方、よろしいでしょうな？」

　将たちが頷うなずくのを見渡し、賢恭は甲かぶとを被かぶった。




　自らが不慣れであるならば、慣れた状況に持っていけばいい。

　あるいは、相手も不慣れな状況に陥らせればなおのこといい。




　　　　※




　後世、寛と康の連合軍と宸とのこの戦いは、色々な意味で取り沙ざ汰たされることとなる。

　特に関皇后が全軍を鼓舞した場面は歴史書でも伝記でも、特に語られることとなる。

　この檄は彼女が公的に残した発言として、唯一後世に全容が残るものである。特に「天下万民は大家のお子」から始まる一節は「国母金言」と呼ばれ、歴代の皇后が頻繁に引用することとなる。

　また皇后が康に対し砲を使用したことも、彼女のたぐいまれな発想の表れとして語られる。

　しかしその反面、関皇后に対する批判が数多く出るのもこの戦いである。




　まず砲の使用をはじめとし、彼女の戦い方は、計画としてあまりにも杜ず撰さんではないかということ。

　そして皇后が指揮不能となる事態に自らを追い込んでしまったこと。

　最後に、宦かん官がんが指揮権を握ったこと。




　特に最後の点については、宦官である沈賢恭が最終的に寛を撃退したことによって、宦官重用の動きが激しくなり、結果的に宸を滅ぼすことになったということで、関皇后に対する批判の中で最も説得力のあるものとして扱われる。

　だが同時に、それは結果論ではないかという反論もある。

　沈賢恭自身については、後に「最後の忠良な宦官」と呼ばれるほどの人物であり、存命中は他の宦官の不正を摘発する動きを見せていた。また関皇后も宦官のみを重用したわけではないことから、宦官の専横を許したのは次世代以降の問題ではないか、という意見である。

　これもまた一理あることであって、関皇后に対する議論は尽きない。またそうであるがゆえに、彼女は「伝説の皇后」なのである。




　むしろ国を滅ぼしたのは、沈賢恭個人の働きによるものではないかという意見もある。

　それはこの戦いにおいて、康の国境付近に居住する少数民族の力を借りたことに依拠する。

　勝利はしたものの、これによって発言権を得た彼らが自治を求めるようになり、最終的には国の崩壊へとつながることになる。

　しかしこれもまた、結果論なのであった。




　　　　※




　うたた寝をしていた麗丹は、頰に風を感じて目を覚ました。

　寝起きでぼんやりしている頭を𠮟しつ咤たしながら、現状を把握し……麗丹は眠気を一気に追い払った。

「あなた、なに起きているの!?」

　ついさっきまで寝込んでいた梅花が、起き上がって枕元に置いておいた湯冷ましを優雅に飲んでいるのだ。

「あら、起きたの」

　見ると窓が開いている。彼女が開けたのだろう。

　彼女の体調は悪かった……はずだ。自分の目が信じられないので、「はずだ」とかつけ足してしまっているが、体調の悪さは医師もお墨付きのはずだった。

　なにより、彼女が悲観のあまり命を絶たないようにと、そっと助言を残したくらいなのだ。だから自分は、彼女の枕元にはりついていたのだ。

　まさか窓から飛び降りるつもりなのかと、一瞬ひやりとする。

「ちょうどよかった。窓は開けられたけれど、これ以上は無理だったから」

　しかし梅花の声が冷静だったため、それはないと悟った。




　あとここは、一階だと思い出したので。




　梅花は冷静な声のまま、麗丹に頼んでくる。

「食事を用意してくれない？　消化のいいものだと嬉うれしいわ」

「……食べられるの？」

　彼女はここ数日、食事も喉のどを通らない状態だった。そんな彼女が食事をとる気になったのは、素直に喜ばしいことだ。また消化のいいものを求めてくるのも、絶食状態の直後だから間違いなく正しい。




　ただ、都合よくいきすぎて怖い。




　だから麗丹は、すぐに部屋を出て行くことはしなかった。

「やけを、起こさないわよね？」

「まさか。そんな無責任なことはしないわ」

　麗丹のおずおずとした問いかけに、梅花は苦笑した。

「言ったでしょう。責任はとる、と」

　それでも麗丹は、念を押す。

「責任をとるために自殺しないかって、疑ってるのよ」

「それでとれる責任なんて、自責の念に対してだけよ」

　梅花は吐き捨てた。

「わたくしは生きて、わたくし以外の人間への責任をとらなくてはならないわ」




　彼女の目は鋭く輝いていた。

　その輝きは間違いなく、生気によるものだった。










　　　あとがき







　今回、色々な物事が動き出しました。また今度は文ぶん林りんが、色々悩みはじめてちょっと気持ち悪い感じで迷走しています。ですが彼の場合は、うじうじしていても小しよう玉ぎよくがなんとかしそうなのと、これを機に文林には色々なことについて猛省していただきたいので、心配しないことにします。

　……などと述べつつも、実は最初不安だったので、担当編集さまに「文林が気持ち悪いのですが大丈夫でしょうか」と伺ってしまったところ、「そこも含めて文林です」とおっしゃっていただけて安心しました。彼らしさが貫かれているのであれば、それもまたよかろうと思います。

　そんな文林のまだ青い時代を描いた「紅霞後宮物語　第零幕」の連載の続きが、これからカクヨムにて開始します。文林がどんどん今の彼に近づいてきておりますが、これを成長といっていいのかは悩むところです。

　またカクヨムでは先日まで、「紅霞後宮物語　中幕」と題しまして外伝の連載をしておりました。明めい慧けい、清せい喜き、梅ばい花か……と、いずれも濃い面々について連載しております。梅花編で出てきた人物は、この巻でも出ております。巻を重ねるごとに作中で触れる人物がどんどん増えてきたので、エクセルで個人的に作成している一覧表が、日に日にえらいことになっております。

　そして今回も、栗くり美みあい先生作画の『紅霞後宮物語～小玉伝～四』と同時発売です。キャンペーン企画もございますので、ぜひご参加ください。

　また来月の『月刊プリンセス』では、私の書き下ろし短編と、栗美先生がそれをコミカライズしてくださったものの小冊子が付録となる予定です。原作は現在、ずいぶんシリアスな展開になっておりますが、こちらは徹頭徹尾コメディなので、楽しんでいただけましたら幸いです。

　早いもので、第零幕も含めれば『紅霞後宮物語』のシリーズは九冊目となりました。表紙を担当してくださる桐きり矢や隆たかし先生、そしてここまでお読みくださった皆さま、どうもありがとうございます。次の十冊目もよろしくお願い申しあげます。
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